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   序文
 
   ジョン・Ａ・レント（テンプル大学教授）
 
    
 
   日本の漫画は、1980年代の後半から嵐のように世界を席巻している。年間数十億ドルに達する売上をあげる漫画の人気は、国内だけにとどまらず全世界に広がった。私自身コロンビアの図書館の漫画コーナーで世界の色々な漫画を目にした。中国、マレーシアなどのアジア人漫画家たちは日本の漫画の描き方を模倣している。フィリピンでは、いわゆるピノイ漫画を読んだ。ヨーロッパ（フランスでは漫画本の販売の3分の１が現在では日本の漫画）や北米（日本の漫画は鉄鋼やその他の商品をはるかに上回り、日本からの対米輸出品の中で最大のものの一つ）の一部の国では、日本の漫画がそれぞれの国の漫画本市場を独占しつつある。
 
   　最近の傾向だが、漫画は、言語、歴史、経済の科目の教材に広く使われている。環境や国粋主義といった社会意識を高めるには特に便利だ。漫画は独自の文化を形作っている。ユニークな漫画喫茶なるものが巷にあり、宿泊施設として、終電を逃したサラリーマンに利用される店まである。お気に入りの漫画やアニメのキャラクターの衣装を着て披露しあうコスプレ大会が大学のキャンパスなどで開催されたり、クラブ活動やお祭りを企画してファンや同人誌の仲間が漫画について語りあったり、一緒にアニメを鑑賞したり、また、ありとあらゆる関連グッズが、コンビニやスーパーなどとタイアップで売り出されている。
 
   　漫画は暴力を誘発するものとして、非難の対象になってきた。批判的な人たちは、一握りの大量虐殺の犯人は熱烈な漫画愛好家だと言う。（とはいえ、日本の歴代首相の中で3人は熱心な漫画愛好家と公言）その他にも行動や道徳、子どもの教育に深刻な影響があると批判される。しかし、漫画はインターネット、テキストメッセージ、携帯電話が普及した今、読書習慣を守る上で貴重な役割を果たしている。20世紀後半の景気後退の後、世界中で漫画熱が高まり、新しいジャンル、作画技法、ページや本のレイアウト、語りの手法が開発され、斬新な漫画が登場した。そしてこれは本書の核心だが、少女や成人女性たちが閉鎖的だった男性の漫画の社会に挑み、漫画家になった。
 
   　大学や大学院等の教育機関では、長年低俗なものと見なされてきた漫画。だが、1983年にフレデリック・ショットの「ニッポンマンガ論―日本マンガにはまったアメリカ人の熱血マンガ論」の出版を機に時流にあったテーマになり、予想されていた通り、多くの学者が研究に加わるようになった。専門的に漫画のアート、産業、魅力が深く系統的に分析されるようになった。漫画を表面的にとらえ、流行もので実入りがいいからと参入した向きもある。もちろん、キンコ・イトウは前者の社会学者である。教授は、漫画雑誌の編集者、漫画家、漫画ファンを直接取材した。日本の漫画をこれほど読んでいる学者はいない。何年も前、自宅に山積みされた膨大な漫画（エロチック漫画も）を見たお客さんたちが、相当驚いていたという話を私に披露してくれたことがある。
 
   　本書で著者はレディースコミックそのもの、レディースコミックと愛、ロマンス、セックスとの関わりを論じ、ユーモアを交え、深い研究と飾らない文体で自説を展開している。イトウ教授は、まさに私が1960年代から追究してきたことを実践している。意思を伝達するプロセス（本研究の場合は、漫画）のすべての側面を研究対象とし、制作者、内容、読者の観点といった全方向から考察している。教授は、編集者や漫画家と対面し話を聞き、レディースコミックの内容を分析し（20種類のレディースコミック誌の約1万ページを読破）、関係者を調査し、メールと電話で連絡をとり、あらゆる視点から二次データを分析した。終始一貫、説明をしてから背景を分析するというアプローチで漫画と漫画の用語を解釈し、歴史的、社会学的状況の中で漫画というものをとらえた。
 
   　本書では、1980年代にレディースコミックが世に現れる前の時代の解説から始まり、平安時代の女性文学、そして春画と浮世絵に続いた伝統の延長線上に現代のレディースコミックがあると位置づけた。古典の先駆的作品や、戦後の少女漫画にも愛、ロマンス・ファンタジー、ドラマが描かれ、成人向けには性的素材が多く扱われた。セクシュアリティに関しては、著者によれば、日本人は、歴史的に西洋人より解放的であったとし、文学、絵画、彫刻、演劇の中の性の表現のされ方をとりあげている。早くも徳川時代に性具を商う店があったと言う。レディースコミックのセクシュアリティは古典の文学でもそうだが、罪悪感、羞恥心、悪感情を伴わないと論破する。
 
   　著者は社会学の知識と手法を用い、本音、建前、義理、表と裏、道徳基準の男女の使い分け、現代性、ストレスと苦痛を伴う仕事観という点から、レディースコミックの主人公を見つめる。日本の慣習や道徳は端的に、しかし余すところなく漫画のあらすじの紹介の中に見てとれる。
 
   　レディースコミックは、普通の日本人女性が（時折、雑誌に投稿するほどの溢れる気持ちで）日々どのような思いで暮らしているか、その情景を映し出していると著者は言う。レディースコミックにはアメリカのコミックに見られる超人的な能力を持った女性は登場しない。だから読者は漫画を読むと心が解放され、愛のないセックスレスの結婚や仕事の現実から逃避できると説く。
 
   　漫画の世界は、矛盾とともに発展してきた。ジャンル、スタイル、形式、セクシュアリティの扱い方は変化していったが、生殖器や性行為はあからさまに描かないという配慮が常になされた。鮮明かつ率直に表現されたり、分かりにくく、回りくどい語り口が使われることもあった。しかしながら、時代とともにどうあったらいいかをいつも模索し発展してきた漫画は、世界の現代文化になるという奇跡を起こした。本書は世界的現象になった漫画文化の一側面、女性の漫画について、社会学者キンコ・イトウが真剣に取り組んだまさに渾身の一冊である。
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   はじめに
 
   レディースコミックと日本の漫画文化
 
    
 
   「私、日本のレディースコミックの研究をしているの」とヨーロッパ生まれの友人に言った時、アメリカの某有名病院で働く非常に優秀な生物学の研究者である彼女はびっくりして、「どうして日本では、大人の女性が漫画を読むの。子どもが読むものでしょう？」と言った。
 
   　日本に生まれ育った私は、それを疑問に思ったことはない。この国はおそらく世界広しと言え、子どもに限らず若者や大人、男女ともに漫画が好きな数少ない国の一つかもしれない。2008年9月に総理大臣に就任した麻生氏も漫画好きを公言した（Japan Foundation 2007）。
 
   少年少女に人気のある漫画は、現在世界中の人に愛読されているが、成人女性にターゲットを絞った漫画の存在は翻訳がなく、市場が開拓されていない、研究されていないなどの理由から知る人は、日本以外の国ではほとんどいない。レディースコミックは日本独特の現象で、社会学的に分析する意味は大きい。
 
   　本章では成人男性、子ども、若者だけでなく大人の日本人女性がなぜ漫画が好きなのか、歴史的、社会的、文化的背景からひもとく。レディースコミックという漫画が存在すること自体、海外では認識されていない。日本人女性が社会生活でどんな現実にあるか、妄想の世界はどうなっているかなど、理解を深めていただけたら嬉しい。ここでは古来から受け継がれている大衆娯楽の伝統という点から漫画文化について考察してみよう。
 
    
 
    
    	はじめに
 
   
 
   日本の漫画産業は巨大で、社会に浸透し、莫大な利益を生んでいる。売上は毎年何十億ドルもある。「漫画」（一般的な日本のコミックアート）には長い歴史があり、極めて多彩になっているのが現時点での特徴である。漫画は、人気の高い大衆娯楽の非常に大きな部分を占める。現代日本文化を代表する主要なものであると同時に社会的、心理的に重要な役割を担っている（Ito 2000; 2003; Schodt 1988）。娯楽、政治風刺、教育のどれを目的にしても、一般的に漫画は現在の日本の社会、文化、ビジネスに必要不可欠なものになった。Maynardによれば、「漫画は非常に広く浸透しているため、現代日本を理解するには欠かせないものとされている」（2002：243）。
 
   　漫画は日本の文化輸出品の一つであり、経済と文化の両方で影響を及ぼしている。最近では、日本の漫画とアニメはアジア、ヨーロッパ、北米の多くの国に輸出され、子ども、若者、ヤングアダルトに好意的に受け入れられている（Ito 2000）。1980年代、1990年代には「日本文化ブーム」が中国、台湾、香港、韓国、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシアなどのアジア諸国で起きた（Ng 2000）。同じ現象が米国でも起きた。大人気の日本の漫画とアニメのキャラクターと言えば、ハローキティ、セーラームーン、ナルト、遊戯王、ポケモン、ドラえもん。世界中で販売されたグッズはＴシャツ、ヘアバンド、野球帽、おもちゃ、文房具、チョコレート、キャンディ、歯ブラシ、櫛、箸、弁当箱、小銭入れ、ナップサック、下着、トイレの便座カバーまでと多彩だ。
 
   　「NARUTO」（忍者漫画）、「ワンピース」(海賊漫画）、「ポケモン」(ポケットモンスター）、「テニスの王子様」など、漫画が原作の日本のアニメ番組はアメリカではケーブルテレビで放送されている。全米に支店網が広がる書店は漫画の専門コーナーを設けている。並んでいるのは大半が日本の漫画、それと韓国の漫画が少し。漫画コーナーは大抵、「グラフィックノベル」か「ヤングアダルト」向けの本のすぐ隣にある。こうした書店には何百冊と日本の漫画の英語翻訳版がある。テネシー州のメンフィスなどの大型店では1500タイトル以上。翻訳が待ちきれない数少ない熱狂的ファンのために日本語版の用意もある。
 
   　2005年、アメリカで人気があり、ベストセラーになった漫画は、「フルーツバスケット」、「るろうに剣心」、「D・N・ANGEL」、「BLEACH」、「花ざかりの君たちへ」、「CLAMPノキセキ」、「XXXHOLiC」、「よつばと！」、「幽遊白書」、「カムイ伝」、「ふしぎ遊戯 玄武開伝「鋼の錬金術師」などである（Animerika 13:6,p. 24)。当然と言っていいかもしれないが、漫画は公立図書館でも読める。
 
   　「少年ジャンプ」英語版の第一号は2003年1月、サンフランシスコのVIZ Media社から発行された。最初の日本の少女漫画定期刊行誌「少女ビート」は「少年ジャンプ」の姉妹誌で、アメリカでは2005年6月に発行された。「少女ビート」の第一号はビニール包装され、宣伝用ＤＶＤと漫画の小冊子つきだった。オマケと言えば、子ども時代の少女漫画雑誌を思いだす。日本では1960年代や1970年代に少女漫画には安っぽいがとてもカラフルで素敵な紙の着せ替え人形、鉛筆、消しゴム、メモ帳、シールなどの付録がついていた。漫画のキャラクター、花、動物の絵が描いてあった。雑誌そのものより楽しい付録が目当てで買ったものだ（Evers 2001）。
 
   　今日、少年少女向け漫画は、月刊誌か単行本になっていてアメリカでも入手できる。海外での日本の漫画人気を後押しするのは日本のアニメ映画である。宮崎駿監督の「千と千尋の神隠し」は興業的大ヒットを飛ばし、2002年、米アカデミー長編アニメ賞が贈られた（www7a.biglobe.ne.jp)。しかし、漫画好きやアニメのファンはまだ基本的にアメリカ、アジア、ヨーロッパでは少年少女だけである。成人向けの日本の「ヘンタイ」漫画（倒錯漫画）の翻訳版がインターネットのJ-list.comで入手でき、成年向けアニメ、たとえば、「おるちゅばんエビちゅ」がアメリカのユーチューブで流されていても基本的には若者の娯楽である。日本では、成人向け漫画やアニメは安定した人気がある。違和感なく受け入れられ、娯楽になっている。たとえば、「おるちゅばんエビちゅ」の場合、愛らしいハムスターのメスのエビちゅは家にいてご主人様のために家事をこなす。ご主人は25歳のＯＬ。ペットのハムスターはおしゃべりで外交的だが、時々センチになる。このコミカルなアニメにはＯＬとイケメンのボーイフレンドとのセックスシーンがふんだんに出てくる。エビちゅは批判的な眼で成り行きを見守る傍観者だ。作品にはダブル・ミーニング（二重の意味がある言葉で、片方は卑猥に聞こえる言葉）が頻繁に出てきたり、エビちゅの頭の中に広がる妄想の暗示もある。エビちゅは物語の中心人物であるのに、いつもご主人様の幸せと平和が一番だと思っている。外見が小さくて丸っこいエビちゅは愛くるしく、純粋無垢のように見えるが、伊藤理佐のこの漫画にはシリーズを通して暴力やアダルトな場面が多い。子どもには不適切な内容だ。エビちゅ・シリーズにはセクシュアリティ、不安、感情、心理など、現代の若い日本人女性の内面が描かれている。こうしたイメージはハリウッド映画「SAYURI（Memoirs of a Geisha）」などの芸者のイメージとはかなり違う。女性のセクシュアリティは抑えられていると思われているからだ。両方を見た人は日本人女性の両極のイメージに当惑したかもしれない。
 
   　アメリカと違い、漫画は日本ではあらゆる年齢層に親しまれている。老若男女が自宅、美容院、喫茶店、職場で読む。アダルト（必ずしも「ポルノ」ではなく、「成人」を意味する）の女性向け漫画が既存の漫画に新しく加わる形で1980年代に出てきた（Ito 2002）。英語の「レディ」とは社会的地位が高く、上品な振る舞いの女性、または「妻」を意味する（Oxford American Dictionary 1982：495）。伝統的には、「レディ」とは年上の女性または上流階級の女性を指すのが普通である。私が住むアーカンソー州では、「レディ」と「ウーマン」はほとんど同意語である。アダルトの女性向け漫画を発行する出版社は雑誌を「レディースコミック」と称した。本書では、「レディースコミック」を日本の女性向け漫画を指す言葉として使うことにする。
 
   　レディースコミックは、1980年代に登場してから瞬く間に人気が出た。今ではパソコンや携帯でも読める。携帯漫画の爆発的人気は女性の定期読者が増加した結果である。携帯電話があれば一人で楽しめる。音響効果付きの作品はインパクトが大きい。漫画の出版社は携帯の提携会社に漫画を供給し、読者は料金を払ってアクセスする（Asahi Shimbun 2/19/2006）。携帯漫画は読む場所を選ばず、非常に手軽でプライバシーが守られるため、これから先、人気が高まるだろう。携帯はポケットやバッグの中にあるので、漫画は瞬時に入手でき便利だが、主流の媒体は未だに紙だとする考えが東京や横浜で取材した漫画の編集者や漫画家には一般的だと取材を通し実感した。出版社も同感のようである。書籍は今、録音テープ、ＣＤ、i Podのように聴いてでも楽しめ、「ニューズウィーク」、「タイム」、新聞がインターネットで読めるようになったが、紙が依然、重要な媒体として将来も好まれるのだろう。
 
   　レディースコミックの愛読者は少女漫画の熱烈なファンであることが多いが、中には若い時に漫画を読まなかった人もいる。レディースコミックには、少女漫画の特徴が受け継がれている。たとえば、主人公は女性、ストーリーは主人公の社会生活を中心に展開し、心理や感情の変化を追う。少女漫画はレディースコミックの登場前に人気があったジャンルで、見て楽しませるという点で、際立った特徴がある正統なサブカルチャーとして1950年代、1960年代に定着した（Yonezawa 2007）。少女漫画とレディースコミックの歴史は第一章で詳しく取り上げる。
 
   　レディースコミックは少女漫画の後続のジャンルだが、愛、ロマンス、アダルトの色が濃い。少女漫画を読んで成長した人はそういった内容に興味はあったものの、自分の年齢、社会的立場、状況に合う作品を選んだ。レディースコミックは長い間、若い独身女性、新婚、若い母親をファンに取り込んでいたが、今では中年の女性も引きこむ内容に進化し、単なる娯楽を越えたものになったようだ。読むと心が洗われ、気分が晴れ、前向きになれる。主人公と一体となり、現実離れした素晴らしい陶酔の境地に導かれる。最悪の環境で生きる不幸な人を見て、自分が抱える不満、怒り、恨みが消える。関われば関わるほど身動きがとれなくなる社会状況の中で、ヒロインのセクシュアリティ、性別による役割分担、職業、家族の問題、心の動きが我が事のように思える。家庭内暴力、子育ての放棄、いじめ、セックスレスの結婚、不倫、近親相姦、傲慢な上司、同僚、犯罪、地獄から来たような隣人など、社会と個人との関わり方について考えずにはいられない。現実に即した実践的な助言や情報が漫画の中で示されることがある。生活で使える知識もあり、実際、社会生活のいろいろな状況に対処できる処世術が身につく（Erino 1993; Ito 2002; 2003; 2009; Takeuchi et al. 2006a; Yonezawa 2007）。レディースコミックの心の浄化作用については第二章で詳しく取り上げてみたい。
 
   　性の表現の自由は意見が分かれるテーマである。レディースコミックの世界も例外ではない。愛、ロマンス、人間関係がテーマの３本柱だからである。そもそもレディースコミックは一般人やマスコミから誤解を受けてきた。成人女性向けの「紙に描いたポルノ」だと言われた。第三章では日本女性のセクシュアリティに関わる問題について考えてみたい。最近では相当数のレディースコミックが連続テレビドラマ化されているため、誤解は多少解け、正統なものと世間から評価されるようになった。
 
   　第四章では日本のレディースコミックのまとめと結論を書いた。レディースコミックの歴史と真髄、日本人女性の神秘性と日本の漫画文化、その意義を考察した。
 
   　本書は視覚社会学の方法論で分析を試みた。視覚社会学とはデータと素材を絵画的形象としてとらえる社会学である。日本の大衆文化の大きな部分を占める漫画は視覚社会学、比較文化研究、人類学の極めて重要なテーマである。Mizuno（1991）によれば、漫画は文化の産物であり、正しい理解には言語、文化、歴史、社会の背景に関する知識が必要だという。
 
   　従来、社会学者は言葉と文書化されたデータを研究素材にしてきた。データとは取材、現場での観察、アンケート、広範囲の調査、統計といった第二次データを指す。最近数十年で視覚に訴える情報、たとえば、広告、写真、ドキュメンタリー画像、映像を分析対象とする社会学が登場した（Curry & Clarke1978；Goffman 1979）。本書ではレディースコミックを視覚社会学の考え方でとらえ、日本の伝統、社会、歴史、文化のあり方を探った。
 
   　視覚社会学は従来の社会学に新たな幅を加え、「我々の社会的世界の側面を概念化し、測定する新しい方法（Curry & Clarke 1978: 1）」を提供した。このコンテンツ分析の方法は伝記、書簡、メモ、新聞、雑誌、ネット情報、法律、写真、映画、テレビ番組などの記録文書に文字通り記されていることと行間に含まれていることの両方を観察する。漫画も意思を伝えるために記されたものであり、「漫画を読んでいると、映画を観ているのと同じような感覚を覚える」（Donovan 2009：63）。文化人類学者エドワード・ホール（1977）によれば、日本には、状況を察することをよしとし、言葉にならないところに本音があるとする文化がある。顔の表情、視線、沈黙、不満、声の調子が人付き合いや意見を言うときに重要なのだ。漫画は言葉にできないことを読者の視覚に訴え、雄弁に絵で表現する世界である。「あああ…」や「お…」という声は、大きなひらがなやカタカナで書かれ、感情を表す。絵と言葉の両方を使う漫画の巧みな技も研究に価する。
 
   　方法論としての内容分析は、他の社会学で使われているデータ収集方法より容易で、人に迷惑がかからず、費用も安い。文化の産物、社会の情景、社会と文化が変わっていく経緯を系統的に調べる。客観的に情報をカテゴリーに分け、分析し符号化する。この方法を使うと「演繹的にテーマが明らかになり」、社会現象を実証分析理論で説明できる（Kendal 2003: 56）。
 
   　「はじめに」の本章では、低俗で子ども向けとされる漫画に日本の成人の女性が没頭している背景と理由について考えてみた。
 
    
 
    
    	漫画とは何か
 
   
 
   　レディースコミックは大衆文化であり娯楽である。漫画とは日本のコミックアート、つまり、風刺画、コミック、グラフィックノベル、イラスト、アニメである。至るところで目にするマスメディア、ビジュアルアート、大衆文化の形の一つであり、小説、演劇、ポップミュージック、文学、映画と同じくらい正統かつクリエイティブな文化の産物だ(Mizuno 1991; Schodt 1996; Yonezawa 2007)。
 
   　「漫画」という言葉は「漫」と「画」の２つの漢字から成る。意味は「面白い、コミカル、興味深い絵」である。「漫」とは「無意識に」、「やむを得ず」、「画」は「絵」。もともと1814年に浮世絵師、葛飾北斎の造語だと言われる。作品のタイトルを「北斎漫画」と名付けた（Schodt 1988：18）。北斎の漫画は単なる風刺画ではなかった。「光琳漫画」、「滑稽漫画」、「白雲漫画」というようにタイトルに漫画という言葉を使った。「北斎漫画」は1830年代、ヨーロッパに紹介され、“Hokusai Sketches”として知られた。フランスの印象派などに大きな影響を与えた（Nagata 1993；Shimizu 1991）。
 
   　20世紀の初めまで、「鳥羽絵」、「ぽんち」と言われ、「ポンチ絵」は現代でいう漫画を指した。漫画という言葉自体は北沢楽天のおかげで広く世の中に認知されるようになった。彼は、「時事新報」という新聞に当時の事件を題材にして漫画のコラム「時事漫画」を描いた（Shimizu 1991:10－28）。今では漫画はカタカナ、または、ひらがなで表記され、「マンガ」または「まんが」と書かれることが多くなり、漢字二文字の「漫画」より一般的になった。
 
   　一般的に漫画と言えば、風刺画、社説や政治を題材にした政治漫画、スポーツ漫画、日々の暮らしをユーモラスに描いた漫画、広告の漫画、一コマ漫画、コマ割り漫画、ギャグ漫画、ストーリー漫画、漫画雑誌、漫画本、ユーモラスなイラスト、アニメなどのカテゴリーに入るものを指す。しかし、作者によってそうでないという主張がない限り、現在は漫画は、ほぼ全部ストーリー漫画を指す（Mizuno 1991; Schodt 1988）。
 
   漫画は以下のように定義できる；
 
   （1）ユーモアと誇張をテーマとする簡素で機知に富んだ絵
 
   （2）特に社会批判と風刺を目的とする戯画またはポンチ絵
 
   （3）たくさんの絵と会話がつき、物語風に描かれたもの（Shinmura 1991：2434）
 
   　「漫画」と英語の“comics”は概念が違うようである。漫画は「単なる漫画」ではない。漫画には風刺画、政治漫画などがあり様々である。印刷されたり、広告になって放送されることもある（Maynard 2002）。「ストーリー漫画」は漫画というより絵がついた小説である。ストーリー漫画は社会、心理、政治、経済、歴史、演劇、科学、教育等に関することを題材にし、真面目なテーマが多く、娯楽性も大きい。
 
    
 
    
    	ストーリー漫画
 
   
 
   　このカテゴリーの漫画は実にバラエティに富んでいる。スポーツ漫画はテニス、柔道、野球、バスケットボール、ソフトボール、サッカー、体操、スケート、ボクシング、水泳などのスポーツをする男女を描く漫画である。学園漫画は、主人公が学生で、その友人、教師、両親を描くもの。学園漫画の範疇に入る少女漫画は思春期の少女を主人公とし、友情、家族、愛とロマンス、自立心をテーマにし、舞台は学校か家庭である（Yonezawa 2007）。ヤクザ漫画はギャングの冷酷非情の世界、サラリーマン漫画はビジネスマンや会社員の世界を描き、料理・グルメ漫画は料理人や食べ物を描く。医者、看護師、患者は医学漫画のヒーローやヒロインである。ストーリー漫画には色々な職業が扱われる。科学者、医学のプロ、ボランティア、警察、殺し屋、更には、探偵、政治家、ジャーナリスト、犯罪人などが主人公になるものもある。ストーリー漫画には歴史的事件や英雄を描くもの、ホラー、ＳＦ、ファンタジー、アクション、サスペンス、政治、ロマンス、ポルノ、経済の他に釣り、料理、碁などの趣味を扱うものまで守備範囲は広い。
 
   　劇画と呼ばれる新しい漫画のジャンルとテクニックは1957年に誕生した。文字通りの意味は「劇の絵」である。このジャンルではドラマの真実味に重点が置かれ、コミカルな場面はほぼ皆無だ。辰巳ヨシヒロやさいとうたかをが劇画と称したのが最初である。彼らの作品は内容が現実的で絵は写実的、内容は小説に匹敵する（Schodt 1988）。
 
   　漫画は年齢、また、少年、少女、青年、婦人などといったジェンダー別でも分類できる。カテゴリーとしては、学習を目的とする子ども向けの学習漫画、大人向けの教養漫画がある。たとえば、教養漫画は「専門用語の解説、歴史上の事件の考察や統計その他の情報が提供され」、教科書のような感覚で読める（Ito & Musgrove 2007: 21）。
 
    
 
    
    	漫画と教育
 
   
 
   日本の教育は競争社会の縮図である。そこに学習効果を上げる優秀な教育ツールとして漫画が利用されているのは面白い。日本人、中国人、世界史について漫画を読んで学ぶことはできるし、源氏物語さえ漫画版になっている。漫画は教育効果が高く、漫画を娯楽と決めつけることはできない状況がある。
 
   　従来から高校入試、大学入試を目指した現場のあり方が批判されてきた。熾烈な競争は最近少し緩和されてきたが、それは18歳の学生数が出生率の低下で減少し、受け入れる大学の数に余裕がでてきたせいだろう。だが、まだ受験地獄はなくなっていない。予備校は安定企業である。そういった教育機関は十代の若者だけが行くところではなくなっている。幼児を専門に対象とする塾では、両親が子どもの将来を考え、名門校に入れるために準備させているケースがある（The New York Times  1/22/96）。
 
   　漫画は低俗なものとよく言われる。しかし、1977年、京都の花園大学はジョージ秋山のストーリー漫画「浮浪雲」を入学試験の問題に使った。1984年には公立大学がいわゆる「教育・情報漫画」を入試問題に採用した。「日本の現代漫画の神」と呼ばれる手塚治虫の作品とサトウサンペイの作品が小学校の国語の教科書に使われた。教育現場に漫画が使われた他の例としては、1986年に日本経済新聞社から出版された石ノ森章太郎の「マンガ日本経済入門」がある。全編漫画のこの本はベストセラーになりJapan Inc. という書名で、カリフォルニア大学出版から1988年に発行された。1989年にはフランス語版が出版された。「マンガ日本経済入門」は、他の教育漫画の発行を促した（Shimizu 1991: appendix 38－39）。漫画は学生だけでなく、一般社会人の教育にも一役買っている。
 
   　2006年の春、文部科学省は2007年用の教科書検定で教育目的の漫画イラストが載り、難解な概念を視覚的に理解させる試みを持つ数冊を認定した。啓林館の数学の教科書「オーレ！数学」は冒頭が漫画で、足し算、引き算を教える内容になっている。第一章では漫画のキャラクターが「数字クイズ」を出題する。編集者によれば、漫画で学習意欲が刺激され、計算嫌いが解消されることを狙うという。
 
   　「オーレ！数学」といった認定教科書は最初のうちは学習能力があまり高くない生徒のために考案された。文部科学省同様、他の教育者も教育面を含め、社会生活の多くの分野で多極化が進んでいることを認識した。優秀な子はますます賢くなり、エリート街道を進むが、知的能力に問題がある層は学業成績が振るわないまま落ちこぼれる。雇用にも影響する。一方、大学予備校のテキストには漫画やイラストが使われることは滅多になく、むしろ従来の体裁を保っている（Asahi Shimbun 3/30/08, Chunichi Shimbun 3/30/06）。漫画は学業成績に遅れがある生徒に、関心と勉強意欲を持たせ、インテリ層との差を縮めるために使われている。
 
   　1970年代、ビジネスマンが主に読む一般の雑誌にいわゆる教養漫画が載るようになった。文字通り、「アカデミックまたは教育的な漫画」のことだが、そもそも言葉自体が矛盾しているという意見がある。「漫画は娯楽で低俗。それがどうして教育的なのか」。
 
   　教養漫画は「情報漫画」、「解説漫画」、「教科書漫画」とも言われる。Go Tchieiによれば、教養漫画はナレーションの構造を持たず、主人公は「食物、酒、年間の祭事などの起源や逸話を学ぶ」ように設定されている（Tchiei 1998）。こうした漫画には、学校の科目、科学技術、情報について教えるという教育的目的がある。
 
   　意外にも、教養漫画は西洋にもあり、アメリカで発行された入門シリーズがそれにあたる。機知に富んだコミカルな絵や説明が満載だ。Rius著のMarx for Beginners (1976)、Richard AppingnanesiとOscar Zarate共著 によるLenin for Beginners (1977)、Lydia Alix Fellingham著のFoucaultfor Beginners（1993） がある。
 
   　子ども向け教養漫画は学習漫画と呼ばれる。学習漫画は歴史、政治、伝記、言葉の使い方、数学、生物学などの分野が苦手な生徒の勉強を助けるためにある。学習漫画は誰にでも分かりやすいように工夫がされているので記憶に残る（Asahi Shogakusei Shimbun 4/19/06）。
 
   　教育漫画の意義については反対意見がある。生徒が漫画以外のものを読まなくなり、知的活動が減少するという反対派、重要なことが理解でき、難しい概念が理解しやすくなるという賛成派の二派に分かれる。
 
   　Duusによれば、日本の漫画はアメリカのコミックより絵が多用され、「吹きだしも多い」と言う。日本の読者は「分量の少ないセリフと絵の両方から最大限の意味をくみ取る」（Duus 1988）。漫画を読むと脳の左右を使い、それが記憶保持の秘密かもしれない。漫画は言葉と絵が一体化した世界である。言語の理解には左脳、空間の認識には右脳を使う（Yoro 2003）。
 
   　教育学的見地から言うと、難しい素材を視覚に訴えて理解させるわけだから実用的である。日本に暮らす外国人にとって、日本語の読み書きの勉強に漫画は便利らしい。難しい漢字にひらがなのルビがふってあるから読める。スペイン語の翻訳者Marc Bernabeは、日本語学習用に独習できるように漫画を使った練習帳を考案した。このシリーズは英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語、カタロニア語に翻訳された（Japan Foundation 2007：42－45）。漫画の存在で日本は、世界有数の識字率が高い国だと言えるだろうが、もしなくても変わらずそうだったはずだ。
 
   　日本政府、地方、病院、クリニック、銀行、保険会社、警備会社、パスポート発行代理店も漫画のイラストを使い情報を伝える。このような利用はアメリカより頻繁だ。商品使用説明書にも漫画が載っている。政党は政治に比較的無関心な若い世代にアピールするため漫画つきのマニフェストで政策を訴える。1980年代の中ごろ、いわゆる実務漫画が現れた。基本はハウツーだが、法律問題、成人病、オフィス・エチケット、パソコン、海外旅行などに役立つ情報が提供される（Duus 1988）。
 
   　意図されているかどうかはともかく、ストーリー漫画では職業、歴史の英雄、事件などの特別な情報や知識が分かりやすく解説される。登場人物の生業は、殺し屋、外科医、婦人科医、雀士、競馬、弁護士、カメラマン、探偵、会社重役、教師、コック、漁師、歌手、野球選手、力士、寿司職人、長距離トラック運転手、ラジオＤＪ、看護師、教授、店員、ＯＬ、俳優、美容師、守衛など多種多様。新しい漫画が始まると新しい職種が描かれる。歴史の英雄、事件、その意味などを漫画で知る。主人公は超人的なヒーローである必要はなく、多くは普通の男女だ（Ito 1994; 2000; 2002; 2003）。日本のレディースコミックのストーリーにも豊富な情報と知恵が盛り込まれ、人間関係、問題解決、子育て、料理のコツなどの気づきにつながることが多く、非常に教育的である。
 
    
 
   5.漫画が流行をつくる
 
   　漫画は新しい文化と社会の流行の発信源だ。いわゆるスポーツ漫画は野球、剣道、レスリング、陸上、ボクシング、バスケットボールなど、いろいろな運動をテーマにする。バレエ、ダンス、カーレースなども題材になる。人気の高い連載漫画は、いろいろな活動やスポーツに新たな興味を呼び起こすブームに火をつける。映画、テレビドラマ、演劇になるものも多く、新たなファンを生みだす。
 
   　志賀公江の「スマッシュをきめろ！」はテニス選手が主人公のストーリー漫画で、1969年から1970年まで「週刊マーガレット」に連載された。高校生のさおりは天賦の才能を持ったテニス選手。幼いころ別れた妹と、伝説のテニス選手だった父親も登場する。1971年にテレビドラマ化された。
 
   　1970年代には、1973年から1980年まで「週刊マーガレット」に連載された山本鈴美香の「エースをねらえ！」を読んでいた多くの少女は、テニスが好きになりテニスを始めた。主人公の岡ひろみは、高校に入りテニスクラブに入部する。彼女の才能は、新任のコーチによって見出され開花、いつかウィンブルドンでプレイすることを夢みるようになる。この作品には実際のテニスの試合を思わせる躍動感があった。日本人が好きなスパルタ式トレーニングあり、ねたみあり、部員間のイジメあり、恋愛と学校生活のトラブルあり。本作は熱狂的なファンを生んだ。テニスは2000年代に「テニスの王子様」で再度ブームになり、テニス人気は再熱した（Schodt 1988; Takeuchi et al. 2006 a）。
 
   　1990年代の中ごろ、バスケットボール旋風を巻きおこした井上雄彦の「スラムダンク」の影響で、男の子はバスケットボールに興味が集中し、実際にプレイする少年が増えた。1990年から1996年まで「週刊少年ジャンプ」に連載され、全31巻の本作は世界17か国で、1億200万部を売上げた。この数字はそれまでの初版記録を破るもので、テレビドラマにもなった（Asahi Shimbun11/06/07）。
 
   　「スラムダンク」は桜木花道という十代の少年が主人公である。精神的には幼く、女の子に人気もない。背が高く、高校でバスケットボール部に入るが、名ばかりの部員だった。ただ晴子の気をひきたいという気持ちはあった。次第に、桜木はバスケットボールの楽しさに目覚め、日本のトッププレイヤーになることを決意する。生き生きとしたバスケットボールのパワーとスピードの描写で、人々の心をとらえた（Amano 2004; Takeuchi et al. 2006 a）。この漫画の人気でバスケットボールにすっかり熱中する人が急増し、中学や高校ではバスケットボール部に入部する生徒が殺到した。みんなが桜木のようになりたいと思った。2007年には作者の井上と出版元の集英社は、アメリカにバスケットボール留学をする少年のために奨学金を設立した。最初の奨学生に選ばれたのは並里成という少年だった（Asahi Shimbun 11/06/07;11/07/07）。
 
   　「シュート！」という漫画は、1990年代初めに人気を博し、サッカー部の入部希望者が激増した。サッカーのＪリーグ人気が1990年代に高まっていったときにサッカー好きの子どもたちはこの漫画に熱中した。この作品は、高校生が普通にぶつかる問題、たとえば、家族、恋愛などを描き、同時にサッカー選手として成長する姿が感動を呼んだ（Takeuchi et al. 2006a）。1994年に第18回講談社漫画賞に輝いた（Takeuchi et al. 2006 b: 27）。
 
   　将棋は2008年に人気が出た。３作が雑誌に同時に連載され、それぞれの状況と問題をかかえながら将棋の道を目指す主人公を描いた。人気作「ハチミツとクローバー」の作者でもある羽海野チカの「3月のライオン」である。「3月のライオン」は隔週で白泉社の「ヤングアニマル」に連載された。主人公は17歳のプロの将棋の棋士。事故が原因で孤児になった3人の姉妹との関係が描かれている。
 
   　「しおんの王」も将棋漫画である。講談社の月刊誌「アフタヌーン」に掲載され、テレビアニメにもなった。「ハチワンダイバー」は柴田ヨクサルの作品で、集英社の「ヤングジャンプ」に連載された。子どもの頃から著者自身、プロの将棋棋士になりたいと思っていたそうだ。本作もテレビドラマ化された（Asahi Shimbun4/17/08）。
 
   　このように、漫画はスポーツやゲームの人気に大きく貢献し、流行をつくってきた。同様にレディースコミックは女性読者を性的に解放したのだが、この点については第三章で詳しく取り上げたい。
 
    
 
   6. 日本人は漫画熱中症
 
   6.1 漫画は誰でもいつでもどこでも
 
   　漫画に好意的な批評家は、漫画は確かに日本文化だと口をそろえる。漫画はあらゆる人をとりこにしているのが現状だが、この現象は他の国では「考えられない」(Tezuka 1988)と言う。海外からの観光客や日本文化に造詣がある人は、漫画の普及度、文字通り、いたるところで漫画を見かけ、みんなが読んでいることに驚く。漫画は書店、コンビニエンスストア、売店、リサイクルブック店、更にはインターネットや携帯電話でも販売されている。子どもや青年だけでなく、成人した男女が家、学校、職場で、トイレや病院のベッドでも手にとる。電話、地下鉄、医院の待合室、美容院、床屋、レストラン、喫茶店で、更には漫画喫茶に行けば思う存分読める。読む人の教育程度や職業は無関係のようだ。専門職についている人、たとえば、医者、大学教授、歯科医、弁護士、教師も読む。当然、大学生や主婦も巻き込んでいる。
 
   1980年の夏、東京からパリまでの飛行機の中で30代初め、高等教育を受けたと思われる日本人が私の隣に坐った。東京大学卒の官僚だった。驚いたことに、パリまで漫画をひたすら読んでいた。私の友人で医者がいる。彼も子どもの頃から漫画大好き人間だ。「医師、看護師、患者が登場する医療を扱う漫画はすごくテクニカルで勉強になる。漫画から手術のヒントをもらうこともある。漫画にでていた技術の一つを自分の患者に試したら難しいケースだったが、成功したよ」と言った。もちろん、正規の教育を受けて医師になるのだから、漫画だけに頼ることはない。職業、教養の程度に関係なく、漫画は立派な娯楽といえる。
 
   　Schodtによれば、1996年に総理大臣に就任した故橋本龍太郎氏は夫人と「家で静かな夜に」漫画を読んでいたそうだ。故宮沢喜一氏は1995年、発行部数約140万部の週刊漫画雑誌「ビッグコミックスピリッツ」にコラムを連載し、若い読者層にアピールした（Schodt 1996：19）。
 
   　麻生太郎氏も2000年代の初め外務大臣就任の折、配慮に欠ける発言をしたことで有名になったが、大の漫画好きとして知られ、漫画オタクから票を集めた。漫画とアニメ・ファンのメッカ、秋葉原には麻生太郎氏のおみやげ店もできた。
 
   　麻生氏の祖父は1948年から1954年まで首相を務めた故吉田茂氏である。1951年、サンフランシスコ平和条約を締結した。麻生太郎氏は皇族が多数通学する学習院大学の卒業生で専攻は政治学であった。政界に入る前は麻生セメント株式会社に勤務していた。2008年に首相に選出された。１週間に10冊から20冊の漫画雑誌を読まれたようだ。麻生氏の発案で日本人以外の漫画家を対象に国際漫画賞が設けられた。2007年5月、初回は26の国と地域から146件の応募があった。香港のLee Chi Ching、香港のKAI、マレーシアのBEN、オーストラリアのMadeleine Roscaに賞が贈られた（Japan Foundation 2007：38－41；47）。
 
   　日本の漫画の歴史は古く、大衆娯楽として定着している。年齢、性別、社会階級、教育、職業を選ばない。今や世界に誇る文化輸出品の一つと評価されている。漫画は日本社会を理解するカギである。
 
    
 
   6.2 漫画でつながる
 
   　日本人は、完全に漫画中毒と言っていいだろう。ちばてつやの「あしたのジョー」というスポーツ漫画は、1968年から1973年まで週刊「少年マガジン」で連載された。矢吹ジョーというチャンピオンを目指す若きボクサーを主人公とする大ヒット漫画だ。テレビアニメにもなった。連載が始まった1968年の年末には「少年マガジン」の売上は150万ドルに達したとのことだ（Shimizu 1991：190）。
 
   　このストーリー漫画では、力石徹がジョーの生涯のライバルだった。1970年2月15日のジョーとの対戦でＫＯ負けを喫し、直後に死亡する。力石徹は架空の人物だが、熱心なファンは突然の死を惜しんだ。1970年3月24日、「葬儀」に700人以上が講談社の講堂に集まった。特別の実物大のボクシングリングが用意され、僧侶の読経と記念試合が行われ、ミュージカルの上演があった。2000年6月14日の熊本日日新聞の記事「1970年漫画の事件簿ファイル10」によれば、「寺山修司が葬儀を仕切り、雄弁に語った。『力石は死なない。見えないところにいっただけだ』。確かに、我々は敵を失い、あの日以来、闘うことをやめた」。心底「あしたのジョー」の影響を受けた一群は「日本の権力争いに対して独自に戦いを挑み、ジョーの中に闘争心を見ていた（Schilling 1997：26）。
 
   　「あしたのジョー」のファンには、フランスの社会学者、エミール・デュルケームがオーストラリアの原住民アボリジニーを同族と呼んだものに例えられる感覚があるようだ。漫画は熱烈なファンを団結させるものとして機能した。同族とは特別な性質のつながりで結束している集まりを指す（Durkheim1965：122）。彼らの関係は「血縁関係ではなく、この場合、同じ漫画を読んだという一つの事実で結びついている。ジョーと力石は「あしたのジョー」のファンの崇拝すべき象徴であり、漫画によって激しく感情が揺り動かされ、「同族」の精神状態が生まれた。「あしたのジョー」は日本の左翼の学生、デモ、活動家の社会的構造と共通行動の基盤をつくった（Kumamoto Nichinichi Shimbun 6/14/00, Schodt 1988: 84－85）。
 
   　「ベルサイユのばら」という漫画の例もある。1972年、「週刊マーガレット」に連載が始まり、1,700ページに及ぶ。池田理代子による大作で、18世紀のフランス王妃マリー・アントワネット（1755~1793）をめぐる作品である。夫は国王ルイ16世（1754~1793）、スウェーデン人の恋人がハンス・アクセル・フォン・フェルゼン伯爵。フランスの貴族も登場し、1789年のフランス革命までの時代を追った。主人公はオスカル・フランソワ・ド・ジャルジェ。王室とマリー・アントワネットを守る近衛兵、架空の人物である。父親のレニエ・ド・ジャルジェ将軍には家督を相続すべき息子がいなかったため、オスカルは実際は女だが、息子として育てられた。
 
   　オスカルは男装の麗人として、フランス革命の理想を体現し、自由、平等、愛に溢れていた。テーマは、オスカルのアントワネットへの献身、アンドレへの友情と愛であり、無情の歴史のうねりが読者の心をわしづかみにした。アンドレは、オスカルの幼馴染であると同時に部下である。その後、恋心を感じる人に変わる。物語は歴史、ロマンス、ベストセラー文学のすべての要素が融合していた。「ロマンスが究極のものとして描かれ、運命の定め、絢爛豪華な衣装に身を包んだ魅力的なヒーローとヒロイン」で彩られた（Schilling 2000：207）。
 
   　ルイ16世とマリー・アントワネットのセリフの多くは、史実に極めて正確に引用された。「ベルサイユのばら」は、「歴史ロマンス」のカテゴリーに入れるべき作品かもしれない。一時期、少女漫画の読者は歴史物語には興味を持たないと言われたことがあるが、池田のこの傑作が覆した（Yonezawa 2007：234）。1970年代の初めに連載が始まったときは「学生暴動、女性解放、中性的な魅力の人気スター」が世の中をにぎわしていた時期で、理想的な男性的女性のヒーローを象徴するオスカルは、「当時の風潮と共鳴」した（Schilling 2000：206）。
 
   　「ベルサイユのばら」は、単行本11巻にまとめられた。宝塚歌劇になり、1974年から1980年、1989年から1991年まで上演された。「宝塚でもっとも上演回数が多い人気作品」となり（Schilling 2000: 251）、ファンを楽しませた。少女だけでなく大人も魅了した。レコード、写真集、ポスター、キャラクターグッズが漫画版、宝塚歌劇版の両方で商品化された。「レディ・オスカル」というタイトルで実写映画にもなった。撮影はフランスのベルサイユで行われ、現地の俳優が演じた。テレビシリーズのアニメ版も制作された（Gravett 2004 ; Schilling 2000; Schodt 1988）。
 
   　池田の漫画は「ベルばらブーム」と称され、一世を風靡し、「ベルばら」で通るようになった（Shimizu 1991）。ブームは1975年に始まり、幅広い年齢層の女性から支持された。世代を超えて女性たちがそろって漫画を読み、宝塚劇場に出かけ、ミュージカルのレコードを買った。宝塚のいろんな組によって違うバージョンが上演され、テレビ放送され、ますますファンを増やした。マスコミや男性も注目した。作品には正確で細かい史実が多く含まれていたため、「教師は補助教材に選定したり、学校図書館に置くところが出てきた」（Schilling 2000: 207）。大学のフランス語とフランス文学の人気が急上昇し、フランスが海外旅行の行き先の一位に踊り出た（Schilling 2000）。景気にも大きく影響した。2006年、宝塚は「ベルサイユのばら」を再演した。
 
   　漫画は個人の楽しみだが、何百万人もの人が同じ漫画を読むという現象は単独の行為というより、集合的、共同的、社会的行為である。漫画は共通の結束を確認させ、ファンの絆を強める。この意味で、デュルケームの定義によると、漫画はほとんど「日本の宗教」の如く機能している。「人をまとめ」、「お互いを親しい関係にさせ」、「同じ精神状態に」させる（Durkheim 1965：447）。言い換えれば、漫画は社会をまとめる要因だ。同じ作品を読んだ人は、読解、納得、感心、感動を通し、人生への理解を深める。同じ主人公に関心を持ち、漫画の主人公の体験を読みとる。漫画が喚起する感情は宗教の集団儀式での感覚に例えられるかもしれない。信者が一堂に会し、聖典を読み、斉唱し、祈祷する。人が集まり同じことを一緒に行うことから心霊的な白熱状態が生まれる（Durkheim 1965）。
 
    
 
   6.3漫画と政治イデオロギー
 
   　漫画の傑作は団結力を高めるようだ。1960年代は政治的に不安定の時代だった。日米安全保障条約締結の1960年当時、社会には不安感が蔓延していた。大学生や急進派はデモを組織し、東京の街中で暴動が起き、毎日報道がなされた。学生は、「政府に圧力をかけ、効果的に停滞させた。反対派は1960年6月に何十万人規模に膨らみ、アイゼンハワー大統領（1890~1969）は来日をキャンセルしなければならなかった」（Reischauer 1990：243）。
 
   　白土三平の「忍者武芸帳」は17巻におよぶ劇画で、1959年から1962年まで連載された。この作品は、日本の戦国時代の封建制の社会問題を扱い、社会階層、弾圧、階級闘争、忍者、農民一揆などを描く。歴史小説の観を呈し、社会の現実と歴史の物質主義が表現されている。Gravettによれば、「時代劇の劇画を創る人は学校では教えてくれない歴史のエピソードを掘り起し、現代の関心事との相似点を浮かび上がらせるのにたけている」。日本は社会変化という点から見ると保守的な国であるが、「漫画が真実を照らし、独自で大胆な視点を提供する手段になっている」（2004：41）。
 
   　「忍者武芸帳」の主人公は、特別な訓練を受けた影丸というスパイで殺し屋の忍者である。お上に反抗する農民一揆を組織する。1960年代の左翼の学生にとって影丸は反抗と社会運動、暴動、告発、社会組織の変革を求める戦士だった。言いかえれば、影丸は普通の人が感じる社会的圧力の実態の説明と解釈を示してくれる存在だった。漠然と世の中が間違っていると感じていた人々にとっては理想の姿だった。
 
   　白土の漫画は高校生、大学生に人気が広がっただけでなく、大人やインテリ層の間でも評判になった。作品の内容が当時の状況と酷似し、特に日米安全保障条約の締結反対の闘争が功をなしていないという不満感が人々の間にあった（Shimizu 1991）。
 
   　偉大な社会思想家で闘争論の提唱者、社会学の一派に影響を与えたカール・マルクスが今生きていたら、この漫画の意義を大いに認めたのではないだろうか。漫画は「人の気持ちを鎮静化するもの」かもしれないが、社会変化の促進剤にもなる。カール・マルクスの論点の核心である。
 
   　カール・マルクスは、社会変革には団結が必要だと言う。一つの階級に所属するだけでは十分ではない。階級は経済的地位、人種、性別などといった属性で特徴づけられるが、階級に属する人は社会意識を持たなければならない。どの階級でも被抑圧者は、目的をもった階級でなければならない。すなわち、自分の階級や自分の居場所を認識し、社会正義と社会変革を求めて団結し、真の階級意識を抱いて闘わなければならない。そうでなければ真の意味で階級所属意識があるとは言えない。それを自覚する人が増えれば、その階級に属する人のパワーは増加すると言う。
 
   　このような意味から、デモを行った学生は「自覚した一階級であり、歴史を作る一団」と言える。彼らは「対抗する階層に関心があることが共通項だと自覚」していた（Coser 1977:49, Coser and Rosenberg 1982：299）。「忍者武芸帳」は中学生、高校生が社会のあり方を視覚化でき、理解しやすい形で階級闘争と抑圧を描いた作品だった。
 
   　前述したように、漫画は新しいトレンドをつくり、人の見方と意識を変える。考え方、価値、信念をある程度、変え、宗教に似たような行動をとらせる一因になる。エミール・デュルケームによれば、地域社会をまとめる力としての宗教的機能が、1960年代の初期の「忍者武芸帳」や1960年代の終わりの「あしたのジョー」の愛読者の行動の中に見られる。「あしたのジョー」は、ベトナム戦争の反対や当時の日本政府の米国支持に反対するデモの連帯意識と共通行動をもたらした（Gravett 2004：5）。
 
   　漫画は実に政治的意味をはらみ、世論を左右する影響力がある。2005年、韓国と中国を題材にした物議をかもした２つの漫画がある。韓国について描いた作品は、山野車輪の「マンガ嫌韓流」。台湾国籍の黄文雄が監修し、ジョージ秋山が描いた漫画は、「マンガ中国入門」である。
 
   　この問題作２冊はベストセラーになった。主な論点は、韓国と中国は日本の侵攻、暴力、帝国主義を決して忘れていないという点である。漫画によれば、韓国人、中国人は依然、日本に怨恨を抱く。こうした感情が現在と未来に良好な関係を築く障害になっている。著者は韓国と中国は過去を離れ、先に進むべきだと主張する。恨みを抱き続けることを辛辣に批判し、現代の韓国と中国の文化の「問題となっている」側面がそこにあるとし、痛みをもって漫画に表現した。ベストセラーになったのは日本人の間に大きな興味を持たせる要因があったからである。南京大虐殺、植民地化、慰安婦問題など、議論の的になる題材が入っている（Ito & Musgrove 2007; 2008）。
 
    
 
   6.4漫画喫茶
 
   　最新の漫画の単行本や週刊誌は、買わなくても書店、コンビニ、売店で立ち読みできる（Gravett 2004）。漫画喫茶に行く手もある。漫画喫茶は、1990年代から巷にでき始め、1974年の初めに名古屋に開店したのが最初だと言われる。漫画喫茶は、喫茶店の一種だが、お客が店内で読めるように漫画が取り揃えられている。1990年代の終わりに大都市で増えた業種で、幅広いジャンルの雑誌、単行本が本棚に並び、時間単位で静かな空間で読める。東京だけで1999年には300軒くらいあり、その後、徐々にカラオケボックスという別の大衆娯楽の人気に代わって伸びていった（Ito 2000）。
 
   　1999年から漫画喫茶が増えるにつれサービスの内容は充実していった。多目的に利用できる場所になり、ビデオゲームや映画鑑賞もできる。2002年には2,000店を超えた。漫画喫茶業界で競争は熾烈だが、いったん初期投資をすれば運営費は比較的低く抑えられる。最近では、日本式の漫画喫茶は国外にも出店され、ニューヨークやシドニーにもある。
 
   　店の型としては喫茶店型、図書館型と２つある。客は飲み物と食べ物を店内で注文すれば一定の時間、備えてある漫画は無料で読める。普通、60分から90分くらいは問題ないが、それ以上の長居は、追加注文をするか料金を払わなければならない。図書館タイプの漫画喫茶は1997年に現れ始めた方式で、時間単位で料金が請求される。飲食は持ち込みでき、店内の自動販売機でも買える。大型の漫画喫茶の場合、25,000冊から40,000冊の蔵書がある。旧作から最新作まで圧巻の充実ぶりだ。過去に発表された作品を探すのが最近では簡単になった。読者は好きな作家の以前の作品を読んでみたいと思う。
 
   　ハイテクで多機能の機器を備えた漫画喫茶が最近では人気がある。テレビ、コンピューター、ソニーのプレイステーション３やX-Boxのコンソールつきのビデオゲーム、ＤＶＤ（洋画、邦画、アニメ、アダルト）、高速インターネットサービス、音楽ＣＤ、マッサージチェア、それに加えて何万冊もの漫画、雑誌、新聞、写真集。携帯電話の充電やＥメールのチェック、ラップトップ・コンピューターで仕事もできる。人気メニューのビーフカレー、ハッシュドビーフ、ハンバーガー、ラーメン、ポテトフライ、ポテトチップ、ジュース、コーヒー、紅茶とそろっている。夜通し営業のため、終電を逃した人は宿泊に利用できる。そうしたお客のためにシャワー、カミソリ、タオル、歯ブラシ、歯磨きが常備され、別料金で下着の販売もある。最近、ホームレスが夜間に利用し始めた（Asahi Shimbun 3/27/98, Gravett 2004; Men’s Walker 10/12/99; www.tjf.or.jp/eng/ge27mangakissa.htm　6/5/05）。マイナス要因としては、漫画喫茶が漫画の売上減少につながっていることだろう。
 
    
 
   6.5何百万部もの売上
 
   　日本の出版業界の統計を報告する「出版指標年報（2005）」によれば、2004年までにストーリー漫画の中には1億冊以上売れているものがある。鳥山明の「ドラゴンボール」は1億2千万部、尾田栄一郎の「ワンピース」は1億1千万部以上売れた。「こちら葛飾区亀有公園前派出所」は、東京の警察を舞台にした週刊誌の連載漫画で、単行本142巻にまとまり、1977年から2004年までで1億3千万部が売れた。「ゴルゴ13」はゴルゴという雇われ殺し屋が主人公の連載漫画で、1968年10月に始まり、今も「ビッグコミック」に掲載中。単行本135巻、販売累計1億部以上をあげている（2005：239）。
 
   　ここで明確なことは、日本では子ども、若者、大人も含めた全ての人が、世界で類を見ないほど漫画好きという点である。海外からの観光客にとっては、老若を問わずあらゆるところで漫画を読んでいる光景に興味を示している。
 
    
 
   6.6愉快な国民性と語りの伝統
 
   　西洋人が一般的に思っていることとは裏腹に、日本人は非常に冗談や滑稽な話が好きな愉快な人々である。言葉を使った娯楽の伝統を重んじ、落語や漫才も人気である。ごろ合わせやだじゃれも大好きだ。真面目で高尚な能楽もそうである。ピン芸も好かれる。世界にいきわたっているイメージと言えば、真面目、勤勉、我慢強い、意思が固い、成功志向、また、内気、臆病、頑固、事なかれ主義とも言われる。エコノミックアニマル、尊大、冷徹、計算高い、セックス好き、ずるがしこい、非友好的だという見方もあるが、過去の否定的な記憶や最近の熾烈な経済競争のせいだろう。前向き、後ろ向きの両方のイメージがあるが、一般的にお決まりの多くの固定概念がそうであるように間違っている。いったん外国人に対して表向きの仮面をとれば、日本人はユーモアがあり、機知に富み、面白い人たちなのである。
 
   　漫画は物語を転がし、人間の奥深さを表わす。漫画が愛されるのは単純に楽しく、気のきいたセリフで気分一新できるからである。
 
    
 
   7.まとめと結論
 
   　日本という国は、高い識字率、競争の厳しい教育、最新技術を利用した研究開発を誇る極東の島国である。研究開発は、発明や技術の市場化と商品化を可能にする。日本は豊かで、発展し、経済力があることから世界中から尊敬され、特に開発途上国から羨望の目が向けられる。ではなぜ、ほとんどの国では子ども向けの低俗なアートの形である漫画が日本においてあらゆる年齢層から愛されるのか。
 
   　漫画はまさに普通の人の楽しみである。書店、売店、漫画喫茶、博物館、公立図書館などにふんだんに揃い、簡単に手にできる。漫画には映画、テレビ、演劇などのような膨大な制作費は要らない。漫画家には物語の創作能力と作画の技量が要るが、後は消耗品の紙、インク、修正液、定規など。漫画を描きたい人なら誰でも簡単に買えるのである（Ishinomori 1998）。
 
   　漫画は、他のレジャーに比べてはるかにお金がかからない。ゴルフはアメリカの国土のわずか25分の1の広さしかない日本では贅沢なスポーツだ。富裕層か中上流の人しか楽しむ余裕がない。漫画はカントリークラブの会費とは桁違いに廉価だ。テニス、水泳、スキューバダイビングはゴルフより手頃だが、特別なウェアが要る。ギャンブルは日本では合法だが、競馬、競輪、競艇では大金を失うことがある。どれと比較しても、漫画は安くて安全である。
 
   　漫画は場所と時間を選ばない。予約や予定が要らない。電気代はかからず、高価な電気機器は必要ない。漫画は一人で楽しめ、相手が要らない。ビジネスマンは仕事中に一息ついたとき、お昼休みにレストランで、主婦はお茶の時間、洗濯機を回す間、医者や看護師は夜勤の待機中や時間に余裕があるときに手にとれる。漫画はストレスを抱えた企業戦士にとって一瞬の癒しである。笑って気分爽快、人間らしさが戻る。
 
   　インターネットと携帯電話技術により、漫画はオンラインで買えるようになった。eBookJapanという会社は少年漫画、少女漫画、成人漫画、レディースコミック、更にはハーレクイン・ロマンス小説を原作としたものまで、いろいろなジャンルの漫画を提供する。同社のウェブサイトには内容別に作品が一覧になっている。SF、アクション、ファンタジー、ラブコメ、ミステリー、ホラー、義理人情、実用漫画、エッセイ漫画等から選ぶ。キーワード検索もできる。スポーツ、学校、職業、戦争、ギャンブル、自然、歴史、動物、料理、韓国漫画、といった具合だ。eBookJapanのウェブサイトでは、著者、タイトル、カテゴリーで検索できる。電子書籍のダウンロード版の用意は2009年2月には26,000タイトルを越えた（www.eBookJapan.jp 2/3/09）。
 
   　漫画は携帯電話でも読め、コミックシーモアという会社は日本国内最大の漫画在庫を誇る。あらゆるベストセラー漫画が見やすい画像で提供され、携帯の小さな画面でも十分読める（http//m.cmoa.jp）。
 
   　多くの古典と呼ばれる漫画は収集する価値がある。月刊または週刊で連載された人気シリーズはコンパクトなサイズで「コミック」として文庫化される。「コミック」の方が上質な紙が使われ、きれいな装丁で箱入りもある。読んだ後にすぐに処分されやすい週刊誌や月刊誌にはキメの粗い、あまり質がよくない紙が使われる。世代を超えて愛読される昔の作品も単行本化されている。リサイクル本専門の本屋やインターネットでは売買やオークションが普通に行われている（Schodt 1988; Shimizu 1991; Takeuchi et al. 2006a）。
 
   　漫画は現代ではもはや低俗なアートだとは見なされていない。子どもは大きくなったら漫画家になりたい、お金持ちになりたいと夢を膨らませる。漫画家の社会的地位と名誉は認められるようになり、1990年から文化庁は毎年マンガ大賞を贈っている。
 
   　今や日本の漫画文化は世界に広がった。近年ではアメリカの大衆文化の一部にもなった。とはいえ、日本の漫画を愛読するアメリカの少年少女が日本人のように数十年先も読んでいるかどうかは疑問である。日本で人気がある性と暴力を扱う漫画がアメリカ人に受け入れられるのか。そのような素材はこの先、政治議論に発展する可能性が少々あるかもしれない。
 
    
 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 
   ＊本章の一部はInternational Journal of Comic Art, Japan Studies Review, Japanese Visual Cultureに掲載。
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
   第一章
 
   日本のレディースコミックの概略
 
    
 
   1.はじめに
 
   　本章では、レディースコミックが生まれた経緯を簡潔に説明したい。どのように発展し、いかに少女漫画から派生したのか。そもそもレディースコミックは、1980年代に現代の日本の漫画の新しいジャンルとしてどのように登場したのか。本章ではまた平安時代の女性文学と第二次世界大戦以前の婦人向けの人気雑誌についても触れたい。女性文学は、古の昔に開花した。歴史的にとらえることで当時の女性の社会的地位、性による役割分担、セクシュアリティ、心理について洞察し、当時の結婚と家族制度を今日のそれと比較してみたい。こうした要素はすべて現代のレディースコミックにつながっているように思える。
 
   　レディースコミック誌の定義はいろいろある。しかし、基本的に「女性漫画専門誌」（Takeuchi et al. 2006a)という認識が一般的である。Saotomeは「レディースコミックの秘密」で、レディースコミックは成人女性のための漫画と定義し、「主人公は大学生より年齢が上」であり、漫画雑誌や単行本は「表紙の表と裏表紙に成人向きの目印」があると言う（1993：17）。
 
   　レディースコミックは出始めの頃、紙に描いたポルノだと誤解されたが、それは愛と性が自由に描かれていたからである。しかし、すべてのレディースコミックがアダルト向けの内容ではなく、愛とロマンス、ドラマ、ミステリー、家族関係、ドキュメンタリー、エロスなどカテゴリーは様々である（Ito 2002; 2003）。
 
   　レディースコミックは1980年代に少女漫画とは一線を画す形で現れた。しかし、少女漫画の特徴と性質を継承していて、主人公の人物設定や愛とロマンスの観念などは同じである。女性心理、個人的な問題、人間的成長、セックス、ジェンダーをテーマとする。最初に少女漫画の歴史、続いてレディースコミック出現の経緯を紹介したい。女性向けの漫画が年齢に関係なく愛されている理由は何か、そのテーマや内容についても触れたい。少女漫画とレディースコミックは両方ともなぜ女性、そして男性（ゲイの人も含め）まで魅了するのだろうか。漫画が読者の性別に関係なく楽しまれているのは日本独特の現象である。Paul Gravettは簡潔に次のように言う。「女性が漫画という最高に強力なフォーラムを作っているのは日本だけである」（2004: 74）。
 
    
 
   2.平安時代の女性文学
 
   　ほとんどすべてのレディースコミックは女性漫画家が描いている。ストーリーは女性の特殊な世界を表している。日本人女性は昔から女性の体験談を読むことを好んできた。女性文学の伝統は9世紀、10世紀まで遡る。その当時に書き言葉の日本語が発展したと言われる。それまでは、8世紀の万葉集に見られるように日本人は中国の文字を使い日本語を表記していた。万葉集は20巻から成り、日本最古の名詩選集とされ、あらゆる年齢層の詩人が謳った4,500首以上の歌から成る（Shinmura 1991：2438）。712年に献上された「古事記」と720年に完成された「日本書記」には中国の文字が使われた。どちらも日本で公けに認められている歴史書である（Reischauer 1990；Shirane 2007）。
 
   　日本語のひらがなとカタカナは、中国語を音声表記した記号を省略した形で発展させた文字である。どちらの仮名も音を表す。これらの仮名を使うと日本語を書くことが容易になり、効率が上がった。一つの仮名に、一つの発音があてがわれたからだった。
 
   　しかし、この時代には、中国語の言葉と文字の借用は続いた。日本語には同音異義語が多く、中国文字で同じ発音をする言葉を区別するためである。冠詞と文末は仮名で表記された。仮名により日本文学に革命がもたらされたのだった。
 
   　10世紀に入ると仮名は急速に普及したが、女文字だと世間からは見なされていた。男性の官僚、役人、学者、歴史家は、高等教育を受けていたため幅広い中国語の知識があったが、不完全な中国語で文書が記される傾向があった。宮中の女性たちは詩（愛の歌）、随筆、小説、回想記、日記、創作話、旅行記を優れた日本語で綴り始めた。そうした女性たちの多くは仮名と中国語のバイリンガルであり、中国の詩にもよく通じていた。多くの男性もまた詩と物語を仮名で書いていたこともここで特記しなければならない。10世紀末から11世紀初頭にかけて、散文が盛んに著されるようになった（Reischauer 1990；Shirane 2007; Yasuda 1989）。Schirokauerは次のように言う。「ほとんどの平安時代の作家は宮中の女性だった。高貴な彼女たちの女性としての人生の見方は東アジア、そしておそらく全世界の歴史から見てもユニークである」(1989：163）。
 
   　藤原道綱の母は10世紀の終わりに「蜻蛉日記」を著した。この書は自分の結婚の崩壊を写実的かつ詳細に記したものである。Shiraneは次のように言う。本作品は「女性によって書かれた最初の注目すべき日記文学である」（2007：116）。内容は954年から始まった21年間の藤原兼家との結婚生活の記述である。後妻として嫁いだ彼女には、道綱という名の息子一人が授かった。回想録は3冊にまとまり、中心主題は宮中の暮らしと結婚であった。嫉妬、恨み、一夫多妻制での心の葛藤が記されている。結婚は、当時の貴族の結婚の形と同じく、夫と妻が離れて暮らす別居結婚だった。夫は別宅の妻の元を訪れた。浮気性の夫が当時では普通だった。藤原道綱の母は、不幸な結婚生活ではあったが、芸術を愛でる心と母性の目覚めを日記にしたためた（Shinmura 1991）。それは「自己表現と心理的冒険の新しい形式であり、それが仮名による散文の可能性を広げ、源氏物語などの後に続く女性文学に影響を及ぼした（Shirane 2007：223）。書き記した当人の気持ちは真剣で、強烈で、純粋だった。真摯に心の内側を見つめ、人生を見た通りに著した（Nakamura & Iwakabe 2007）。
 
   　「落窪物語」は4巻からなり、10世紀の終わりに書かれた作品と言われる。著者は不明。ハッピーエンドで終わるプリンセスの話である。主人公は継子で、いじめられて惨めな日々を送っていたが、侍女のおかげで道頼という名前の貴族に救われる。その貴族と結婚し、幸せに暮らすという話である（Nakamura & Iwakabe 2007; Shinmura 1991）。
 
   　紫式部は聡明な宮使えの女性であり、作家で歌人。11世紀初頭のフィクションの傑作、「源氏物語」の作者である。宮中の一番の権力者、藤原道長が最も栄えていた時代の話である。紫式部は後に一条天皇と結婚することになる藤原の娘に仕えた。
 
   　「源氏物語」は54帖から成り、世界で最初に女性によって書かれた傑作として評価されている。作品は「執筆当時から現在に至るまで、比類ないほどの人気を博した」（Hirota　1997：29)。400人以上の人物が登場し、70年の年月を追う。本作は、フィクション、抒情性、現実主義、内省、更には、流れ、洗練さ、上品な語りの手法といった要素で現代の作家に刺激を与えた。想像上の源氏という名前のプリンスを主人公とし、彼の悲劇、ロマンス、情事、冒険、追放、異性関係、苦悩、葛藤、対立、成長の物語である。源氏のことだけではなく、彼がつきあった女性のこと、彼女たちとの関係、感情、心模様を絢爛豪華な宮中の暮らしの中に書き、貴族の趣向、音楽、ファッション、舞踊、芸事の才能についても触れた（Nakamura & Iwakabe 2007）。
 
   　源氏は光り輝き、高貴な美男子だったことから光源氏と呼ばれた。弁舌さわやか、魅力と色気に溢れていた。源氏の美しさは「この世のものとは思えない」ほどだった。母君であった桐壺更衣は源氏が幼少の頃、他界した。その後、宮中で誰もが実母に似ていると噂された父親の若い後妻の藤壺を慕うようになる。源氏と藤壺は、数歳違いであった。後に彼らは秘密の関係を持った。藤壺は身ごもり、その子は、帝の位に就く運命にあった。誰もが藤壺の子は帝の子だと思ったが、源氏と藤壺は違うのではないかと疑った。
 
   　源氏は藤壺を愛していたが、藤壺は父親の後妻であり、禁断の愛だった。宮中の掟により、源氏は宮廷に仕える権力者の貴族の娘、葵と結婚しなければならなかったが、源氏の暮らしに変化は起きなかった。通婚のしきたりにより、源氏は宮中に、妻は父親の家に別々に住んだ。源氏は、時折妻のところを訪ればよかったのである。
 
   　実母と義理の母への抑圧された源氏の愛は、藤壺の姪である紫に特別な感情を抱かせることとなる。紫は藤壺の面影が残る幼い少女だった。源氏は、10歳になる紫を宮殿に召し、藤壺に似た女性になるように育てる。年頃の女性に成長した紫と源氏は結婚する。源氏は紫を心から愛した。紫がこの世を去ったとき、源氏は絶望の淵に落ちた。人生はかくも無情だった（Nakamura & Iwakabe 2007）。
 
   　源氏の愛は、心理学者フロイトが唱えたエディプス･コンプレックスから派生するもののようである。つまり、異性の親に対して、子どもが無意識に抱く性的な願望である（Eshleman & Bulcroft 2006）。興味深いことに、紫式部は「源氏物語」をフロイトが精神分析理論を著す数世紀前に書いている。
 
   　全編を通して源氏は、妻以外の女性複数と冒険的情事に関わった。自分のセクシュアリティを開拓し、そのために世間からプレイボーイ、享楽主義者だと噂される。しかし、「源氏物語」は愛、ロマンス、冒険、セックスの物語を超越した作品である。「人間関係の弱さ、愛における永遠の幸福の不可能性、避けられない運命の報い、悲しみの中の絶対に大切なもの、他者への繊細な気遣いに心が動かされるのである（McCullough 1990：9）。
 
   　平安時代には、他にも多くの女性が傑作を発表した。文学の形で日々の生活、経験、旅、喜び、寂しさ、貴族社会などを記した。心の奥を覗き、感情、経験を客観的に見つめた。
 
   　情事は、平安文学の大きなテーマだった。結婚は、社会的義務と宮中での政治的かけひきで決まるのが普通だった。夫婦の愛やロマンスは題材にならなかった。貴族の女性の結婚は、質屋の担保のように扱われたため、家父長制が支配した宮中で、試練を耐えることはあたり前とされた。高貴な位にある人は複数の夫人や愛人を擁すのが普通だった。逆に、女性も一つだけの関係に縛られなかった（Schirokauer 1989）。たとえば、和泉式部は、紫式部と同時代を生きた女性だが、数回結婚をした情熱的な歌人であり、愛人もいたという。和泉式部は「和泉式部日記」で、1003年から1004年の間にあった皇子との情事を記した。彼女は、宮中では最高の愛とロマンスの詩人として有名だった（Shinmura 1991：136）。
 
   　清少納言は、清原元輔という中流の貴族の家に生まれた。彼女も紫式部と同じく、宮廷の侍女であり、類まれな文才に恵まれた。11世紀初めに著したのが随筆の傑作「枕草子」である。300の独立した話から成り、それぞれ「テーマにあてはまるものの列挙、随筆、日記」に分類されるが、いくつかは複数のカテゴリーに属する（Shirane 2007：248）。扱った題材は季節の移り変わり、宮中の飾り物、清少納言自らの日常である。優れた、鋭い観察力が伺われる機知に富んだ文章である。「枕草子」と「源氏物語」は平安時代を代表する二大傑作とされる（Shinmura 1991：2401‐2402）。
 
   　「源氏物語」は、平安時代以降、源氏物語絵巻などのいろいろな形に創り変えられた。「源氏物語」の特に印象的なシーンのイラストに原作の文章の一部が毛筆で添えられ、脚色されている。現存しているものでは、宮中の画家によって12世紀初めに描かれた絵巻が有名である。東京の五島美術館と名古屋の徳川美術館には所蔵品が展示され（Shinmura 1991：828）、国宝に指定されている（Reischauer 1990；Schirokauer 1989; Yasuda 1989）。日本人は、物語を目で楽しむ芸術を愛し、大切にしてきた。これと同様に漫画も文字と絵で人を喜ばせるものである。
 
   　「とはずがたり」は女房二条の回想録で、1271年から1306年までを語る作品である。二条は平安時代の女流作家の後に続く中世の女流作家であり、「主要な古典女流作家の最後に位置する」（McCullough 1990：18）。人生の36年間を振り返り、「性的出会い、恋愛の三角関係、不倫、妊娠」を綴った（前出文献）。彼女の率直さは、日本文学においては前例を見ないものだった。
 
   　平安文学と現代のレディースコミックのテーマには相似点が多い。日々の生活、愛を感じる出会い、内なる心の世界の表現が似ている。平安時代の古典に登場する男性の「美しさと上品さ、才能と感受性、人への思いやり」（Schirokauer 1989：167）などの特徴は、現代のレディースコミック、特に初期のレディースコミックの男性に求められていたものと同じである。白馬の王子様は「不可欠」なのだ。宮中の女性たちが小説、日記、随筆を綴ったときも欠かせない要素だった。女性たちは祝いごと、女の戦い、家族の争い、別れ、悲しみなどを文章にした。愛、ロマンス、セックス、心理的苦悩、人間関係のトラブル、人としての成長などは、現代のレディースコミックの内容と同じだ。告白し、心の内を見て反省することは、レディースコミックの非常に重要な部分なのである。
 
    
 
   3.少女と大人の女性のための初期の人気雑誌
 
   　平安時代は、貴族が京の都の上品な文化を支配し、宮中の女性文学が花開いた時期だった。女性作家は、自由に自分の経験、考え、感情を小説、日記、随筆、詩の形にした。多くの傑作文学作品が日本の女性によって創り出され、この点は歴史上、世界の女性たちと比べて極めて稀で際立っている。
 
   　平安に続く世では地方の統制が徐々に緩み、地方武士が経済と政治の力を獲得し始めた。鎌倉時代は、封建制度と侍階級による統治の始まりで、1867年まで続く。文学の伝統的形式は、継続されるが勢いは衰え、大衆的な作品が現れた。軍記物と呼ばれる戦いを記す作品に人気が出たり、連歌と呼ばれる複数の人が連作する歌が大流行した。15世紀になると、各地で戦いが頻発し、宮中の貴族には苦難の時代になった。女性は薄暗い家の隅に追いやられ、男性の文学者は僧侶になり、争いに加わる代わりに、散文や詩を作ることにいそしんだ。
 
   　封建制度にあった日本は、男性によって支配された社会であり、儒教により女性には劣った役割と服従の義務が強いられ、従属的地位にあった。男性は、物質的生産だけでなく精神的生産に関して権力を握った。武士の価値観、信念、教訓が社会を支配し、不幸にも女性文学は消滅していった（McColluough 1990; Reischauer 1990）。
 
   　封建社会から現代国家への移行は、将軍徳川慶喜が天皇に権力を戻した1867年の明治維新から始まった。政治、経済、教育、宗教、産業化、インフラ、髪型まで、西洋化が生活のあらゆる面に進んだ。日本は、1905年日露戦争に勝利し、世界の大国になった（Reischauer 1990）。
 
   　20世紀の初め、初期の形のジャーナリズムが確立された。多くの婦人雑誌が次から次に創刊された。1901年の「をんな」、1902年の「婦女界」、1903年の「婦人之友」、1905年の「女子文壇」、1906年の「婦人世界」、1907年の「婦人公論」である。識字率は非常に高かった。明治時代の終わりまでに、高等教育を受けた女子学生の数は7万人を超えた。それでも女性はまだ良妻賢母になることが期待され、それが政府のプロパガンダの一部だった。自然資源に恵まれない新興の現代国家には、女性が次の日本を背負う、国の未来である子どもを適切に育てる必要があるとされたからであった。人気のある婦人雑誌はこのプロパガンダを反映させた。料理、子育て、家計、姑との付き合い方、その他、個人的問題や出来事などが取り上げられた（Miyagi 1984）。こうしたトピックは、100年後に世の中に登場したレディースコミックでも中心を占める（Ito 2002; 2003）。
 
   　少女向けの雑誌も、明治時代に創刊された。「少女界」という最初の少女雑誌は金港堂書籍から1883年に発行された。博文館の「少女世界」は1907年、実業之日本社は「少女の友」を1909年に創刊した。少女雑誌は、人々の暮らしが豊かになった大正時代に大きく発展した。人間的、審美的でプロレタリアートの文学が生まれ、新しい文化と人生哲学も芽生えた。後で人気が出る少女雑誌も創刊され、この時代は、大正モダニズムと呼ばれ、高等教育が一般的になり、文字が読める層が出現した。
 
   　都市化が進み、生活様式が基本的に変化し、教育を受けたサラリーマンという新しい階級が台頭した。「モガ」はモダンガール、「モボ」はモダンボーイを意味する造語で、日本の伝統の和服と下駄ではなく、西洋の衣服、靴、帽子を身につけた。
 
   　西洋音楽、スポーツ、映画、ファッション、化粧品に人々の意識が向けられた。政治への関心と自由化の気運が高まり、この時代は大正デモクラシーと呼ばれる（Reischauer1990）。この時期の女性による社会運動は、活発な若い同性の関心を惹き、雑誌の内容はそうした彼女たちの意識を反映した。アールヌーボーやアールデコの影響を受けたアーティストによるエレガントで芸術的な絵や少女向け現代小説などが掲載された。特集として、映画、世評、バレエなどの記事も組まれた。雑誌は贅沢で流行の先端を行く生活様式を夢見る読者に狙いを定めた（Yonezawa 2007）。
 
   　当時のいわゆる新しい女性と呼ばれるグループは1911年9月に「青鞜（せいとう）」という新しい文芸誌を創刊した。「文章を書くときと同じくらい自由な発想の生活スタイル」を生み出した女性の手によって執筆、編集、制作までなされた。当時としては、斬新な雑誌だった（Bardsley 2007：3）。青鞜の編集長は平塚らいてう（春子）であった。平塚定二郎と光沢（つや）との間に1886年、東京に生まれた。父親は政府の高級官吏でドイツ語とドイツ文学の学者でもあった。母親は中国医学の医師の娘で、伝統芸術を学び、音楽に優れていた。らいてうは、姉や家族からおてんば娘だと言われていた。女らしい立居振る舞いが強要されることに反発心があったようである。日本女子大学を卒業し、閨秀文学界を通じて既婚者である森田草平と出会う。
 
   1908年にらいてうは、森田草平と塩原で心中自殺を図る。この事件と彼との関係は、1909年、東京朝日新聞に載った森田の連載小説「煤煙」で世間の知るところとなった。らいてうにはレズビアンの噂もあった。尾竹一枝という「青鞜」のメンバーと関係があるというものだった。1912年の夏、風評がたつ中、平塚は5歳年下の奥村博史と恋に落ちる。二人はその後、同棲する。奥村は若いツバメと言われた。平塚との関係に反対する奥村の友人の一人が書いた童話の中で奥村はツバメと呼ばれた。現在でも女性にとって「若い男性の愛人」を意味する言葉として使われる。彼らの愛の暮らしは今ならゴシップ雑誌の見出しになるだろう。
 
   平塚と雑誌「青踏」は、1975年から1977年、週刊少女フレンドに連載された人気漫画「はいからさんが通る」に描かれている（Schodt 1988）。主人公花村紅尾と両親が選んだいいなずけとの物語である。大正末の紅尾の生活、愛、仕事がテーマになっている。愛と人間的成長は、少女漫画の永遠の主題である（Takeuchi et al. 2006a）。物語、随筆、詩や意見を「青踏」に載せる作家は才能に溢れていた。彼女たちの配偶者も同じく才人だった。全部で12人くらいの作家の中で、与謝野晶子は人気のある情熱的な詩人である。夫は詩人の与謝野鉄幹。岡本かの子は、小説家で詩人。夫の岡本一平は初期の現代漫画の漫画家である。かの子は、著名な現代芸術家である岡本太郎の母としても有名だ。国木田治子の夫は、詩人、小説家、ジャーナリストとして著名な国木田独歩である。加藤みどりは若くしてこの世を去ったが、小説家であり、毎日新聞の記者としても活躍し、家事と仕事を両立させた女性である。
 
   女性活動家でありアナーキストの伊藤野枝は、「青鞜」とは後半から関わりをもった。野枝は、婦人問題、社会問題に関心が高かった。中絶、売春の廃止、社会主義活動、また、特に足尾銅山事件に興味を示した。足尾銅山事件とは、鉱山会社が本州の中央を流れる川の流域を汚染した事件である。野枝は数回結婚し、出産し、数回の情事も経験した。二番目の夫、辻潤の元を去ってからは、社会主義活動家でアナーキストの大杉栄と暮らし始める。興味深いことだが、大杉は妻帯者で、野枝以外にも愛人がいた。野枝は彼らとの関係に加わり、四角関係に入った。軍隊長だった甘粕正彦は、1923年9月の関東大震災の直後の混乱の中、野枝と彼女の夫の大杉を殺害した。野枝は28歳だった（Bardsley 2007; Miyagi 1984; Shinmura 1991）。彼女は、明らかに当時、日本の女性に一般的に課せられていたしきたりに従わず、政治的にも活発だったが、短くも鮮烈な人生を終えた。
 
   　「青鞜」は創刊当時、一大センセーションを巻き起こした。自己と自立の観念を啓発した。保守的、封建的、定型的な社会と文化のモラルが女性の当時の振る舞いのカセになっていた。寄稿した作家たちは、女性の自由を縛る決まり事の追放を呼びかけた。作家のほとんどは「女性の自由の障壁は社会階級ではなく、性別にあるとし、勇敢であれば、どんな女性も自立できると考える傾向があった」（Bardsley 2007:13）。
 
   　雑誌の中で作家たちはオープンに婦人問題を語り合った。話題は、結婚と家族の因習、教育、仕事、法律など、女性にとって不平等で女性の志や自由を制限するものについてだった。「青鞜」は1916年まで続き、政治参加し、労働、女性の権利、貧困、売春の廃止などに取り組む日本の女性に影響を与えた（Bardsley 2007: Miyagi 1984）。
 
   　面白いことに、現代のレディースコミックにもしばしば同じ「女性に限った問題」が取り上げられる。特に専業主婦は、今でも社会での地位に十分満足しているわけではない。家事は、骨の折れる単調作業であり何も評価されない。人類が継続していく上で、最も基本で重要な必要不可欠の仕事の一つであるにかかわらずである。女性たちは、妻、母親という立場とは別のアイデンティティを求め、外に仕事を見つけたい。家計の足しにするという理由ではなく、心理的、経済的に独立したい。日本の結婚と家族制度は、多くの場合、女性の自由の足かせになり、社会進出を妨げる。夫は、一家の大黒柱が男の甲斐性だと言う。妻は、外で仕事をしていても、家事のほぼ全般に責任を負う。
 
   　「青鞜」の作家の多くは、フィクションの文学のスタイルを用いて私生活の事件を文章にし、私事を告白した。世間の人は、そのようなトピックに興味を持った。内容はほとんどがスキャンダルものだった。東京新聞は、彼女たちの「結婚、離婚、不義の子の出産」などを特集し（Bardsley 2007:4)、プライベートの別の面や異性関係に注目した。こうした告白調は今日のレディースコミックにも見られる。最初に主人公を語りで紹介し、私生活上の事件、たとえば、愛、ロマンス、セックス、子ども、夫、姑、隣人、上司、同僚などを告白して話が展開する（Ito 2002; 2003）。日本の女性は当時も今もゴシップが好きで、文芸の世界は女性の興味に合う素材を提供している。
 
   　1920年代、1930年代は現代の日本漫画が確立され、発展した時期である。北澤楽天（1876~1955）と岡本一平(1886~1948）は米国に赴き、現地の漫画に触れ、アメリカの漫画を採り入れた作品を発表し、漫画を社会に浸透させた。北澤はBox of Curios に漫画を載せ、日本に住む外国人のために週刊で発行された。現代日本の建国の父である福沢諭吉は、北澤の才能を認め、北澤は1899年に時事新報社に入社する。北沢の作風は現実的で洗練され、上品であった。富と名声を得て、1905年、「東京パック」を創刊した。月刊の多色刷りの雑誌だった。北澤は日本で初めてプロの漫画家として身を立て、雑誌を他に2冊創刊した。「楽天パック」と「家庭パック」、1912年のことであった。若い世代は、北澤の成功に刺激され、漫画家を職業としてとらえるようになった。岡本一平の方は、1912年に朝日新聞社に入り、漫画を描き始めた。映画の表現とイメージを多用し、作品は瞬く間に評判になった（Kawasaki 1996; Schodt 1988; Shimizu 1991）。
 
   　1920年代、1930年代は日本政府が軍部により権力が掌握された時期だった。イギリスの社会学の創設の父と言われるハーバート・スペンサーによれば、日本は「軍事的社会」であった。つまり、外の世界との対立を特徴とし、市民の「協力」を強制した。市民は国家を支持するために存在意義があると見なされた（Coser 1977）。社会的、経済的に押さえつけられた時代だったが、現代漫画は根を張り、勢いをつけていった。
 
   　大正時代の後に昭和の時代（1926~1989）が続く。昭和の初め、人々はいわゆるエロ、グロ、ナンセンスの娯楽に惹かれた。その場限りの慰めを求め、刹那的に生きた。しばらくして、1930年代には軍国主義がエスカレートし、全体主義に染まっていった。政府は言論の自由を制限し、紙とインクなどの消耗品は戦争が長引くにつれ品薄になった。婦人雑誌も変化の波に呑みこまれた（Reischauer 1990; Yonezawa 2007)。
 
    
 
   4.少女漫画創生期
 
   　1950年代前までは、人気大衆雑誌の何冊かは主人公を女性にし、読者層として想定したのは少女と婦人だった。北澤楽天は、オーストラリアのアーティスト、Frank Arthur Nankivell（1869~1959）から時事漫画を学んだ。このオーストラリア人アーティスト、ナンキベルは、横浜の外国人居住区の住民のために、1891年から1894年まで発行された英字新聞Box of Curiosのスタッフだった。彼が1894年、カリフォルニア州サンフランシスコに発ってから、北澤は新聞に漫画を描くようになった。
 
   　北澤は日本で初めてプロの漫画家になった。1899年から時事新報の漫画を担当し、彼の漫画は大人気になり、1902年1月、日曜版に「時事漫画」という名称で1ページの特別コラムが任せられた。北澤は編集だけでなく漫画担当の責任者にもなり、アメリカの新聞の漫画コーナーを研究してアイディアを出した。1928年、北澤は「時事漫画」紙に「とんだはね子」というタイトルで連載を開始。主人公は、お転婆娘のはね子だった（Shimizu 1991; www.askart.com）。
 
   　杉浦幸雄は、一般的なマナーを描くのが得意な漫画家である。連載漫画「銃後のハナ子さん」を「主婦の友」誌に1938年9月から1949年9月まで掲載した。本作は連続漫画（実際は、「連載マンガ」または「ストーリー漫画」）と呼ばれるジャンルの数少ない傑作の一つである。主人公は主婦のハナ子である（Shimizu 1991）。
 
   　長谷川町子は、1930年代に非常に若く、漫画家デビューを飾った。長谷川（1920~1992）は、九州の佐賀県に生まれた。14歳の時、「少女倶楽部」誌にイラストが初めて載った。当時有名な漫画家だった田河水泡（1899~1989）に師事し、日本で初めての女流漫画家になった。毎日、4コマ漫画を描いた。これが「サザエさん」である。1946年、夕刊フクニチに掲載された。有力全国紙の１つである朝日新聞に掲載が始まったのが1949年で、引退する1974年まで毎日続いた。
 
   　漫画の主人公は、専業主婦で名前はサザエ。夫はサラリーマンのマスオ。家族は父親の波平、母親の舟、弟のカツオ、妹のワカメ。三世代が一つ屋根の下に住むことは1946年当時は珍しくなかったが、現代ではほとんどない。後に、サザエとマスオの間に男の子が生まれる。名前はタラ。「サザエさん」は、家族を中心に描かれた漫画であり誰もが楽しめる大ヒット作になった。長谷川の人気は大変なものだった。サザエさんは新しい日本女性のシンボルになった。「家族を第一に考え、伝統を重んじ、楽観的で自立心のある」女性だった（Schodt 1988：96）。漫画は、「女性の品のいい笑いと芯の強さ」（Gravett 2004：76）を象徴していた。「サザエさん」は1969年にアニメシリーズになり、演劇や歌にもなった。長谷川町子の人と作品を記念した博物館が1985年に東京にオープンした。
 
   　Tomoko Yamada（2006）によれば、「サザエさん」の異例の成功と長い人気の理由は主婦層を読者に引きこんだからだと言う。アニメは1992年、作者が故人になってからも放映が続き、「日本で最高に愛されたテレビ漫画番組」(Schilling 2000：224）だとされている。
 
   　1950年代以前は、漫画家のほとんどは男性で、女性漫画家の数はごく少なかったが、その中に長谷川町子や上田トシコがいる。少女漫画の発展期の初期の段階では、多くの男性漫画家が少女漫画雑誌に作品を発表していたのだが、何人かの女性漫画家は成功を収めた。わたなべまさこ、水野英子、牧美也子、今村洋子、細川智栄子などの作家は少女にプロの漫画家になる夢を与えた（Shimizu 1991; Takeuchi et al. 2006a; wikipedia.org/wiki/　　　　　　　　　　　　Machiko_Hasegawa)。
 
    
 
    
    	わたなべまさこ
 
   
 
   　わたなべまさこは、今も日本で活躍する最高齢の女性漫画家である（Yonezawa 2007）。私は2007年8月、東京のヒルトンホテルでお会いした。上品なクリーム色のノースリーブのワンピースに白のニット帽でお出ましになった。わたなべは女性漫画家の先駆者であるだけでなく、50年以上、日本の少女漫画を執筆し、更には今ではレディースコミックの大作家のひとりである。駄菓子屋や玩具屋で販売された「赤本」に作品が載った最初の女性漫画家でもある（Ito 2008d）。わたなべまさこの人生と作品を見てみると、日本の少女漫画、そしてレディースコミックの歴史と発展と共に歩み、同時に日本の社会と文化も反映していることが分かる。ここではどのように女性漫画家が社会で認められ、どのようにそれが漫画のストーリーに織り込まれていったかを考えてみたい。わたなべの漫画と人生については双葉社のウェブサイトで閲覧できる。表題は「まんがと生きて」である。
 
   　わたなべまさこの作品は翻訳され、アジア、イタリアで出版、販売され、原画は日本やアメリカで開催された展示会でも披露されている。わたなべは１か月に一度、群馬県高崎市の創造学園大学の創造芸術学部で大学教授として講義を行う。日本漫画家協会の理事である。文部科学省から賞が贈られるなど、多くの栄誉に輝く。2006年には旭日小綬章で女性漫画家として初の勲章が授与された。
 
   　1929年5月16日、まさこは東京で生まれた。父親は足立区の役所に勤めていた。千住に暮らし、後に小石川に引っ越した。まさこは自由奔放で独立心旺盛な少女だった。厳しい母親とはウマが合わず、小学2年のとき、祖父母と一緒に住むようになる。祖父は文部省の役人で、祖父母は東京美術学校、現在の東京芸術大学の宿舎に暮らしていた。
 
   　まさこは、子どものころから絵を描くのが好きだった。東京美術学校のキャンパスは世界的に有名な絵画や彫刻に溢れ、ロダンの「考える人」もあった。有名な上野の公園や動物園、植物園がすぐ近くにあり、人間、植物、動物を観察する機会に恵まれ、この時の経験が後に漫画家としての実力を発揮する下地になった。
 
   　第二次世界大戦は高校生のときだった。先輩は軍事施設などに召集され、戦争協力を強いられた。まさこは、市民の自由を制限する戦争を憎んだ。同年代の女の子と同じように男の子やファッションに興味を持ち、友人には好かれた。
 
   　1930年代、日本はアジアに軍事侵攻し、1941年には合衆国で新たな戦況の展開があると、日本政府は言論の自由を抑圧した。漫画家の多くは戦争に駆りだされ、国内に残された者は増産漫画と呼ばれる漫画を描き、人々の士気と連帯を高めるよう政府に協力を強いられた（Schodt 1988; Shimizu 1991）。カール・マルクスが言うところの社会を支配する思考は統治者の考えである。社会の支配者階級によって統制されるのは物質的生産だけでなく精神的生産もその対象だった（Coser 1977）。軍部は漫画家の作品を統制し、それによって人々の精神と心理面にも影響を与えた。
 
   　1945年8月、敗戦と無条件降伏の後、天皇はラジオ放送により神格性を否定し、国の象徴となった。日本は連合国軍に占領され、基本的には米軍による占領が7年間続いた。連合国の司令官はマッカーサーであった。日本人女性に参政権、結婚における男女の平等、6年から9年への義務教育の延長、土地改革、財閥の解体、非軍事化などの社会改革を促した。余談だが、マッカーサー元帥は、偶然にも現在私が住んでいる米国アーカンソー州のリトルロックで生まれた。
 
   

 

　敗戦後、日本の状況は厳しく悲惨だった。食べ物や品物はなく、困窮状態が続いた。日本は、その長い歴史上初めて被征服国になったのである。中国、韓国、フィリピンなど、アジアの隣国からの徹底的な憎悪に直面しなければならなかった。新しい憲法は1947年5月3日から施行されたが、婦人参政権、家庭生活における男女平等、言論の自由、幸福の追求などを保証し、最高裁判所が設立された。憲法第九条は戦争の永久放棄を唱え、日本は廃墟の中にあったが、新しい民主主義の国が将来に向かい新しい希望とともに産声をあげた（Reishauer 1990）。わたなべまさこは、幸せだった。もはやモンペというファッション性のかけらもないズボンを強制されることはなく、ドレスが着られるからだった。まさこは高校を卒業し、郵政省で働き始めたが、仕事に馴染めずにすぐにやめた。
 
   　19歳のとき、渡辺六郎と結婚。同世代の女性は結婚ができない人が多かった。戦争のため、結婚適齢期の男女のバランスが偏っていたからである（Eshleman & Bulcroft 2006）。多くの男性が召集され亡くなっていた。
 
   　渡辺六郎は、兵役に就き、戦争から戻ってから大学に入り、まさこと結婚した。まさこは生活のために働かなければならなかった。いくつも仕事を掛け持ちした。その中には、教科書の挿絵描きもあった。下町のストリップ劇場のヌードダンサーのポスター描き、塗り絵、絵本の仕事もした。収入は十分入るようになったが、まさこは仕事に不満を感じるようになった。仕事の依頼主の指示に忠実に従わなければならず、自由闊達な個性と創造性は否定されていたからである。
 
   　戦後の復興には、長い年月を要した。生活水準は極めて低く、餓死者が出ても珍しくなかった。この時期の日本人は食べものと娯楽の両方に飢えていた。読みものはアメリカの漫画の「ブロンディ」、「クレイジー・キャット」、「スーパーマン」、「ポパイ」、「ミッキーマウス」。それらは一般大衆が手にとれる楽しみだった。裕福でエレガントでモダンで、モノと家電に囲まれたアメリカ人の生活様式に憧れた（Ito 2000; Reischauer 1990; Schodt 1988）。
 
   　戦後数年の間に、雑誌が数多く創刊された。「漫画クラブ」、「クマンバチ」、「ＶＡＮ」、「子どもマンガ新聞」、「漫画少年」、「こどもマンガクラブ」などである。3年間ほど、漫画ブームが沸き起こった。
 
   　1950年6月、いわゆる赤狩りが始まった。マッカーサー元帥は、吉田茂首相にすべての共産党幹部を官職から追い払うよう命令し、共産党が背後にいる組織による組合の権利を否定した。共産党党員は第二次世界大戦後、軍事政権の統治が終わった時、日本の民主化の敵だと見なされた。幸いなことに子ども向けの漫画は生き残った。連合国によって危険な政治イデオロギーを鼓舞する内容とは判断されなかったからだ。子どもや若者向けの漫画には手塚治虫、杉浦茂、福井英一らの作品がある。手塚治虫（1928~1989）は現代の日本漫画の創始者と崇められ、「漫画の神様」と呼ばれる。日本の漫画家に大きな影響を及ぼした（Schodt 1988; Shimizu 1991）。
 
   　わたなべまさこは手塚治虫の漫画を初めて見た時の鮮烈な印象を思い出す。手塚の200ページにおよぶ「新宝島」が1947年に出版されると、若い読者は夢中になった。40万部を売り上げた。手塚は戦争体験を経て、生きることの大切さをテーマにした作品を発表した。クロースアップでとらえたり、フレームを変えたり、視点を変えたりといった映画の撮影手法を駆使し、女流漫画家を含め、戦後の漫画家に多大な影響を及ぼした（Amano 2004; Shimizu 1991）。
 
   　手塚は、「鉄腕アトム」、「不死鳥」、「ジャングル大帝」などからヒーローを世に送りだした（Schodt 1988）。わたなべまさこは、今も鮮明に手塚の漫画の衝撃を覚えている。映画の世界を彷彿とさせる描画のテクニックは、日本人にとって斬新で新鮮だった。読者は手塚がデビューする前の従来の漫画に慣れていたが、彼の作品世界には年齢や性別を超え、すべての人に訴える何かがあった。手塚に触発され、わたなべは、自分も描いてみようと思った。この芸術の形を使って自分の世界が創れるのではないかと思った。
 
   　わたなべは、作品を持って出版社を回ったが、ことごとく断られた。当時日本の女性がプロの漫画家を目指すことは稀で、雑誌社は挿絵だけを欲しがった。ある日、彼女は、原稿を赤本の出版社に見せた。赤本とは、「表紙がケバケバしい赤い色」だったことから名づけられた（Hosogawa & Berndt 2002: 59）。戦後は紙が不足し、中小の出版社がきめの粗い紙に漫画を印刷し、駄菓子屋やおもちゃ屋、縁日の夜店で売った。赤本は闇市場に出回り、よく売れた。わたなべの作品は1952年に赤本になり、わたなべまさこは女性で赤本に作品を発表した初めての女性漫画家だった（Yonezawa 2007）。
　多くの女性は家のことを賄い、工場や会社で働いた。上流階級や中流階級の女性のほとんどは当然家の中にいることとされた。わたなべは、キャリアを追及したパイオニア的漫画家であり、当時では珍しかった。彼女の夫の兄弟姉妹は自由な考え方をする人たちで、女性は労働市場に参加する方が幸せなのだから、社会と接触し活発に生きるようにという意見をもっていた。
 
   　デビュー作「小公子」は、1952年に中村書店で出版した。この年は、アメリカ軍による占領が終わり、わたなべが第一子を妊娠した年だった。漫画家としてのキャリアは、子育てと同時に進行した。子どもをあやしながらストーリーを考えた。入浴中、トイレ、就寝前など、リラックスした気分でいると、話の種は次々と浮かんだ。
 
   　運よく、1950年代、1960年代は週刊、月刊の雑誌が少年少女を対象に次々と創刊された。最初の週刊少年漫画雑誌は、1959年3月に講談社から刊行された「少年マガジン」である。売上は1966年4月に100万部に達し、3年後には150万部を越えた（Shimizu 1991）。「少年マガジン」が創刊して一か月後の1959年4月、小学館が週刊「少年サンデー」を発刊した。最初、両雑誌の3本柱は「科学、スポーツ、漫画」だったが、次第に漫画が中心になった。藤子不二雄、赤塚不二夫、ちばてつやは、これらの雑誌でデビューした（Shimizu 1991; Schodt 1988; Takeuchi et al. 2006a）。
 
   　この当時、日本の漫画は男の天下だった。圧倒的に漫画家は男性だった。ちばてつやは、少女漫画雑誌に描いたが、編集者や出版社でパートタイムで働くスタッフも男性が主だった。少女漫画は少年漫画より格下とされ、少女向けに描く作家は、二流か無名だと見なされていた。少女漫画雑誌の出版社は、世間に知られていない漫画家を発掘したいと思っていた。
 
   男性漫画家はユニークなキャラクターを登場させ、冒険、ロマンス、学校生活、ホラー、ファンタジーなどを描いた。ほとんどの主人公は、小学校の児童に設定され、話は型通りだった。男性漫画家が、デリケートで複雑な思春期の少女の内面を描くことはなかった(Bungei Shunju1988:747)。とはいえ、中には後から爆発的に人気が出た漫画家がいる。ちばてつや（あしたのジョー）、ギャグ漫画王として知られる赤塚不二夫（おそ松くん、天才バカボン）、石ノ森章太郎（マンガ日本経済入門）、松本零士（宇宙戦艦ヤマト、銀河鉄道999）などである。当時、名前が知られるようになった女性漫画家も何人かいる。長谷川町子、牧美也子、そして、わたなべまさこである。いろいろなテーマやストーリーの漫画が世に送り出された（Schodt 1988; Yonezawa 2007）。
 
   　わたなべまさこは、男性漫画家にマネをされないような少女漫画を描きたかった。女の子の美しくエレガントな世界に幻想、希望、夢、冒険を加えたかった。キメ細かく登場人物を考え、設定した。主人公の服、アクセサリー、家のインテリア（たとえば、天蓋付きのベッド）、食事などは、すべて上品でなければならなかった。自分自身の個人的な好みを誌面に集約した。「ああいう服を着て、あんな食事をして、あんな感じの暮らしがしたいわ…」。ファンタジーの世界を漫画にして、わたなべの作品は少女たちに絶大な人気を博した。
 
   　わたなべまさこは、少女漫画雑誌と貸本屋の両方に貢献した。漫画を当時、借りて読むのは、現代で言えば、ビデオやＤＶＤをレンタルショップで借りるようなものだ。少年少女たちは、わずかなお金を払うだけで貸本屋から漫画を借りることができた。1955年頃、日本には3万軒の貸本屋があったと言われる。雑誌に掲載された漫画は、豪華で上品な話だったが、貸本屋用の漫画はもっと現実的な日常の出来事が描かれたものだった。この描き分けは、読者の社会階級と年齢を考えてのことだった。雑誌の漫画は、比較的お金持ちの家の小学校低学年の女の子を対象とし、貸本屋用の漫画は高学年の児童、中学や高校に通う女子生徒、社会に出て働く比較的貧しい少女を念頭に描いた。当時、すべての少女が高等教育を受ける余裕はなかった（Yonezawa 2007）。裕福で幼い読者は派手な生活に憧れ、幻想の世界に浸りたい。一方、既に世間に出ている年齢が上の読者は生活に密着した、地に足がついた話を好んだ。
 
   　わたなべは、少女の幻想、夢、経験、心の内側を描き出し、作品は乙女心をとらえた。　　　感情移入させ、共感させ、嬉しさを共有させる、男性には描けない世界だった。WongとCuklanzは1960年代と1970年代の香港の漫画に見られる現代女性のイメージについて語っているが、1950年代の日本のわたなべの漫画にもあてはまる。つまり、「漫画というアートの分野に挑んだ女性は、『外部の者』のポジションと媒体の力で家父長的イデオロギーと社会規範を女性の観点から論評できるという自覚がある」(2000:36)。
 
    
 
    
    	少女漫画のはじまり
 
   
 
   　Schodtは初期の少女漫画のテーマを次のようにまとめる。「ほとんどがメロドラマで、主人公は若い女の子、たいていが、みなし子のお転婆娘。話の筋は生き別れの両親、恋人、または既婚男性との嬉しい『出会い』、または、往々にして死を経ての悲劇的な『救済』である（1988：98）」。わたなべまさこの初期の作品、たとえば、「山びこ少女」、「白馬の少女」、「おかあさま」、「ミミとナナ」は、涙を誘うメロドラマである。運命に翻弄される別離と再会の悲喜こもごもは、当時の少女が好んだ典型である。わたなべは、いろいろなモチーフを駆使し、ドラマをクライマックスまで持っていくメロドラマのパターンの繰り返しに長け、読者を飽きさせなかった。わたなべの作品には、趣味のいい衣服、家具、ブルジョアの暮らし、家具と調度品が描きこまれ、少女たちを夢中にした。メロドラマ仕立てのストーリーは、せつなかった。後に彼女は、冒険やサスペンスに転向する。「亜紀子」という漫画に「ボーイフレンド」を登場させたが、大きなテーマは女の友情だった。映画や小説を元にした作品もある（Yonezawa 2007）。
 
   　少女漫画の始まりは、手塚治虫の「リボンの騎士」であるとされている。「リボンの騎士」は「少女倶楽部」に1953年1月から1956年1月まで、1958年1月から1959年6月まで、更に、1963年1月から1966年10月まで「なかよし」に掲載された。手塚は、ミステリー、ファンタジー、日本昔話、外国文学、メロドラマから幅広くテーマを取り上げ、漫画で何ができるか「実験」を試みた（Phillipps 2008; Schodt 1988; Takeuchi et al. 2006a; Yonezawa 2007）。
 
   　「リボンの騎士」は、サファイアという名前のプリンセスが主人公。架空の国、シルバーランドに住む。女の子として生まれたが、男女両性の心と性格を持つ。王室には男子の後継ぎがいないため、男の子の服装で、王家の権力を奪い王位に就こうとする敵と戦わなければならず、男らしくふるまった。この状況によって王子と王女の二つの役を果たす義務があった。時と場所により、言葉と仕草を使い分け、男女の社会規範と役割の違いを意識しなければならなかった。そんな彼女は、隣国の王子に恋心を抱き、悩む。サファイアの人生とこの特殊な世界での出来事を繊細な目で見つめた物語だった。本作はジェンダー、男女の役割、女性のアイデンティティを掘り下げて考えるにはうってつけである（Phillipps 2008；Takeuchi et al. 2006 a）。サファイアは、1950年代と1960年代の「不思議な少女と曖昧な性差を象徴し、少女漫画の中心主題を表す」（Gravett2004：77）。サファイアは自分の手で運命を切り開く美しいプリンセスだった。日本人女性の理想は、依然として良妻賢母で、「一番大きな仕事が出産と子育て」(Mackie 2003：3)だった当時としては気分爽快な物語だった。
 
   　手塚治虫は、母親もそうだったが大の宝塚ファンだった。「リボンの騎士」は手塚の「もっとも有名なコスチューム・ドラマ」である（Phillipps 2008：73）。人気の理由は、舞台が外国（童話の国）、大きな目、胸躍る冒険、悲劇、そして勿論、恋愛がからんだことにあった。手塚のロマンスの物語はウォルト・ディズニーの世界観、ギリシャ神話、中世ヨーロッパの華やかさ、日本の宝塚歌劇の要素が合わさっている。恋愛と外国に憧れる少女の間にセンセーションを巻き起こした。
 
   　手塚は、少女雑誌に描き始める前から漫画家としての知名度はあったが、1954年から1957年は移行期だった。人気の少女向けの雑誌が、少女漫画雑誌に変わっていった。1955年、少女漫画雑誌「なかよし」が講談社から、集英社からは「りぼん」が創刊された。雑誌には付録がついていた。カード、紙の着せ替え人形、シールなど。女の子としての意識の高い子に大変人気があった。少女は単に子どもではなく「女の子」であることを自覚していた。まだ女性ではないが、純真無垢な子どもでもない。女の子であるとはどういうことか考え始めた。「見苦しいもの、男の子たち、汚いもの、暴力的なものを嫌い」、少女漫画の上品なキャラクターの絵がついた「かわいい色鉛筆、消しゴム、お絵かき板、ファイル、鉛筆入れ、ノートなど」を集め始めた（Evers 2001：6）。
 
   　手塚は、大戦後の日本の漫画の世界に影響を与えた偉大な漫画家だという点は特筆すべきだが、少女漫画のパイオニアではなかった。「リボンの騎士」は間違いなく新鮮で、波瀾万丈の展開はファンを楽しませたが、視覚的にはっきりとしたスタイルはなく、少女漫画特有の主人公の内なる感情や考えは描かれていない。少女漫画ではヒロインの心の動きは、自然なナレーションの流れで表現される。少女漫画とは、単に物語に挿絵がついたものではない。読者が絵と文を一体化させ、現実をつくる読者参加型の双方向の媒体である（Takahashi 2008）。大島弓子は「人物の内面の告白セリフを吹き出しの中に入れずに、花びらが舞っているようにちりばめ」、文章は「小説の一人称の語り」とした（Takahashi 2008：134）。少女漫画というジャンルは、女の子文化の親密な世界であり、言葉に潜む暗号が解読できる人だけが入っていける。
 
   　少女漫画家は、1940年代、50年代に創刊した「少女倶楽部」、「少女」、「少女ブック」、「なかよし」、「りぼん」などの月刊漫画雑誌に作品を載せた。初期の少女向けの月刊雑誌は、挿絵付きの物語、漫画、グラビア写真の記事などを掲載した一般誌だったが、1950年代の終わりには漫画だけを載せる雑誌に変わっていった。Tomoko Yamada（2006）は、この時期に少女漫画雑誌が本当の意味で出現したと言う。1960年代末には、日本漫画の明確なジャンルとして確立した。
 
    
 
    
    	週刊少女漫画雑誌の創刊
 
   
 
   　1956年の経済白書の中で日本政府は、もはや戦後ではないと宣言した。1950年代の終わりから1960年代、経済と産業は繁栄の道をたどった。ついに西洋に追いつき始めたのだ。人々は将来を非常に楽観し、国にプライドを持った。政府は、1960年に、「国民所得倍増計画」という政策白書を発表し、その目標は7年以内で達成された。国民総生産の年間成長率は10年間にわたり10％以上を保った。1960年代には、驚異的な経済成長を遂げ、1964年、東京オリンピックが開催された（Hirschmeier & Yui 1975; Reischauer 1990）。
 
   　1961年と1962年には、月刊の少年雑誌数冊が発行を一時停止したが、週刊漫画雑誌は人気があり、ファンの支持があったことで売り上げを伸ばした。「少女」、「少女ブック」といった月刊の少女向け雑誌は1963年に廃刊になった。対照的に、「週刊少女フレンド」が1962年12月に講談社から、「週刊マーガレット」が1963年5月に集英社から創刊された。両誌とも創刊号は表紙に白人の女の子を起用した。一人は明るい茶色の髪、もう一人はブロンドの髪の子だった。外国人モデルが西洋への憧れ、豊かなイメージを刺激するからであった。レジャーとファッションは、中流階級を読者層としたことから重視された。講談社は、月刊少女雑誌の発行には経験があった。「少女クラブ」、「なかよし」、そして1959年には「週刊少年マガジン」を創刊。週刊少女雑誌は、少年向けの週刊雑誌とともに成長していった。団塊の世代の少年少女たちが、雑誌の売り上げに貢献したのだった。
 
   　月刊の少女漫画雑誌の読者は、ほとんどが小学生だったが、週刊の雑誌は小学校高学年から中学生の少女を読者層にした。そのため、漫画の主人公の年齢は、13歳から18歳まで、職業は事務員や看護師が多かった。週刊雑誌に掲載された漫画のほとんどは連載で、一話の長さが16ページ程度だったため、雑誌全体で100ページから200ページの分量があった。当時の典型的なテーマは、月刊の漫画雑誌の主題と大差なかった。女の友情、家族の問題(特に母親との関係)、幸せ、夢、憧れ、成長途上の心の葛藤、不幸なできごと、ドラマなどだった。
 
   　1960年代末から1970年代に何冊か雑誌が創刊された。講談社の「別冊少女フレンド」(1965)、集英社の「デラックスマーガレット」(1967)、小学館の「少女コミック」(1968)、集英社の「りぼんコミック」(1968)、「別冊少女コミック」(1970)である。こうした新しく発行された雑誌は、週刊雑誌とともに新進の漫画家の作品発表の場になり、その後の発展の基礎になった（Schodt 1988；Takeuchi et al. 2006a,; Yonezawa 2007）。
 
   　週刊少女漫画雑誌の連載漫画は、わたなべまさこ、武田京子、細川知栄子、赤松節子、細野美智子、花村えい子、松尾美保子らの作品だった。少女漫画雑誌に描いていた男性の漫画家は、ほとんど少年雑誌の方に移行していった。
 
   　1960年代には多くの日本の少女たちの憧れは、お金があり、エレガントで、豪華な欧米の生活スタイルだった。日本は当時、経済成長を続けていたが、普通の人にとっては、外国はまだ遠い存在だった。アメリカドルと日本の円の為替率は360円で、海外旅行に行ける人は限られていた。1960年代の終わり、海外への憧れに応える形で、新しい恋愛コメディという新しいジャンルが生まれた。場所はニューヨーク、パリ、ウィーン、ローマなど。水野英子、忠津陽子、本村美代子、西谷祥子らが作品を発表した。当時日本で放映されていたファッショナブルなハリウッド映画と人気のアメリカテレビドラマの世界が展開した。たとえば、お金持ちの「プリンセス」、若者のダンスパーティ、豪華な服、洒落た会話、アメリカの垢抜けた高校生のロマンス。ヒロインは、魅力的なお転婆娘で、優しく、楽しい性格で、男の子に興味があり、人気者。カップルになりそうな二人の間の心の変化を追い、ラストシーンは結婚でハッピーエンドとなった。
 
   　楽しい学園ドラマは1960年代、70年代に少女漫画に描かれたたったひとつのシナリオだけではなく、アメリカの社会が現実的に紹介された。1965年、樹村みのりの「ふたりだけの空」は、アメリカの白人の少年と黒人の少女の友情の物語だ。親と子の対立、人種差別を描いた。里中満智子の1967年のメロドラマ「ナナとリリ」はベトナム戦争を描き、愛が壊れていく様子を追った。
 
   　水野英子は1969年に「ファイヤー！」を発表。アメリカのロックンロールのミュージシャンのストーリー漫画で、テーマは人種差別、ベトナム戦争、社会体制に反対するアメリカの若者の心の葛藤を描いた。本作は「『パイオニア的少女漫画』で、年齢が高い読者を対象にした」（Schodt 1988：100）。「ファイヤー！」は1970年に、第15回小学館漫画賞を受賞した。主人公は、女手一つで育てられたアロンという名前の心優しい少年である。彼は不当にも感化院に送られてしまう。不良グループの仲間だと誤解されたせいだった。感化院でファイヤー・ウルフと出会う。生まれながらの反逆者であり、また歌手でもあったウルフがアロンの歌の才能を開花させていく。ウルフは、ベトナムに行くことを拒み、オートバイの事故であっけなく死亡。アロンは、ロックのミュージシャンとして成功し、バンドは全米に知られるようになる。反逆の歌を熱唱する彼の姿は人々の心を打った。作者は1960年代末のアメリカをアロンの人生を通して見つめた。ベトナム戦争、カウンターカルチャー、麻薬、セックス、同時に社会への対抗心が音楽の情熱と愛とともに描かれた（Schodt 1988；Takeuchi et al. 2006 a）
 
   　樹村、里中、水野の作品は、アメリカの社会問題を意識させた点で少女漫画に新しい風を呼んだ。少女、男子大学生、大人の男性読者を魅了し、同性愛者をもとりこんだ。少女漫画は普遍的な人間の感情に訴え、精神的成長と葛藤を描き、物語は面白く娯楽性があった。男性の読者層が加わったことで日本の少女漫画の格は上がった。
 
   　漫画家の現実を疑って見る目が作品を生み出し、社会意識と自覚を読者にもたらした。その世界は、心が美しく素敵な女の子が白馬の王子様に出会い幸せに暮らしたり、運命と人間の善意を信じて弱音をはかないという世界観とは異なる。
 
   　しかし、この新しい現実主義が漫画の中心になる一方、愛とロマンスは日本の少女漫画の主要テーマであり続けた。愛には単なるロマンスの愛を超えたものがある。愛は人間のいろいろな感情と意味を含み、家庭、学校、友達の間に存在する。
 
   　里中満智子(1948~　)は、愛を描く素晴らしい才能がある漫画家の一人として知られる。主人公の気持ちと愛のとらえ方が変わっていく過程を絵にし、読者の心を揺り動かす（Yonezawa 2007）。当時の日本の夫婦らしくなく、里中の両親は、ごく自然にお互いの愛情を示した。父親は、カネボウの料理人、母親は主婦だった。里中は、ベビーブーム世代の他の漫画家と同じく、手塚治虫のファンで、環境保護問題や社会の弱者に関心があり、手塚作品から思いやり、愛、友情などのヒューマニズムを学んだ。里中は小学5年の時から漫画を描き始め、16歳の時、最初の作品が雑誌に載った。漫画の大半の特徴は、「大いなる愛の力で強くなる若きヒロイン」である（Amano 2004：260）。一貫して追求しているのは人を愛する時のエゴのない愛。愛の強さが生きる力になる。彼女の作品には自分の頭で考え、行動する自立した日本の女性が登場する（Sugiyama 1998）。
 
    
 
    
    	少女漫画の多様性
 
   
 
   　漫画は何もないところには生まれない。歴史的、社会的、文化的な事件がテーマとストーリーの発展に影響を与えてきた。たとえば、1964年の東京オリンピックでは、日本女子バレーチームに「東洋の魔女」というニックネームがついた。金メダルに輝き、その後、スポーツマンシップは、少女漫画の人気テーマになった。女の子の間ではバレーボールは花形スポーツだった。「サインはＶ！」は神保史郎原作、望月あきら作画、「週刊少女フレンド」に1968年から1970年まで連載された。主人公は朝丘ユミ。姉のミヨはコーチの牧の特訓で死亡する。ユミは、バレーボールの並外れた才能があったが、姉のことがあって憎んでいた。コーチはユミを「立木武蔵」というチームに引き抜き、次第にユミはバレーが好きになり楽しくなっていく。
 
   　ユミはバレー選手にしては身長が低かったため、ジャンプ力をつけるために鉛を靴底に入れたシューズを履いてトレーニングをし、「稲妻落とし」という魔球サーブを開発した。この漫画は、主人公とチームが忍耐力と不屈の精神で訓練を受け、環境の変化に適応し、勝利する物語である。チームは日本一になり、ユミは全日本チームに入り世界を相手にするという場面で話は終わる（Takeuchi et al. 2006a）。伝統的な武道の美徳である「逆境での忍耐、揺るぎない忠誠心、目標に向かう強靭な心」（Reischauer 1990：47）が描かれた。
 
   　1960年代終わりから1970年代の少年漫画のヒット作と同様、「サインはＶ！」のテレビドラマ版が制作され、1969年10月から1970年8月まで放映された。子どもから大人まで、多くの視聴者を楽しませた。平均32.3％という異例の高視聴率をあげた。続編は1973年10月から1974年3月まで放送され、映画は1970年に制作された（//ja.wikipedia.org/wiki）。
 
   　浦野千賀子の「アタックNo.1」は、「週刊マーガレット」誌に1968年から1970年まで連載された。主人公は、鮎原こずえ、富士見学園バレーボール部のキャプテンである。病気、ボーイフレンドの突然の死などの障害を乗り越えて成長する話である。テレビ版アニメは1969年に放映が始まり、2008年には木曜夜の実写スペシャルドラマ「アタックNo.1」の主演は、上戸彩だった。
 
   　井出智香恵の「ビバ！バレーボール」は1968年から1971年まで「りぼん」に掲載された。主人公は、中学二年生の細村千恵。模範生だったが、バレーボールのチームの中では消極的なメンバーで、厳しい練習にはついていけなかった。千恵の生活は、全日本チームの練習を見た日から変わる。強い選手になると決意する。ストーリーは、メンバーの友情と愛情で、ジュニアチームの仲間が事故で亡くなったり、留学したりといった展開をする。読者は先が読めない成り行きに夢中になった（Takeuchi et al. 2006a: 117）。
 
   　こうしたバレーボール漫画は、「あしたのジョー」や「巨人の星」に匹敵する。「巨人の星」は、星飛雄馬というプロ野球選手の漫画で、週刊少年漫画雑誌とテレビアニメで大ヒットした。「サインはＶ！」、「アタックNo.1」、「ビバ！バレーボール」は、スポーツ根性もの、スポコンと呼ばれる漫画のサブジャンルの古典的傑作である。テーマは、スポーツマン精神、友情、特訓、ど根性、革新的なバレーボールの技、心理的、社会的な対立と葛藤、怪我、コーチへの恋心、その他、試合に勝つために変わっていく人間的感情と心模様である。
 
   　スポコン漫画は、日本の1960年代終わりの社会情勢を反映した。ビジネスと経済の状況はこの時期、例外的で（Hirschmeier and Yui 1975；Reischauer 1990）、一生懸命に働き、最善を尽くし、血と汗と涙の結晶として勝利を獲得し、人々はより大きく、より良いことを成し遂げようとした。少年少女向け漫画やテレビアニメも柔道、テニス、サッカー、ボクシング、野球、水泳といった今までとは違う種類のスポーツものが多くなった。少女漫画は単に試合に勝つよりベストを尽くすことが大事だとした。
 
   　スポコン漫画の主人公とチームは、日本の少年少女たちの「レファレンス・グループ」になることが多かった。日系アメリカ人の社会学者タモツ・シブタニ教授は、シンボル的相互主義のパラダイムを信奉する学者で、「レファレンス・グループ」という概念の理論を展開した。「レファレンス・グループ」とは「準拠集団」と訳され、社会単位で、その集団の中の人間の行動は、その準拠する社会グループ単位の基準と視点が適用される（Kendall 2003）。社会学者は集団を研究する。人間の生活は社会で顕著な役割を果たす集団生活に根差しているからだ。たとえば、エミール・デュルケームの古典的著書「自殺論」(1966)では、人の行動は、どのグループに属するかによって理解できる。男性は女性より自殺者が多い。裕福な人の方が貧乏な人より自ら死を選ぶ。ユダヤ人はカトリックやプロテスタントの信者と比べると自殺者は少ない。デュルケームによれば、集団の連帯感、団結、結束が自殺の可能性を決める。
 
   　スポコン漫画の読者は主人公やそのチームと一体となる。この時、主人公とチームが読者のレファレンス・グループになる。人はレファレンス・グループに属している必要はなく、ある状況において行動を起こす際に、そのグループの基準や視点を参考にする。漫画のヒーローやヒロインは影響力のある特別な存在の人となり、自分の行動や社会規範を受け入れる際に影響を及ぼす（Mead 1934）。スポコン漫画が、1970年代のベビーブーム世代である日本の少年少女に教えたことは、がんばってベストを尽くすことであった。スポコン漫画は固い意志と能力に秀でた人が環境に適応し、自己実現する話である。彼らは自立し、人生で何を成し遂げたいかが分かっている。親や白馬の王子様に頼って幸せにならなくてもいいのだ（Yonezawa 2007）。
 
   　1960年代の終わり、少女漫画の登場人物は目が大きく、「黒い瞳にはいくつもの星、光、きらめく点がちりばめられていた」（Shiokawa 1999：101）。こうした表現は大抵「少女漫画みたいな目」（前出文献）と揶揄された。女性の主人公も「鉛筆で書いたような細眉、長くてふさふさのまつ毛、優しさと女らしさを誇張する窓ガラス大の目」をしていた（Schodt 1988：91）。とてつもなく大きな目は顔の半分を占めるほどだった。その大きさをからかう人は少女漫画の心理や目が人間の感情を表すという事実に気づかない。目の中に星、キラキラ、点はロマンス、夢、憧れ、希望を表す。その当時から少女漫画には特に胸などの第二次性徴は描き込まれない。意図的に服、手、花などで隠した。漫画のコマの背景は、たいてい満開のバラ、桜、ユリ、ひな菊などで埋め尽くされた。
 
   　1960年代と1970年代には、かたくなで強い意志の主人公が登場し、ロマンスと「ゴシック」のストーリーが主流になった（Shiokawa 1999）。しかし、あからさまに性的なシーンは稀であった。1970年代は少女漫画の黄金時代で、ストーリーのテーマは多様化し、多くのファンを楽しませた。この時期に、素晴らしい語り口の古典的傑作や芸術的表現、独特のページレイアウトが考案された（前出文献）。
 
   　1960年代の終わりから1970年代の初めにかけて少女漫画に新しいジャンルが生まれた。元々少女漫画を愛読していた小学校高学年、中学校の生徒を読者層に狙った。Saotome（1993）によれば、小学生向けに描かれていた漫画が初期の少女漫画だと言う。十代を対象にした漫画雑誌には、1968年6月に集英社から創刊された「週刊セブンティーン」、1968年4月の主婦と生活社の「ティーンルック」がある。手塚治虫が設立した虫プロダクションは、1969年5月に「ファニー」を創刊、双葉社は1974年1月、「女性コミックパピヨン」を人気男性雑誌「漫画アクション」の女性版として創刊した（Yonezawa 2007：380）。真面目な女子生徒は、普通は中学か高校に入ると漫画を読まなくなったため、新しく創刊した雑誌の編集者は、年がもう少し上の少女を惹きつけておこうとした。当時、手塚は成人女性漫画の新しい方向性を模索し、牧美也子や水野英子に「ファニー」誌に掲載を依頼した。前述したように、牧美也子や水野英子は、わたなべまさこと同じく少女漫画のパイオニア的漫画家である。
 
   　少女漫画は、もはや一種類の読者層のためだけにあるものではなく、ターゲットにする読者の年齢に合わせ、内容は多様化し、境界は広がり、漫画家の創作意欲や意識は高まっていった。たとえば、わたなべまさこは、最初は少女漫画家だったが、「週刊セブンティーン」にレギュラーで描くように依頼され、年齢が上の十代の少女に喜んでもらう漫画を描き、1970年代、編集者から支持された。
 
   　しかし、この年齢層が上の少女向けの新ジャンルは、すぐに消滅し、大きなインパクトを残さなかった。読者層の年齢の幅が狭く、もともと十分大きなマーケットではなかった。十代の少女は多くの場合、当時こうした漫画を読むのに十分成熟していなかったし、当時の大人の女性たちは、漫画を低俗な媒体として見下す傾向があった。「ファニー」は、1970年に廃刊になり、「パピヨン」は1974年8月に発行停止。Saotomeは、失敗の理由は、漫画という娯楽の媒体に読者が慣れていなかったと分析する（1993）。しかし、このジャンルは、今も続く少女漫画と若いアダルト向けのレディースコミックが1980年代に出現する際の橋渡しになった（Saotome 1993；Interview 8：2007; Takeuchi et al. 2006a;　Yonezawa 2007）。
 
   　1972年は、女流少女漫画家「花の24年組」と呼ばれるグループが花を咲かせた年である。昭和の24年あたりに生まれたベビーブーム世代の漫画家たちが活躍した。「花の24年組」の竹宮惠子、樹村みのり、山岸涼子、萩尾望都、大島弓子などは、手塚漫画を読んで育ち、萩尾望都や大島弓子らは特に、わたなべまさこの作画スタイルにも感化された。たとえば、わたなべの代表作「さくら子すみれ子」という双子のストーリー漫画は萩尾望都の「セーラ・ヒルの聖夜」のドラマ展開で復活している（Yonezawa 2007：221）。大島弓子の漫画は独特のストーリー構築、展開、主人公の心理の発掘、心の「内なる変化」(Amano 2004：134)、高揚した感情の描写の点で文学作品を超えるとの評価がある。大島の漫画には、ファンタジーの世界が広がっている。普通の出来事を組み立てて創る物語は、日本の作家や映画監督にも影響を与えた。
 
   　「花の24年組」による漫画は「ニューウェーブ」と言われた。自己表現と自己実現を絵にし、後に続く少女漫画の流れを作った。彼女たちは、日本の少女漫画の行く道を変えた（Amano 2004）。1976年の竹宮惠子の「風と木の詩」、1972年の萩尾望都の「ポーの一族」、1974年の「トーマの心臓」は、少女だけでなく男性の心もつかんだ傑作である（Takeuchi et al. 2006a）。
 
   　1974年、白泉社（集英社の姉妹会社）は「花とゆめ」を創刊した。続いて、秋田書店は1975年に「プリンセス」、白泉社は1976年に「ララ」を創刊した。「花の24年組」はＳＦ、ロックンロール、ホラー、同性愛、ジェンダー、アイデンティティ、ファンタジーといった新しいテーマに取り組み、スポーツウーマン、英雄物語、少年愛、歴史、社会問題などジャンルを広げた。実に斬新だった。Gravettは1970年代の初めは、日本の少女漫画に上質の小説に匹敵する「新しいジャンルと洗練さが加わった」時期だという（2004：74）。「花の24年組」は少女漫画の地位を少年漫画と同じ地位に引き上げ、1970年代を少女漫画の黄金期にした。少女漫画のタブーを壊し、型にはまった古い女性のイメージを覆した。
 
   　「花の24年組」は描写、きめこまかい構成、葛藤、心躍るストーリーで少女だけでなく一般男性やゲイの男性の熱狂的なファンを生んだ（Bungei Shunju 1988；Gravett 2004；Takeuchi et al. 2006a）。Schodtによれば、24年組は、現在、富を築き、恵まれている。「女性ファンに狂信的に支持され、社会一般から尊敬され、何を描こうが完全に思うがままで創作に没頭できる」（1988：97）。スター漫画家として「萩尾望都の世界」や「竹宮惠子の世界」といった特別編集の書籍も出版された。何人かは「神のように拝められている」(Yonezawa 2007)。
 
   　1970年代から女流漫画家は、男性のヒーローや男性の世界を描き始めた。セクシュアリティ、特に男性の同性愛者のテーマが少女漫画のストーリーに入った。Ogiによると、「少女が少年に愛を求めるところを描くより、少年を登場させ、同性の少年への愛に焦点を絞った」（2001：151）。「ボーイズ・ラブ・ストーリー」と呼ばれるサブジャンルが少女漫画に加わった。「トーマの心臓」は萩尾望都による450ページに及ぶ作品で、「週刊少女コミック」に1974年に連載された。少年愛の物語の先駆的作品である。舞台は、ドイツの寄宿舎という閉ざされた世界。14歳の少年、トーマが自殺するところから始まる。萩尾は友情か少年同士の愛なのか区別できない、感情の揺らぐ青春を描いた。心の中の葛藤、対立、成長がデリケートなタッチで表現された。萩尾の漫画の主人公は、大抵、社会で傷つきやすい少年や子どもで、彼女の作品世界には、人生の寂寥感が漂う。
 
   　竹宮惠子の「風と木の詩」は、1976年から1980年まで「週刊少女コミック」、1981年から1984年まで「プチフラワー」に連載された。1880年のフランスの寄宿学校で相反する二人の少年の愛の物語である。一人はジルベールという美しい少年。幼い頃、父親と近親相姦の関係を持った。もう一人は、セルジュという、ジプシーの血が入った貴族階級の少年。竹宮は彼らの退廃的な愛を美しく描いた。しかし、少年同士の激しいベッドシーンは、少女漫画の世界を震撼させた（Amano 2004）。「風と木の詩」は両親と子どもの間の憎しみ、男女の愛がテーマだった。少女漫画でのセックスは、愛の成就の形でなければならないので、竹宮の漫画は一大センセーションを巻き起こした。「風と木の詩」により性の道徳の新しく異なる見方が示された（Amano 2004；Gravett 2004, Takeuchi et al. 2006 a）。
 
   　少女漫画に描かれた少年愛は「やおい」と言われる。この言葉は4ページほどの作品からなる女性向け雑誌から生まれた。非常に質が低いそうした短編漫画には、「クライマックス」を意味する「ヤマ」、結論という意味の「オチ」、「意味」の３つが欠落している漫画としてバカにされていた。「やおい」は「ヤマ」、「オチ」、「イミ」の最初の音を３つつないで作った造語である。この造語ができる前は、「美少年漫画」、「ホモ漫画」、「耽美系」などと言われた。少年愛の漫画が掲載された雑誌「JUNE」からとって、JUNE系でも通る。漫画には露骨なゲイの性描写はなかったが、少年愛のファンタジーが描かれた。最近では、「ボーイズ・ラブ」、または「ＢＬ」がこのジャンルを指す。
 
   　1970年代、1980年代に少女漫画の読者は多様化し、少女漫画雑誌はＳＦ、ホラー、スポーツ、歴史、学校、少年愛、ファンタジー、サスペンスなどを好む様々な読者を満足させた（Takeuchi et al. 2006 a）。1970年代の中ごろまでに、少女漫画は日本の漫画の確固たるジャンルだと認められ、正統性を得た（Yamada 2006）。
 
    
 
    
    	レディースコミックの出現
 
   
 
   　レディースコミックは1980年代の初め、少女漫画の読者がヤングアダルトの年齢になるにつれ、成人女性向けのジャンルとして確立していった。女性は、実年齢に見合った、社会人の成長過程に即した、10代の少年少女の学園ロマンスを超えるものが読みたかった（Ito 2000；2002）。
 
   　1980年代も全般的に漫画が娯楽としての人気と正統性を得た時期である。漫画ブームが到来し、漫画の売上が伸びた。たとえば、「少年ジャンプ」は1982年、250万部のセールスをあげた。1988年には、売上は500万部以上になった（Shimizu 1991: appendix 38-39）。成人男女向けの漫画雑誌が多数、創刊された。以前、双葉社の月刊レディースコミック誌「JOUR」の編集長だった田端美香は、「漫画は出せば売れる時代だった。出版すれば、利益は大きかった」と言った（Interview 8：2007）。1980年代も経済は成長し、いわゆる「バブル経済」が人々の消費を牽引し、人口の85％以上が中流意識をもった（Wood 1992）。
 
   　新しいレディースコミック誌の多くは、経済と漫画ブームがピークに達した1980年代に創刊されたが、1980年には講談社の「BE LOVE」、集英社の「YOU」。翌年1981年、「ビッグコミック フォア レディ」と「フォア レディ」が小学館から、秋田書店は「ボニータ」を創刊。「オフィスユー」は1983年に集英社から発行され、講談社は「BE LOVE PAIR」を、小学館からは「Judy」、1985年に小学館は「プチフラワー」、集英社は1986年に「YOUNG YOU」を創刊した（Saotome 1993; Takeuchi et al. 2006a）。秋田書店の「ボニータイブ」の発行で、レディースコミックのエロチカはエスカレートした。これらの雑誌には、少女漫画の範疇の表現を超えた自由を求めるベテランの少女漫画家が起用された。新しいレディースコミックというジャンルは、少女漫画を描き20代後半か30代で引退し、結婚して、母になった漫画家にチャンスを与えた。野崎ふみえは言った。「年を重ねると、少女漫画を描くのが難しくなるんですね。大人になって、年上のお姉さんの視点から少女漫画を描くのが年齢的につらくなる。十代の漫画家のように、現実的で新鮮な恋愛の話が思いつかない。若い人には、感受性、新鮮さ、女の子の視点があります」(Interview 6：2007)。少女漫画では作家と読者の年齢が近いのが普通であることが多い。漫画家のほとんどは高校生や大学生の16歳、17歳、18歳くらいでデビューし、作品を発表する。読者の年齢が上がると、漫画家自身もアダルト向けに描きたくなる。少女に描く場合、テーマは女の子の夢、幻想、学園ロマンスになる（Yonezawa 2007）。
 
   　野崎ふみえは、少女漫画からレディースコミックに転向した。彼女は、10年くらいヤングアダルト向けに女性の生き方をテーマとする、地に足がついたストーリーを描いた。たとえば、妊娠と出産、子育て、学校、入試、ＰＴＡ、看護などである。野崎はいつも希望と救済を意識して話を考えると言う。「人生を応援するメッセージを送りたい」と取材で答えた（Interview 6：2007）。
 
   　レディースコミックの発展の初期の頃、出版社はプロのレディースコミックの漫画家を確保できなかったため、少女漫画家に依頼した。漫画家の多くが少女漫画雑誌とレディースコミック誌の両方に18歳以上に適切な内容（トピック、背景、心理、ストーリー展開）にした。こうして、レディースコミックは、少女漫画の表現法と内容を受け継いでいった。
 
   　人気テーマは、最初は愛とロマンス、友達作り、玉の輿結婚、白馬の王子様探しなどであった。女性の人生に登場する男性は見た目がよく、カッコよく、頼りがいがあり、優しくて、気がきいて、憎めず、高収入と安定した職業に就く包容力ある人物でなければならない。男性には収入、名声、地位があり、結婚すれば女性がその恩恵にあずかれる。一方、妻は綺麗でいて夫を支えなければならない。生きがいは、夫への献身。妻は、夫を愛し子孫を残す。女性たちは日常の平凡の中の非凡を楽しむため、レディースコミックのストーリーは、シンデレラの童話を現代の日本に置き換えている。女性の幸せの究極は結婚。多くのストーリーが大学生や刺激のない毎日を送っているＯＬの恋愛をテーマにしている。ＯＬは、会社の雑用や単調な繰り返しに飽き飽きしていて、人生に目標は特になく、一つの分野に特に優れているわけでもない。究極のロマンス、王子様との出会いといった現実離れの世界のハーレクイン・ロマンスとは違い、レディースコミックは女性が難なく主人公と共通意識が持てる。作り話だが、現実にありそうな気がするのである（Erino 1993；Ito 2000; 2002; 2003; Takeuchi et al. 2006a）。
 
   　レディースコミック誌は1980年代に多く創刊された。人気の秘密の一つは、内容がアダルトだったことだ。当時の「JOUR」編集長、田端美香は現在は双葉社の総務部の部長であるが、日本の生活様式が贅沢になっていった当時のことを思い出して言った。「バブル経済の時に現れたレディースコミックは、子どもの頃少女漫画を読まなかった人も喜んで買ってくれたんです。当時はレディースコミック誌なら何でも飛ぶように売れました。みんな購買力がありましたので、一度に数冊余裕で買っていました。バブル経済は、女性のセクシュアリティも自由にしました。女性が経済的に豊かになったため、セクシュアリティも解放され、男性もデートに気を遣い、ディスコに誘ったり、クリスマスイブは洒落たラブホテルや5つ星のホテルで一緒に過ごそうと声をかけました。お金があることで女性は快楽主義に走り、自由に行動するようになったんです」（Interview 8：2007）。
 
   　1980年代は、社会全体が女性にも性欲があり、性的活動にもっと活発に関わることが許されると認め始めた時期でもあった。解放的なセクシュアリティの容認がレディースコミックの売上を伸ばし、性や性的行動を表現する自由を与えた。1980年代の終わりには、100冊以上のレディースコミック誌が発行された。しかし、1990年代に入ってからは衰退していった（Yonezawa 2006：403）。田端美香は、「バブル経済は漫画にも影響したんです。1990年代は漫画の出版社にとってすごく苦しい時期でした。売上は落ち、発行部数は減っていきました。週刊雑誌が隔週になって、それから月刊誌になって、自然淘汰が始まっていたんですね」と述べた（Interview 8：2007）。
 
   　レディースコミック初頭は、自由な性的描画が許され、Ｒ指定やＸ指定の映画と同じくらいの程度だった。世間からは、女性のための紙に描いたポルノだと思われた。1984年、中小の出版社は独自のレディースコミック誌を発行し、性的場面が露骨すぎるということで悪名が高く、こうした雑誌は「女性用ポルノ雑誌」と言われた。余談だが、女性やセックスに興味津々の一部の男子大学生も惹きつけた。
 
    
 
    
    	汐見朝子を取材して
 
   
 
   　ここでは漫画家、汐見朝子の人生と作品を紹介し、日本のレディースコミックの発展と特にエロチック漫画のカテゴリーについて触れようと思う。汐見の人生と漫画を見ると漫画家人生とレディースコミックの創生期が浮き彫りになる。汐見は、少女漫画からキャリア半ばで方向転換をした。どんな家庭環境で育ち、政治紛争の大学時代をどう過ごしたか、初期の作品はどうか、最近の作品にはどんなものがあるのだろうか。どのような人から影響を受け、それが、その後、どう影響したのか等を探ってみたい。
 
   　汐見朝子の少女漫画家としてのキャリアは1970年代に始まる。彼女の作品は、人間ドラマからＳ＆Ｍ、ロシア文学の傑作からミステリーまでと幅広い。Saotomeによると、彼女は少女漫画から官能のレディースコミックに先陣を切って入ったベテラン作家である（1993）。汐見は成人した3人のお子さんの母親でもある。私は2007年8月、横浜の仕事場を訪れた。二度目は2007年12月、横浜中華街のレストランでお話を伺った。
 
   　汐見は1950年8月7日、横浜に生まれる。中央大学の学生だったときに漫画を描き始めた。｢薫くんだいすき」が集英社の「リボンコミック」に掲載された。
 
   　少女のころは小説家になるのが夢だった。高度な知識と豊富な人生経験の持ち主だけが小説家になれる。自分は無理だと思った彼女は、その代わり漫画家になろうと一念発起。子どもの頃から手塚治虫の漫画は好きだった。
 
   　中央大学一年のとき、学生は日米安全保障条約の改定に反対し暴動を起こした。学生運動は激しさを増し、若者は大学制度に不満を露わにし、勢いは全国に広がった。ベトナム戦争に抗議し、米軍基地の存在を憤り、日米関係全般に不満を爆発させた（Reischauer 1990）。反抗、紛争、暴動、権威との対立が汐見の大学一年生当時の風潮だった。大学は休講になり、彼女は多摩キャンパスのプレハブの仮校舎で開講されていた夏季講座に出席しただけだった。
 
   　汐見の専攻は文学部で東アジアの歴史だった。とりわけ、世界史とシルクロードに興味があった。歴史を学ぶことは執筆活動にプラスになると思った。大学が閉鎖されていたため、前期の間は特にすることがなく、彼女は漫画を描き始めた。
 
   　ある日、漫画の売り込みに集英社を訪れた。大学の近くの御茶ノ水に会社があった。そこで、もりたじゅんの漫画の原画を見た汐見は驚いた。強弱をつけた絶妙な筆さばきに衝撃を受けた。
 
   　編集者は汐見に可能性を見い出すも、話が童話的だと感想を述べ、少女漫画の勉強を薦めた。汐見の高校時代は受験一色で、漫画は読んでいなかった。彼女は、人気のある漫画のストーリーや絵を研究した。特に細かい表現、まつげの本数、キラキラした目の描き方、話の進め方に目を留めた。若者向けの小説も読んだ。｢小説ジュニア」を熟読した。編集者が指導教官のように人気漫画家への道を示してくれた。
 
   　大学は秋に再開した。汐見は、集英社にしばしばセリフの入ったネームを持ちこんだが、作品が掲載されることはなかった。一度、新しいスタイルで描いた16ページの漫画を持ち込んだ。高校生の時に好意を持っていた男の子を主人公にした。それが「薫くんだいすき」である。他の漫画家のスタイルの真似はしなかった。作品には自分の経験を詰め込んだ。新しいスタイルを試してみたのは背水の陣だった。断られることにうんざりだった。｢薫くんだいすき」は汐見の初めてのラブコメディだったが、崖っぷちで生まれた作品。これが大ヒット作になった。彼女はコミカルでギャグがきいたこの作画スタイルを数年、続けた。しかし、長くは無理だった。優れたユーモアのセンスとギャグの溢れ出す才能が必要だった。
 
   　汐見は「リボンコミック」に他の作品も載せたが、1971年に廃刊になったため、「りぼん」に掲載の場を移した。彼女は、いつも有能な編集者に恵まれ、人々の心に触れるドラマを創るように道が照らされた。彼女自身も人間ドラマを描きたいと思った。1970年に、｢グッバイ灰スクール」の執筆を始めた。日本の教育制度の矛盾、特に非人間的で、時に生きる希望をなくすほど過酷な試験地獄を題材にした。共産党新聞｢赤旗」の日曜版に連載された。ストーリーの舞台は夜間中学だった。生徒はいろいろな事情で学校に通えなかった若者や大人だった。汐見は実際に夜学に通う幅広い年齢層の生徒を取材し執筆した。漫画は評判になった。
 
   　1973年の「さわやかな朝」から画風はもっと現実的なものに変わった。この漫画ではお店屋さんや職人が住む普通の町の一般的な労働者階級の暮らし、幸せ、悲しみを表現した。こうした人々は豊かな社会では忘れられた存在で、滅多に少女漫画の夢見る世界の登場人物にはならない。汐見は心情に触れるいろんな人との出会いを通じて、大人に成長する少女の話を描きたかった。少女漫画は当時、上流階級や中流階級の少女のファンタジーの世界が主流だった。それに対して汐見は働く少女の現実を漫画にしたかった。汐見の父親は真の階級意識を持った家族思いの人だった。父は子どものころの汐見を煙突の立ち並ぶ工業団地に連れ出し、額に汗して働く人々の姿を見せた。性別、年齢、社会階級に関係なく、すべての人間は勉強し、働き、職務を全うしなければならないと諭した。父親が彼女の社会問題を描く漫画に一番大きな影響力を持った。
 
   　汐見は漫画に人間ドラマのパターンを作り、それを3年ほど続けた。時が経つにつれ、彼女は憂鬱になった。人との対立が起きる理由やどう物語を進めていったらいいかを考えると哲学的問題が重くのしかかった。人間を扱うドラマは、真剣すぎると思うようになった。
 
   　ある日、｢ヤングレディ」という女性週刊誌が美容院に置いてあった。中に成人女性向けの漫画のページがあった。主人公は職場でいじわるをされる美容師だった。汐見は思った。「これが私が描きたい漫画だわ」と。汐見は講談社の編集者として働く友人で、たまたま中央大学の漫画クラブの先輩だった人にレディースコミックの編集者を紹介してくれるように頼んだ。女性向けのこうした漫画を描くべきだと思った。人脈と指導者の存在がキャリアの確立には不可欠の要素のようだ。
 
   　講談社は「BE in LOVE」という成人女性向け月刊漫画雑誌を1980年9月に創刊した。その後、1982年に隔週発行の「BE LOVE」になった。汐見は「わたしたちの始まり」を掲載した。ストーリーは夫との出会い、結婚、3人の子どもの子育て、仕事と家事との両立など、自身の実話を下敷きにした。週刊の「ヤングレディ」には3本連載した。その1本がいわゆるオールドミスが偶然、王子様に出会うラブコメディだった。女性読者は等身大のファンタジー、ロマンス、ニーズ、性的欲求を満たす漫画を読みたいのだ。レディースコミックには性的表現の自由があり、アダルトラブのシーンも許された。この新しいトレンドは非常に人気を博した。Ｈ系と呼ばれるレディースコミックはソフトポルノとして1980年代にはよく売れた。多数のレディースコミック誌が創刊され、性的表現はエスカレートし、1990年代の初めまでその傾向は続いた（Erino 1993, Ito 2002; Saotome 1993）。
 
   　汐見はハードコアのＨ系の漫画に目覚め、楽しんで仕事に励んだ。サディズムの祖と呼ばれるサド侯爵のエロチックな作品は好きだった。高校生のころから翻訳小説は読んでいた。Ｓ＆Ｍを漫画にすると心が躍り、興奮して創作に没頭した。Ｓ＆Ｍは裸の肉体、ロープ、ムチ、かん腸、張形、木馬、その他各種器具を使う世界である。汐見は成人漫画に描くことを自分は実践しない。実際に行なっているかのように漫画に描くのが好きなのである。汐見は自分の性的志向は正常だと言う。普通の女性だと言う。彼女は一夫一婦制の結婚生活を送り、他の女性と同じ欲求を持ち合わせていると考えている。現在、50歳代。性的に活発ではなく、行き場のない性本能がしばしば創造的なアートを生み出す原動力になるのだ。
 
   　｢女性はセックスライフにファンタジーを求めているの」と汐見は言う。平凡な毎日をしばし忘れ、エキサイティングで異常な様相を呈するレディースコミックにのめりこみたい。読者はセックスについては日常を超越した架空の設定を好む。Ｓ＆Ｍの場面は汐見の漫画に常に登場する。汐見自身はロープで縛られたり、ムチで叩かれたりするのはご免だ。彼女に言わせれば、こうした行為は屈辱的かつ侮辱的だ。一方、漫画の読者は自分の性的幻想に浸り、官能の世界の危険とその結末を気にせずに経験できる。｢現実」は汐見の漫画のページの中だけに存在し、読者が漫画を閉じたときに終わる。
 
   　2007年4月から汐見は新しく｢週刊女性」に「修羅の檻」を連載した。この雑誌には飽くなき嫁姑戦争や嫁いびりの話が満載である。汐見はこの週刊漫画雑誌には、セックスは描かなかった。
 
   　最近は、インク、紙、油などのコストが高騰し、漫画雑誌の制作は高くつく。かつては紙が唯一のコミュニケーションの媒体だったが、漫画も電子化の波に呑み込まれた。いわゆる「携帯漫画」は、21世紀最初の10年間で人気を伸ばした。携帯電話の画面は漫画本や雑誌よりかなり小さいが、読者にとってはプライバシーの点で好都合だ。特に公の場、電車、地下鉄の中で読むときは便利だ。2008年の夏、汐見は携帯電話会社の代理の出版社に漫画を提供し始めた。紙面が唯一の発表の場だという狭い考えは捨て、テクノロジーを利用した新しい試みに挑みたかった。絵のスタイルと内容は従来通りにした。ドコモやＫＤＤの技術で、今では携帯漫画はウェブサイトでも読める。携帯会社の漫画閲覧サービスは、利用に応じ利用者に個別に請求される。クレジットカード決済よりお金の回収が確実にできる。
 
   　汐見の漫画は40年の間に少女漫画の「感動」からレディースコミックの「官能」の漫画に変わった。汐見は、「人生最後まで漫画を描き続けたい」と言う。
 
    
 
    
    	まとめ
 
   
 
   　現代の日本のレディースコミックは、今の時代の話の語り部であり、漫画の中の言葉は十分分析に価する。本章では、テーマと内容の点で遥か昔に女性が著した作品が今日のレディースコミックにつながることを示した。最初に少女漫画の創成期を簡単に紹介し、次に、少女漫画からいかにレディースコミックが生まれたかを説明した。二人の漫画家の取材を載せたのは、現在のレディースコミックの背景知識になると思ったからである。
 
   　歴史を振り返っても世界を見渡しても、口頭や紙面で展開する物語は世間一般に広く楽しまれる娯楽である。日本においてもその伝統は長い。紫式部の「源氏物語」は11世紀の初頭に書かれ、ウィリアム・シェークスピアの傑作に匹敵する女性による世界最初の文学として知られる。平安時代は女流文学が花開き、「枕草紙」、「蜻蛉日記」、「とはずがたり」などの作品が世に出た。宮中の女性たちによる文学の題材は日常体験だった。祝い事、恋愛、嫉妬、恋人への対抗心、葛藤、対立、内省などが記された。
 
   　「源氏物語」を原作にして描いた漫画家は何人もいる。大和和紀、井出智香恵、長谷川法世、牧美也子などである。漫画という新しい現代の媒体は入念な研究と「芸術性と学究心をもって」（Hirota 1997：30）執筆されている。作品は、「この時代の学者を満足させるほど細部まで正確で、平安の宮廷文化の様相と感触の表現は現代の読者に親しみを感じさせる」（前出文献）。実際、絵が伝えるものは大きい。
 
   　20世紀の初めに、婦人雑誌が数多く創刊された。「婦人世界」、「婦人之友」、「婦女界」、「婦人倶楽部」などである。日本の識字率は非常に高く、料理、子育て、家事、姑問題といった特集記事が掲載された。これらのテーマは今もレディースコミックの中心である。
 
   　「青踏」は大正時代の「大正モダニズム」の一部として出てきた特色ある雑誌であった。雑誌には執筆、編集、出版まですべて女性が携わった。こうした「新しい女性」は自立と自由を制限する伝統の因習性をとりはらおうとする女性を勇気づけた。作家たちは結婚、家族、教育、法律など、女性にとって問題となる状況を文章で明らかにした。良妻賢母を鏡とするよう育てられた女性に、政治に参加し、社会の不正と闘い、社会問題に解決を求めて立ち上がるべきだと奮起させた。「青踏」の記事には私的な事件、ほとんどスキャンダルな出来事を作り話にして披露した。この告白のスタイルは現在のレディースコミックに見られる。漫画の主人公はナレーションの形で自分の経験を物語るからだ。
 
   　月刊の少女漫画雑誌は1940年代、1950年代に現れ、少女漫画は1960年代に日本の現代漫画のジャンルとして確立した。1970年代は少女漫画の黄金期であり、少年漫画と同じレベルまで地位が上がった。この時期に「花の24年組」と言われる昭和24年生まれの漫画家が活躍した。萩尾望都、竹宮惠子、山岸涼子、大島弓子、樹村みのりは「ニューウェーブ」と呼ばれた。彼女たちの漫画は自己表現と自己実現に重点を置き、今までと違う考えさせるテーマを扱った。ＳＦ、友情、ホラー、アイデンティティ、同性愛、性の問題などである。手塚治虫の漫画を読んで育ち、週刊少女漫画雑誌に掲載された彼女たちの傑作は少女漫画の道に影響を与えた。
 
   　1960年代と1970年代はしっかりした強い意志を持った主人公が登場し、ロマンチックで「ゴシック」なストーリーが主流になった（Shiokawa 1999）。しかし、露骨な性的シーンはほとんどなかった。1970年代の少女漫画の黄金期にテーマは多様化し、多くのファンの心をつかんだ。この時期、優れた語り口の古典的傑作や芸術的な作画法、独特のページレイアウトが生み出された（前出文献）。
 
   　日本の少女の多くは少女漫画を読んで成長した。少女漫画というジャンルは1960年代、1970年代に独自性をもった。少女たちは愛とロマンスの世界にのめりこんだ。ヒロインに感情移入し、男性キャラクターと恋に落ち、コーチに憧れ、学校では教えてくれない貴重な人生の教訓を学んだ。今日の少女漫画は日本の青少年と新世紀の大人の精神生活にまだ影響力を持つ。
 
   　日本の女性は文学の担い手として、更には読み手として長きにわたり非常に積極的である。漫画の世界も然りである。レディースコミックは、少女漫画を楽しんでいた読者の年齢が上がり、今の社会での地位に見合ったものをということから1980年代に誕生した。その素材としてアダルトの内容が入った。最初は成人女性のためのポルノだと見なされたが、すべてのレディースコミックがアダルトの内容ばかりではない。今日のレディースコミックのほとんどは愛、ロマンス、セックスといった普遍のテーマを描く。その扱いは離婚、不倫、近所づきあい、困った上司などといった日常の現実と同程度である。レディースコミックの最近の傾向については次の章で詳しく取り上げたい。
 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・              
 
   ＊本章の一部は International Journal of Comic Art, Japan Studies Review, Journal of Popular Culture に掲載。
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
   第二章　
 
   レディースコミックの新しい傾向：　
 
   多様化とカタルシス
 
    
 
    
    	はじめに
 
   
 
   　レディースコミックが世の中に出て認知されてきたのは1980年代の中ごろ、経済が拡大した時と同じ時期である。本章では引き続き、このジャンルがいかに発展していったか、現在はどんな状態にあるのか探る。
 
   　漫画ブームは1980年代の半ばに起こった。漫画は飛ぶように売れ、大きな富を生んだ。「バブル経済」と呼ばれた頃である。1985年9月、経済の活性化はアメリカドルの価値引き下げを目的とした国際的合意であるプラザ合意とともに始まった。目指したのはドイツと日本に対する巨大なアメリカの赤字削減だった。日本政府は金融政策を緩和し、それが信用の急落につながった。「バブル経済」は地価や株式の高騰が1980年代中ごろから1990年代の最初まで続き、一過性の新しい富の蓄積を促した（Wood 1992）。経済は若者や女性を豊かにし、自由な生活様式、開放的なセクシュアリティの追求に向かわせた。
 
   　ほとんどの日本人はバブル経済の頃、中流階級の所属意識、生活感覚を持った。若い女性はお金に余裕ができ、自立心が強まり、行動が積極的になった。ブランド・ファッションやアクセサリーを買い、ハンドバッグ、財布、スカーフ、腕時計、香水、宝石、服、化粧品等が社会的地位を誇示する象徴になった。女性たちは国内外のティファニー、ルイ・ヴィトン、コーチ、エルメス、ディオールのショップや免税店に出かけた。物質的な豊かさと快楽を求め、セクシュアリティのタガは外れ、オープンになった。社会はこの新しい傾向を受け入れ、若い男女はこの風潮を歓迎。男性は女性を誘い、連れ立ってきらびやかなディスコ、クラブ、おしゃれなレストランに繰り出した。あまり人気のない男性も綺麗で若い女性を相手にできた。「アッシー君」は車の便宜をはかってくれる人、「メッシー君」は食事をおごってくれる人、「ミツグ君」は贈り物をくれる人。そんな造語ができた。男性はサービスを提供しても、性的見返りや金銭の報酬は期待しなかった。若くて流行最先端の女性の彼氏になり、運が良ければラブホテルに誘う。
 
   　ラブホテルは自宅が狭くプライバシーがない夫婦、デート中のカップル、不倫カップルなどが愛を確認する場所である。短時間の利用もでき、24時間営業。料金は時間単位で支払い、宿泊もできる。建物はそれほど高層ではなく、外観に特徴がある。一般のホテルより派手でカラフルなところが多い。全国至るところにあり、「目的は一般的にセックスが共通項で、あからさまに話の種にはされないが、便利に使われている」（Time Out 2007：42）。未婚、既婚に関係なく使う用途は同じ。レディースコミックの主人公もその例に漏れない。
 
   　ラブホテルの内装は、異国情緒風、ディズニーランド風、アラブの砂漠風、フランスのお城やアメリカ西部の雰囲気を醸し出すところなど様々である。和室の場合、「源氏物語」風もある。ハート型のジェットバスやスチームサウナ、ハンモック、プール、スペースシャトル型ベッド、カラオケ、もちろんテレビやＤＶＤを完備。建物は遠目にそれとすぐわかる独特の形状だ。童話の世界から飛び出したような城や豪華客船に似せたものあり、一方、電車の駅の近くに建つ普通のビジネスホテルのようなものもある。
 
   　ラブホテルはチェックインとチェックアウトは簡単で、客は従業員と顔を合わせなくてよい。場所によっては、客が車外に出て、パネルに表示された部屋を好みで選ぶ。決めたら、小窓から鍵を受け取り、中に入る。窓が小さいのは利用客の顔が見えないようにする配慮からである。チェックインの機械が備わっているところもある。不倫や売春目的に使うには匿名性が特に重要だ。もちろん、その目的の商売は日本では違法だが。
 
   　1980年代に経済に勢いがあった頃は、自由恋愛が花盛りだった。レディースコミックも大きく発展した時期だった。Bornoff によれば、「80年代の中ごろは年間のラブホテルの収益は合わせて3兆円から4兆円もあり、ほとんどが税務署に報告されていなかった」（1991：19）。日本の出版産業もバブル経済の間は景気が良かった。レディースコミック誌が次から次に創刊され、どれも人気が出た。少女漫画を読んで成長した女性たちは、1980年代に成人してからは年齢相応の内容を好んだ。少女趣味のファンタジーや学校、大学、季節ごとの行事などを題材としたラブコメにはもはや興味がなく、現実的で真剣、かつロマンチックでセクシーなアダルトな素材を求めた。若い頃に少女漫画を読んでいなかった女性たちも、成熟するにつれレディースコミックを読むようになった。1980年代の終わりには100冊以上のレディースコミック誌が巷に溢れた（Interview 8：2007；Yonezawa 2006）。
 
   　田端美香は1980年代の中ごろ、レディースコミックの創生期の証言者である。子どもの頃から少女漫画が大好きで、就職したのは東京、双葉社だった。会社はレディースコミックの時代が来ることを予想していた。田端は「JOUR」（ジュール）という漫画雑誌の創刊を手伝うことになる。編集長は中年の男性だった。当時、田端は25歳。彼女は少女漫画で実績のある漫画家や新人を起用した。創刊号の準備には6か月ほどかかった。田端はその後、政治家に転身したが、「JOUR」のフリーランスで編集の仕事もした。双葉社に戻ってからは、同誌の四代目編集長になった。「1980年代の半ばには、漫画が正当な大衆娯楽だと社会から評価された時期で、漫画の地位が上がりました」と当時を振り返る。
 
   　漫画ブームは数年続き、別冊や特別号が発行された。性的表現の自由がレディースコミックの大きな魅力の一つであったが、性に特化した低品質の雑誌が次々と出て、市場を席巻し始めた。こうした雑誌は性を煽動的に取り上げたため、マスコミは興味本位に話題にした。残念なことだが、世間からレディースコミック誌の多くは女性ポルノ雑誌だと誤解された。しかし、一方、愛、ロマンス、家族を描いた良質の漫画は今も生き残っている。
 
   　漫画雑誌は他の出版物や商品と同じく、需要と供給が売上を決める。そのため、読者のニーズ、好み、趣味に合ったものでなければならない。東京都の自治体、保護者や婦人の会は、愛の絡み、ヌード、アダルトな場面の描写に抗議をした。成人向けの内容を掲載するレディースコミックも審査の対象になり、何冊かは発行禁止処分を受けた（Interviews 7 and 8：2007）。
 
   　初期の頃のレディースコミックは、主人公は若くて未婚と相場が決まっていたが、今は主人公の年齢や社会階級は特定の一つではない。最近は幅の広いヒロイン像、多様な社会状況が設定され、読者基盤とアピールを強めたいと意図されている。王子様探し、結婚、子育てなどの内容から、最近は看護や「狭間の世代」―子どもと老親の両方の面倒をみる女性―が抱える問題を描くものまである。（Interview 1：2007）。
 
   　他の出版物同様、レディースコミック誌の売上は1990年代初めから下がり気味だ。背景には技術の発展がある。インターネットの利用と2000年代から目立ってきた漫画喫茶の人気も理由だ。しかし、漫画雑誌の売り上げはまだ堅調である。「2005年出版指標年報」によれば、レディースコミック誌は2005年、4,250万部を売り、特別号や増刊が2,200万部、合計6,450万部ほど売り上げている（全国出版協会2005：243）。井出智香恵や汐見朝子といった漫画家は、現在はレディースコミック誌や出版社代わりのインターネットのプロバイダーに作品を提供している。漫画の媒体がネットに移行しているのかもしれないが、日本人の漫画好きが変わることはない（Interviews 7 and 12：2007）。
 
   　最近のレディースコミックのストーリーは、女性の日常体験を基にしたものが多い。編集者と漫画家はテレビ、ラジオ、インターネット、新聞にアンテナを張りめぐらしネタを探す。雑誌によっては嫁姑関係、家庭サスペンス、ミステリー、主婦の実話、ポルノを載せる。最初の頃に比べると最近ますますテーマやトピックの幅が広がっているようだ（Interviews 1, 5, 6, 8, 9, and 11: 2007）。
 
   　出版社は、市場でシェアを確保するために対策を立てなければならない。本章ではテーマの多様化という新しい傾向、ストーリーの制作法、カタルシスの解放の手段という視点から状況を考えてみたい。
 
   　ここでは20冊以上のレディースコミック誌と、東京と横浜で数人の雑誌編集者と漫画家を取材した内容も合わせて紹介する。私が読んだ合計1万ページ以上の漫画は、2003年から2009年まで東京の出版社から発行された漫画雑誌に掲載された作品で、論理的解釈の対象となる芸術的かつ「文学的」テキストとして研究した。
 
    
 
    
    	現在のレディースコミック
 
   
 
   　レディースコミックが掲載される主な媒体は、隔週、月刊、隔月、季刊に発行される雑誌である。その他、女性週刊誌や月刊誌の中に漫画のページが少しある。頻繁に特別号も発行される。
 
   　雑誌のサイズはほとんど約15cm x 21cmの大きさで、厚さは3.8cmから5cm。以前は多くは大判で、17.5cm x 25.5cmが普通だった。
 
   　値段は頁数により、今の時点のアメリカドル換算では3.8ドルから6ドル。紙の質は悪く、粗く、安っぽいが多色刷りに適し、ページをめくる読者の指を汚さない。数冊をまとめ買いし、家で読むのが普通だ。こうした漫画雑誌は、読み終わったら、捨てるか人に譲る使い捨ての娯楽である。典型的な日本の家屋は部屋数が少なく、本棚のスペースに限りがあるのでコレクションには適さない。少年少女の週刊漫画雑誌や月刊漫画雑誌も状況は同じだ。しかし、人気の漫画シリーズは「コミックス」と呼ばれる単行本になり何巻とセットになって販売される。
 
   　漫画のカテゴリーはドラマ、ロマンス/ファンタジー、ポルノなどである。読者の投稿を元にしたものもある。アメリカ映画評定のＧ（一般向け）、ＰＧ（親の許可が必要）、Ｒ（成人向け）からＸ（ポルノ）までの範囲に相当する。読者の大多数は20歳代から40歳代の女性だが、読み始めるのは10代の中ごろではないかと思われる。50歳代、60歳代の読者もいる。漫画家はほとんどが女性だが、男性もいる（Erino 1993；Interviews 1, 2, and 5: 2007, Ito 2002）。
 
    
 
    
    	読者の投稿とカタルシス
 
   
 
   　レディースコミック誌の最近の傾向は多様性である。出版社は競争が激化する市場に食い込まなくてはならない。雑誌によってはアンケートの形で読者から情報提供を募る。気に入った漫画を評価してもらうのだ。編集者はどの作品、どの漫画家が一番人気か、何が売れ行きがいいかをつかみたい。質問票は、雑誌の一番最後のページに綴じられている。つまり、作者と作品の人気投票のようなものである。アンケートの回答率を上げるため、抽選でイラストが贈呈される。賞品は豪華だ。ブランド品のバッグ、財布、スカーフ（たとえば、コーチ、エルメス、ルイ・ヴィトン）、デジタルカメラ、写真プリンター、最高級白米20キロ、ハンカチ、Ｔシャツ、腕時計、スニーカー、ソニーのＰＳＰ、任天堂ＤＳ、Wii、テーブルクロス、ティーポット、家電製品など。
 
   　「Silky」編集長小池武の話では、ブランドのバッグの景品の時はいつも人気が高く、反響が大きいそうだ。たいていの日本の女性はヨーロッパ製のブランド・バッグが好きで、バッグで社会的地位を判断する傾向がある。
 
   読者アンケートの一例は、
 
   （1）名前、住所、電話番号、年齢、既婚・未婚（独身、離婚、義理の母、娘）
 
   （2）希望の賞品を2つ
 
   （3）もっとも気に入った漫画を3作
 
   （4）あまりおもしろくなかった作品１つとその理由
 
   （5）雑誌の購入場所
 
   （6）他に定期購読する雑誌
 
   （7）今もっとも興味を持っていること
 
   （8）投稿欄（長さは自由）
 
   　近所づきあい、姑、夫、こども、性的な出会いなど、実際に体験したことを雑誌社に送るかホームページへの書きこみを読者にお願いする。匿名希望の編集者の一人はこう言った。「ノンフィクションや現実に起きた話は一番興味をひくんです」（Interview 1：2007）
 
   　読者は日常生活の打ち明け話をハガキに書いて郵送するか電子メールを送る。編集者と漫画家は投稿の内容を吟味し、読者の匿名性と私生活を守りつつ修正し、アピールするポイントを際立たせる。漫画家はセリフを考え、ネームを作り、編集者からＯＫが出ると作画に入る。こうして多くの人と共有したい事件や個人の経験を基にした作品ができあがる。
 
   　投稿が採用されると謝礼金が出る。たとえば、ぶんか社の「本当にあった主婦の体験」では１万円である。私自身、ぶんか社に2回投稿した。最初の１つは親友と彼女の姑のことを書き、もう一つは私の恋愛体験談だ。数か月後、編集者からＥメールが届き、私の投稿が採用とのことだった。お礼に書留で現金を送るという。私はアメリカ在住なので日本の両親に送ってくれるように頼んだ。2つ目の投稿は数か月後に掲載され、その時も両親が1万円を受け取った。ストーリーを売り報酬を受け取るという大変見返りのいい経験だった。主婦にとって、現金の報奨金は特に魅力的だ。臨時の小遣いがもらえる感覚だろう。
 
   　竹書房の「愛の体験スペシャルデラックス」はアダルトな内容の雑誌である。賞品は、1万円相当のアダルト商品（色々な種類の張形、バイブレーター。同時に三か所を刺激する機能付きもあり）と5000円の図書券である。
 
   　雑誌の最後の方に、いくつか「コーナー」（読者からの記事欄）が設けられており、忘れられない出会い、近親相姦、レイプ、Ｓ＆Ｍ、スワッピングなどの経験が投稿されている。その他の「コーナー」は初体験、禁断の愛のファンタジーなどが載っている。たとえば、架空の婦人科クリニックで見目麗しい医師が患者を襲う――おぞましい光景であるが、人によっては興奮する話や、婦人科医が答えるセックスとセクシュアリティに関する質問コーナーがある。読者はこうした「コーナー」を読んで疑似体験し楽しむのかもしれない。
 
   　投稿することでカタルシスは発散される。自分に起きた出来事や妄想を書き記すことで自分自身をカウンセリングできる。「ブリタニカオンライン百科事典」によれば、カタルシスは次のように定義されている。「芸術を通じて生じる（特に同情や恐怖心といった感情）の浄化または罪の償い」。カタルシスは演劇、カウンセリング、医療の特定の分野（たとえば、精神分析）、宗教ではしばしば効果的に使われる。
 
   　プライベートの経験を書くことでストレス、心配、欲求不満を発散でき、鬱積しているかもしれない罪悪感、不快感、不愉快さ、悩み、否定的な感情を吐き出す。書くことはカウンセリングを受けているのと同じ働きがあり、心の奥底を見つめ、反省する気持ちが芽生える。人は書きものをすると観察者となり客観的に経験をとらえようとする。一方、それを読んだ人は自分以上に悩んでいる人がいることを知り、救われた気分になる。このカタルシスの効果については長年議論され（Kazdin 2000: 49）、「泣く、震える、笑う」といった感情を出している間は爽快で、前向きな結果につながる。「頭がすっきりし、リラックスし、新たな力が湧き、士気が高まる」（Scheff 1979: 67）。
 
    
 
    
    	職業とジェンダーの役割
 
   
 
   　レディースコミックのヒロインのほとんどは主婦、または花嫁候補の若い女性やキャリアウーマンである。アメリカン・コミックのスーパーヒロインのワンダーウーマン、キャットウーマンとは違い、普通の暮らしを営む平凡な女性が主役なのだ。女性の職業として多いのは伝統的に女性が占める「ピンクカラー」と呼ばれる仕事である。つまり、バーのホステス、事務員、調理人、エレベーター嬢、キャビンアテンダント、主婦、モデル、ＯＬ、秘書、セールスウーマン、ツアーコンダクター、ウェイトレス。他の職業は、弁護士、探偵、医者、看護師、ショップオーナー、教師、学生、役員、錠前屋、警官、タクシーの運転手、作家。「普通の」社会の周辺で働く女性も登場する。たとえば、ＳＭクィーン、性の奴隷、娼婦、ストリッパーなど。年齢、職業、社会的地位、既婚か未婚かなどに偏りがなく実にヒロイン像の幅は広い。
 
   　読者は、主人公がそれぞれの状況で遭遇するツライ体験を疑似経験する。威張り散らす上司、弱い者いじめをする同僚、疲労蓄積の長時間労働、失敗の後始末、理不尽なクライアント、患者とのつきあいから主人公が感じることを自分のことのように受け取る。場面によっては耐え難い感覚を覚える。読者は、主人公やその話そのものに共感し同情し、我が身を振り返り、耐えがたきを耐えなくてもいいことに安堵する。主婦業は退屈きわまりないが、9時から5時まで働くことや出世の苦労はない。レディースコミックは現状満足を諭し、気持ちを静めてくれる。
 
   　ストーリーに登場する大多数の女性は、主人公を含め、典型的、伝統的な家庭内で割り振られた主婦業や家事に携わる。妻は外で働き家事も担い、非協力的な夫や子育てに対しジレンマやストレスを感じる。作品に登場する人物は、おばさん、お手伝いさん、娘、義理の娘、ガールフレンド、孫、祖母、主婦、恋人、愛人、母親、姑、隣人、姪、男好き、教育者、妹、義理の姉妹、妻、未亡人などである。一人の編集者（匿名希望）は取材で、次のように話してくれた。
 
   「雑誌の読者は成人女性ですが、家族、隣人、姑と接触するだけの小さな
 
   

 

世界にいる主婦ばかりではないんです。話の幅は広く、多様です。たと
 
   えば、独身で35歳の独身女性が主人公なら、主婦層と共有できる何かが
 
   彼女の中になければならない。時代が今ではないという設定なら、結婚し
 
   て子どもがいれば読者は共通意識を持ってくれますし、姉妹が話にからめ
 
   ばいろいろな愛の形が描け、登場人物が増えて話は膨らみます。読者ア
 
   ンケートの結果、中心層は30代から40代だということがわかりました。
 
   編集の仕事を始めたばかりの時は、主人公は恋に落ち最後は結婚というパ
 
   ターンでよかったんです。それは読者が若かったから。今は読者の年齢相
 
   応にメインテーマは、家族と子どもになりました」（Interview 1：2007）
 
   　一般的に雑誌の内容は、編集長好みのものになる。「JOUR」編集長の田端美香は、「編集長は、絶対的権力者。雑誌は基本的に編集長のもので、したいようにするんです。雑誌のトーンを決めるのも編集長です」と言った。田端が編集長だったとき、漫画の中で主張したかったことは女性の自立、意思の疎通、自己実現であった。夫の延長線上にある妻という存在から自己に目覚め、自己実現を図るポジティブな女性像を示したかった。主人公は経済的、感情的、精神的に自分の足で立って生きている女性だ。たとえ離婚という結末になったとしても、ハッピーな終わりかたにしたかった。田端自身、一度離婚を経験し、彼女が感じ、考えていたことが雑誌に反映されたことは明らかである（Interview 8：2007）。若いころの田端は、編集長として成功し、能力に自信があった。漫画家汐見朝子は言った。「あの当時の意気盛んな女性編集者は、レディースコミック誌の編集長を目指し、中小の出版社で頑張るしかなかった。大手で出世するのは至難の業だった。男性編集者が認められようと必死だったから、女性にはかなり厳しい状況だったはずです」（Interview 7：2007）。
 
   　日本の女性が従事する職業の点では、いくらか前進が見られ、最近のレディースコミック誌では、伝統的に女性ならではの仕事以外に就いているヒロインが描かれるようになった。接客など、女らしさを武器にする職に就く主人公の場合は、積極性が増し自己主張が強い。主婦業に飽きているか、キャリアウーマンの場合は男性から職場で女としてのプライドを傷つけられ、欲求不満なのかもしれない。主人公が有能で新しいタイプの女性で、自立していて知的で、敢然と困難を乗り越えていくところに読者は共感する。観察者、傍観者になって読む。井出智香恵は言った。「主人公は普通の人ですが、話を面白くするために必ずどこか特別な面があるようにしています」（談話2009）。
 
   　漫画で紹介されている対処法を、実際にどう活かすかは個人の自由である。今日の日本人女性は、社交の場や人と親しくつきあう場面で、仕事と経済力があるために強くなってきたようである。自分を犠牲にせず、人生に目的を持つようになった。配偶者との関係に行き詰まった時、ただ耐えるより離婚を選択肢に入れる。母親の世代なら離婚には社会的圧力がかかり、子どもがかわいそうで、決断できなかったかもしれない。家庭内暴力を描く作品には夫の元を離れる妻がよく登場する。女性は現実社会ではキャリアウーマンや地域のリーダーとして力が認められるようになっている。レディースコミックの世界では、それがより顕著に描かれる。
 
    
 
    
    	カタルシスのテーマと内容：涙を誘うストーリー
 
   
 
   　感動、前向きな人生観、気持ちを揺り動かすストーリーに特化したレディースコミック誌がある。お涙頂戴ものは、心が解放されるために爽快な読後感を残す。漫画家の風間宏子は言った。「漫画を描くことは人間を描くことです。私は人間を表現し、人間とは何かを追及したいと思います」（Interview 4：2007）。
 
   　読者は涙を誘われ、心が温まり、深く人間を描いたストーリーやドラマに共感する。普通の話の場合、家族や仕事上で起きる事件を経て成長する人間ドラマである。他には、自立、共存、上司との関係、自分探し、キャリアの追求、恵まれない人への共感などの精神的、社会的要因が入る。登場人物のセリフは現実味があり、実際に身に覚えがある人には、人生の知恵と受け取れる言葉が胸を打つ。人間関係、人の優しさ、真実の愛を得て、主人公が成長する姿に目が離せない。ハッピーエンドであろうがなかろうが、記憶に残るエンディングで締めくくられ、感動に包まれる。感情を揺さぶる点では、レディースコミックの漫画には古典文学さながらの傑作がある。
 
   　2006年1月に秋田書店から発行された「デジールDX（デラックス）」特別号は全597ページに及び、全11話。作品のほとんどは家族、夫婦、友人、恋人、同僚、隣人との物語である。安堵感はあるが、愛する人の病気や死といった悲しみと苦しみの世界だ。時間がうつろい、涙あり笑いありの様々な要素がからむ。人間の感情の二面性が浮き彫りになる。
 
   　ヒロインは、津波のようにやってくる悪運と過酷な運命に翻弄されるが、希望を失わず、全力で乗りきり、勝者となる。これらのお涙頂戴話が喚起する、とどめもなく流れる涙を拭くために手元にティッシュー箱は必須アイテムである。話がカタルシスを起こし、感情的に解放される。これがお涙頂戴のレディースコミックにハマる主な理由なのだ。「デジール」誌の編集者は言った。「読者には気分がよくなって、元気を回復してほしいんです。希望を持って前向きな気持ちになり、癒されてほしいんです」（Interview 2：2007）。
 
   　月刊誌「Silky」は2003年に白泉社から創刊された雑誌である。最初、小池武は少女漫画雑誌「花とゆめ」の編集をしていたが、「Silky」の編集長に就任した。この雑誌には、心が癒されるような作品が掲載された。2008年1月号の表紙には「涙と愛　感動のストーリー」とある。１話の長さは30ぺージから60ページ、感動の全13作。愛する人を失った話がいくつかあり、「明日はもう愛する人と会えないとしたら・・・？　最後だとわかっていたなら」という、表紙に大きく書いてある文が余韻を残す。
 
   　林久美子の「ファーストレター」は「Silky」の2008年1月号に載った感動傑作である。ＯＬの和泉という若い女性が主人公。初出勤の日、一人の男性に目が留まる。その人は会社の課長で、名前は圭悟といった。廊下でクライアントと話していた。和泉は、部下のミスに頭を下げる誠実な彼の態度に好感を持つ。一目惚れだった。
 
   　数か月が過ぎ、和泉は圭悟にラブレターを出す。あなたのことをもっと知りたいと書いた。圭悟はハンサムで、長身で頭脳優秀。生まれ育ったのはアメリカで、某有名大学卒。東京の会社にヘッドハンティングされ日本に来たのだった。
 
   　和泉は初出勤の日、体調がすぐれず、半日休みをとって午後から出社した。圭悟は彼女に見覚えがあったが、和泉はマスクをして顔が隠れていたので圭悟は覚えていないと思っていた。
 
   　圭悟は手紙を受け取ってしばらくして、彼女に自宅アパートの鍵を渡した。仕事で忙しくなりそうだから、しょっちゅう会うのは難しい。でもアパートに来てもいいと言う。和泉は親切で誠実な人だと思った。はっきりと愛情を口に出してくれないが、日本の男性としては普通だった。ある日、彼女は、圭悟にラブレターを書いてとせがんだ。手紙に書く方が簡単だと思ったからだ。だが圭悟は、気持ちを表に出すのは苦手だった。
 
   　圭悟は帰りが深夜になることが多かった。彼を待つ間、和泉は頑張って料理や掃除、家事に精を出した。彼は仕事が忙しく帰宅しない日もあった。3年が経過。和泉はまだ自分のアパートに住み、圭悟の家で彼を待って時間を過ごした。夕飯を用意し、自分は帰宅するのだった。彼女は結婚を願っていた。親しい友人は交際1年で結婚した。和泉はそれを思うと不安だった。圭悟は口数が少なく、和泉は自分がしていることは感謝されていないのではと思った。
 
   　ある時、圭悟がアメリカ出張に発つ一日前、アメリカにいる彼の母親から電話がかかる。和泉は自分のことが何も話題にされないことに傷つく。圭悟は出張だと言ったが、実は家族に会いに行くのが本当の目的だった。和泉は圭悟の不誠実さを責めた。3年も彼を支え尽くしてきた。今まで何の感謝の言葉も本心も打ち明けられていない。できるだけのことをしてきたのにと裏切られた気分だった。私は彼の「都合のいい女」、いつでも「捨てられる」女だったのではないか。圭悟は、和泉から自分が利用していたと言われたことに驚く。怒りがこみ上げ、出て行けと和泉に向かって叫ぶ。つきあってから初めてのケンカだった。
 
   　和泉は深く傷ついた。圭悟からは電話やメールが来ない。和泉は、まだアメリカ滞在予定の彼に手紙を書く決心をする。手紙を郵送しようとしていた矢先、圭悟が乗ったアメリカ行きの飛行機が墜落したことを知る。彼は事故で亡くなっていた。和泉は時間を戻せたらと願った。悲しみに沈み、ショックのあまり2週間会社を休んだ。
 
   　圭悟の母親が事故後の処理に日本にやって来た。和泉と会うことになる。母親は息子から彼女との結婚の意思を聞いていたが、父親の反対にあっていたと言う。彼らは息子をアメリカに呼び寄せ、仕事を継がせ、親が選んだ娘と結婚してほしいと思っていた。圭悟はアメリカに飛び、和泉との結婚を両親に説得するつもりだった。母親は息子が書いた「短いメモ」を彼女に渡す。飛行機の墜落寸前にノートに書き残した手紙だった。航空会社が他の遺品と一緒に家族に渡したのだった。
 
   　母親は、圭悟は和泉と結婚する意志があったことを知らせる。両親を説得するためにアメリカに行こうとしたのだ。許されなかったら、親子の縁を切る覚悟だった。レターの中には口下手だったこと、今までの和泉の親切に感謝しなかったこと、一緒に過ごした時間が楽しかったこと、愛していることなどが綴られていた。
 
   　手紙には「初めて言い争った日――あの日が最後だと分かっていたら、ケンカなんかしなかった。もう一度会えたら仲直りしよう。料理を習いたい。一緒に作って食べて、いろんなことを話したい。デートしたり旅行にも行こう。何度も『愛してる』と言うよ。したいと思っていて、しなかったことがたくさんありすぎる…」
 
   　プロポーズの言葉はなかったが、思いやりから結婚を口にしなかったのだ。圭悟との思い出があれば、この先も生きていけると和泉は思うのだった。
 
   　本作は職場の同僚や上司と恋に落ちるという典型的なＯＬの物語である。本来なら困難を乗り越え、結婚し、幸せに暮らしました、というパターンであるが、和泉の恋人は結婚前に死亡する。だが、和泉は将来に向けて夢を見て、幸せを感じることができる。少なくとも愛を経験できた。
 
   和泉の恋物語は「Silky」に掲載され、編集長小池武は語る。「私どものレディースコミックの内容とテーマは基本的に同情心が持て、優しい気持ちになれる作品を載せています」。小池は女性たちに、恋したときの気持ちや結婚する時の幸福感を忘れないようにしてほしいと言う。彼は取材に答えて、「もちろん、人間の感情や気持ちは大きく変化していきます。最初は憎み合っていた人たちが問題にぶつかり、前向きに対処するんです」と言った。レディースコミック誌にとって一番大事なことは娯楽を提供し、読者の琴線に触れることなのである。女性主人公が困難と格闘している姿を見て読者は学習し、人を非難したり、安易な解決策を探すのではなく、必死に頑張らなければならないと思い直す。ヒロインは問題解決の途上で大人になる。小池は言う。「読者は主婦が多く、一人の人間としてのアイデンティティを失いがちなんです。『誰かのお母さん』とか『あの旦那さんの奥さん』と呼ばれる。決まった仕事をして一日が過ぎ、自分というものが消えていくんです」。女性は家族の一員であり、回りの人から愛されていることを知るべきである。誰もが感謝され、支え合わなければ幸せにはなれない。レディースコミックの突出した特徴は、主人公が人間関係を守ろうとする点である。日本の女性は、社会的関係が結ばれている場合、社会の中で自分のアイデンティティと居場所を認識するが、しばしば個人としてのよりどころを失う。幸せは、社会とのつながりの上に存在するが、誰かの娘、妻、母親というアイデンティティ以外のアイデンティティは持っていないと彼女たちは感じる。
 
   　「Silky」誌は、読者から隔月で投稿を募る。小池編集長はだいたい100件から200件の投稿を受け取る。同誌の漫画は、1作が40ページから50ページくらいで、主人公はどれも女性である。小池にとってレディースコミックとは、時代の変遷に敏感で、私たちが今生きている現代の産物である。ストーリーの新鮮さは、すぐになくなる。漫画家や雑誌の編集者は時流についていかなければならない。彼は幅広いジャンルの漫画（少年、若い男性、少女、成人女性向け）、女性週刊誌、小説、書籍を読み、インターネットのブログやテレビもチェックする。大衆文化の流れに乗り、読者を惹きつけ、売上を伸ばし、雑誌の生き残りと成長を目指している（Interview 5：2007）。
 
    
 
    
    	カタルシスのテーマと内容‐ホラーと恐怖のストーリー
 
   
 
   　ホラーと恐怖の要素もレディースコミックのストーリーの中にある。普通、テーマは主婦、ＯＬ、大学生の日常の現実を見つめたもので、愛、ロマンス、女の友情、暮らし方、親子関係、ＰＴＡなどが一般的である。しかし、最近のレディースコミックでは特別号に掲載されることが多いが、乳がん、美容整形の失敗、最悪の嫁姑関係、女性の犯罪、迷惑な隣人、マニアックな夫、セックス依存症、不倫といった恐ろしいテーマが扱われる。他に、性差別、離婚、家庭内暴力、不正、親戚関係、中絶、売春、性犯罪などの社会問題も網羅される。社会学者にとっては興味ある分野である。こうした話は、恐怖とホラーの範疇に入る。人の不幸の悪い面を誇張して見せる。
 
   　「女の病気スペシャル」という2003年11月に竹書房から発行された特別号は、13本の長編と数本の短編、全部で579ページ。内容は、女性の間で流行している色々な病気である。卵巣がん、子宮頸がん、腫瘍、性病、鬱病、人間恐怖症、アルツハイマー症、ホットフラッシュ、味覚障害、クローン病、痔、脳腫瘍、過激なダイエット、食欲不振、多食症、アルコール中毒、体重減少。読者は恐怖、嫌悪、病気の徴候、その他、社会生活で生じるいろいろな問題を漫画から知ることになる。更に、病気についての真面目な医療コラム（漫画ではなく文章）があり、不妊、アレルギー、パニック障害などの情報や記事が載っている。漫画の中で典型的な症状、診断、治療などが紹介され、役に立つ医学情報やアドバイスが盛り込まれている。漫画は楽しみを与えるだけでなく、医学知識も提供する。読まなければ知ることのなかった情報かもしれない。ある意味、このような種類の特別な漫画は教養漫画や教育漫画に分類できる（Ito 2000）。
 
   　竹書房の「女の病気スペシャル」掲載の全作品が、ある種の苦難を経験したり病気を患っている女性を描いている。どうしようもなく不快な社会的、医療的状況に追い込まれた人たちが登場する。たとえば、主人公の姑は冷血で小言が多く、嫁は肉体的、精神的に苦境に立つ。妻に家事と子育てをまかせ、夫はギャンブルに走る話もある。夫は自己中心的で、妻が病気であろうかなかろうが家事一切を丸投げする。最悪のヒロインの例としては、癌を患い、放射線治療、化学療法の後、手術を受ける。普通は、自宅でしばらく安静にしていなければならないのだが、男女の役割の二重基準が存在し、妻は病気でも家のことをしなければならず、夫は妻の体が弱いのはお荷物だと言う。
 
   　ぶんか社の「読者投稿！美容整形失敗談」は、2007年9月に発行された。全262ページ、漫画は6作品、値段は良心的に380円。内容と言えば、美容整形の経験談の投稿である。キレイに生まれなかった私、社会から疎外され、苦悩し、人とつきあうのが自信がない等で、整形に走るヒロインの不安、欲求不満、ストレスが描かれている。手術後、別人に生まれ変わるが、話はハッピーエンドで終わらない。普通は、人から極端な反応をされる。賛否両論にぶつかる。最初のリアクションは往々にして好意的なため、ヒロインは有頂天になる。新たなすばらしい世界が目の前に広がった。しかし、彼女たちの「新しい美しさ」が美容整形によるものだと分かると、人は否定的になり、悪感情を示したり侮辱する。実際、この雑誌に掲載されたストーリーのいくつかには、陰湿なイジメが描かれている。ヒロインのボーイフレンドや夫は、裏切られた、騙されたと感じる。誠実さに欠け、正直でないと非難する。ヒロインは、整形の決断の結果として起こったことに一生、耐えなければならない。物語は、ヒロインが手術その後を受け入れて幕を閉じる。
 
   　漫画の中で交わされる会話は、大抵は非常に否定的な言葉の応酬で、痛ましい。ヒロインのゆがんだ顔、恐怖と苦痛の感情的、肉体的な反応が胸に突き刺さる。目に飛び込んでくるために文字だけより強烈だ。読者に憐みや恐怖の感情が沸き起こる。「ブリタニカオンライン百科事典」によると、「制御された状況で、当人に成り代わって恐怖を疑似経験することで、傍観者自身の心配事が外に放たれる。悲劇のヒロインに同情し共感する」とある。だから、読者は気持ちが晴れる。カタルシスは「健康的で人間的な効果」をもたらす。
 
   　美容整形を題材にした悲しいストーリーを読むと、自分は「普通の顔」でよかったと現実を受け入れやすくなる。顔がゆがみ、苦悩するヒロインに比べれば、刺激や華やかさはないかもしれないが、毎朝健康に目覚め、病気や痛いところがないことが有難い。何気ない暮らしの素晴らしさに感謝する。
 
   　自分の人生は漫画の登場人物よりマシだと分かり、カタルシスを得る。ヒロインは惨めな状態だが、最善の努力をし、状況を現実的に解決しようとしている。恐怖や憐みからカタルシスを経て、耐えて、頑張る力が出てくる。
 
   　「本当にあった主婦の体験」は2005年6月にぶんか社から発行された雑誌である。特集は「離婚をしたかった瞬間」。13作品、全548ページは読者の投稿を元にしたものと漫画家の経験に基づく作品である。内容は究極最悪の離婚劇である。女性は愛情が否定され、夫、姑、義理の姉妹から言葉の暴力を浴び、肉体的精神的虐待を受ける。夫の家族は、嫁を奴隷のように使う。ヒロインの自尊心は、どん底に落ち、本人はその不幸を自分のせいだと思う。
 
   　夫は無責任、無神経、わがまま、冷酷だ。基本的に日本の最悪の怠け者でぐうたら亭主そのものなのである。中には「マザコン夫」がいて、母親の顔色を伺い、妻に味方しない。他には失業中、求職中で家族を養う気がない夫。旦那は「パラサイト」となり、妻のなけなしの稼ぎに寄生する。更に、浮気症か性的不能。このような「地獄から来た夫」はどうしようもなく執拗で頑固で、妻に自由を与えない。これほど極端でなくても、寡黙なせいで誤解、恨み、欲求不満、怒りを誘う。
 
   　一川未宇の「夢から醒めた夢」は2005年6月に「本当にあった主婦の体験」に掲載された。この51ページに及ぶ漫画は、作者自身の乱暴で命令的な夫との離婚劇を題材にしている。本作は他の作品同様のテーマだが、読者は主人公の気持ちになって恐怖を感じ、カタルシスが得られる。一川は、離婚の理由は夫を尊敬できず、自分も夫から信頼されていなかったからだと弁解的に言う。物語は一川が将来の夫、カズオとの出会いから始まる。彼も漫画家だった。一川は19歳で漫画家デビューを果たすが、仕事は安定しなかった。そこで友人から紹介され、カズオのアシスタントになる。給料は当時の相場の2倍だった。
 
   　一川は、イケメンが好きだった。カズオは6歳年上、魅力はあまり感じなかった。ある日、仕事中に、彼女はカズオから襲われ妊娠する。20歳だった一川は中絶の決断ができなかった。彼女は実家から追い出され、カズオと結婚し、同居が始まる。
 
   　カズオは見栄っ張りで、怠け者で、所有欲が強く、気性が激しかった。結婚してからは、彼女に漫画のアシスタントをさせなかった。新しいアシスタントを雇い、虚栄心から高い給料を出した。カズオは、一川に漫画を描くことを禁じ、子育てに専念するように強制した。漫画を描きたかった一川は、少しずつではあるがキャリアを重ねていった。一方、カズオは仕事にあぶれ、家賃が払えず、すべてを一川のせいにした。二人は別居することになるが、離婚はしなかった。一川は実家に子どもを連れて戻った。まもなくカズオはまったくの無一文になり、一川にしょっちゅうお金を無心した。娘が小学校に上がったとき、カズオは一川の家に転がりこむ。ほとんど家にこもり、一日中、ビデオゲームをした。
 
   　その頃になると一川は、仕事が波にのり、理想の男性というべき編集者と出会った。2年が過ぎ、一川とその編集者は親密な間柄になった。今や彼女は不義を働いた人間になった。それがカズオに発覚。激昂した彼は彼女の愛人を襲い、不倫関係を壊した。その後、どうしたことか、カズオは自傷行為に走る。どん底の一川は娘に離婚を考えていると話す。中学校でイジメに遭っていた娘のサクラは、離婚に賛成せず、自殺を図ろうとする。
 
   　一川には、仕事を励ましてくれる別の編集者と新たな恋が始まる。カズオはそれに気づき、二人を脅した。カズオ自身も、バーのホステスやフィリピン女性数人と関係があった。一川はその新しい彼とは縁を切り、仕事に没頭する。
 
   　ある日、一川は、盗聴器が仕掛けてあるのを見て、激怒する。この事件がカズオとの離婚を決断させた。この時は娘が味方になった。カズオは離婚届に署名したが、一川がカズオの借金を肩代わりする。更に、カズオは一川の貯金をすべて引き出していた。物語は一川が2004年に家を買い、仕事と人生をエンジョイしているところで終わる。カズオの安否は不明。彼女としては彼の幸せを祈るしかなかった。
 
   　一川未宇のこの話はかなり劇的な展開をするが、家庭内暴力が社会問題化し、頻繁にこうした事件が報道され、トーク番組で話題になることから十分信じられる内容である。悪夢のような事件が次から次に起こるが、壮絶な経験が成長の糧になったと一川が納得するという前向きな方向で物語は終わる。
 
   　個々の話の成り行きがどうあれ、ヒロインは全員離婚を求め、修羅場を越え、その内の何人かは離婚を果たす。結婚や家族に不満を感じている読者は、こうしたヒロインに共感できるのだろう。彼女たちがぶつかる問題は著名なフランスの社会学者エミール・デュルケーム（1982）が「普通」のこととした社会的事実だからである。普通の社会的事実とは、どの社会にも歴史始まって以来存在し、広く社会にいきわたっている一般的現象、たとえば、売春と犯罪などである。異常な現象とは、以前に存在していなかったものか、現在のような極端に多い離婚や犯罪発生などをいい、デュルケームはそれを「病的」な現象と言う。最近の日本では育児放棄、妻への暴力、家族が家族を殺すなどの過激で病的な事件が起きる。こうした事例もレディースコミックの作品に描かれている。
 
   　人の目から隠され、無視され、（デュルケームの「普通」の定義ではない意味での）普通だと見なされてきた社会問題は、ますます悪化し、一般化し、対策を講じなければならないほどになる。こうした社会問題は国内各地で起き、マスコミが取り上げ、センセーション度が増す。家庭内暴力、特にモラル・ハラスメントと呼ばれる行為がある。最近のモラル・ハラスメントの新聞記事には、暴力亭主が死ぬか消えてなくなればいいと思う妻の報告が載る。モラル・ハラスメントの犠牲者連盟のブログサイトには、「夫を殺すことが私を自由にする」と題したトップページが目をひく。33歳の女性に東京地方裁判所は2008年4月に15年の刑期の判決を下した。彼女は夫を殺し、死体を切断した。別の記事では、48歳の埼玉在住の女性が包丁をもって眠っている夫の前に立ち、「この人がいなくなればやっと息ができる」と言った。体を痛めつけられたばかりか、精神も傷つけられた。夫は、体を怒りで染め、あらゆることを彼女のせいにした。20年間、夫の気分の浮き沈みに耐え、結婚生活を続けた。とうとう離婚が成立し、今は精神科に通院しているという。
 
   　家庭内暴力は増え続け、近年、女性にとって非常に深刻な問題になった。配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律が2001年に施行され、暴力が犯罪として認められた。暴力をふるう夫は年齢に関係ないことがモラル・ハラスメントの犠牲者連盟の調査から浮かび上がった。虐待加害者には裁判官、医者、企業役員、弁護士、公務員などもいる。職業や教育レベルとは無関係のようだ（Asahi Shimbun6/5/08）。
 
   　レディースコミックは、現代日本の女性の立場を物語化する。笠倉出版社は月刊で「家庭サスペンス」を発行している。2005年7月の特別号「隣の犯罪者」は全580ページ、漫画16作が掲載され、内容はセックスレスの結婚、不倫、イジメ、家庭内暴力、性的虐待、中絶、殺人、子どもの虐待、インターネット犯罪、女子高生の売春などである。レディースコミックの編集者と漫画家は、ネタを新聞、小説、ノンフィクションの本、雑誌、インターネット、ラジオ、テレビなどから探す（Interviews 3, 4, 5, 6, 9, and 11：2007）。
 
   　非常に現実的で日常的な話が多いが、中には、主人公の敵役が引き起こす驚きの超自然現象や超能力、現世から離脱した人間（たとえば、魂や幽霊）を描く作品もある。
 
   　日本人がホラーのジャンルが好きなのは伝統で、大衆向けの現代のＪホラー映画、たとえば、「リング」や「THE JUON／呪怨」などでも明らかである。この2作品はハリウッドでリメイクされた。どういうわけか、カタルシスはホラーを経験することで得られる（Scheff 1979）。レディースコミックの恐怖のストーリーは、古典の怪談の現代版のようなものである。
 
   　怪談は、「亡霊、幽霊、お化け、悪魔、怪物、キツネ、タヌキが登場する迷信とされる口承伝説」（Shinmura 1991：422）だと言えるだろう。歌舞伎や浄瑠璃などの伝統的な日本の演劇芸術や、徳川時代の浮世絵も怪談をテーマにする。「東海道四谷怪談」、一般的には「四谷怪談」と題目がつけられている歌舞伎は怪談の典型である。四代目鶴屋南北（1755－1829）が書いた作品で、初演は1825年。利己的な夫は妻を殺し、川に屍を捨てる。妻は復讐のため幽霊になり、夫は自殺して果てる（Shinmura 1991：1739；2650）。
 
   　怪談の現代版に相当するレディースコミックの作品は、人間存在の暗黒、否定的で悲惨で執念の深さを浮き彫りにする。殺人は頻繁に起き、最後に天罰が下される。普通の人でも極限に追い詰められると、ぞっとするような行為や重罪を犯すという事実に愕然とさせられる。
 
   　しかし、否定的な人間関係を追う話も、人との会話、コミュニケーション、受容、許し、愛、理解、思いやりの大切さを読者に諭す。人との対立は社会生活上、避けられず、意見の不一致は人間づきあいでは当然のことである。問題はいかに私たちが敵対するもの、対立するもの、不幸な事態に向き合い、前向きになれるかである。わたなべまさこの「母切草」はドラマ・ホラーの代表作であり、2007年9月の「JOUR」に掲載された。
 
   　主人公は、荘子という名前の年配の女性で5歳になる孫がいる。名前は周。38歳の時、荘子は妊娠し、娘を産んだ。水樹と名付けられた。時は流れ、水樹は高校に入学し、不良になり、妊娠してしまう。荘子は夫の不貞に悩まされ、娘の妊娠にすぐに気づかず、やむなく娘の水樹は男の子を出産する。それが周という名前の孫だった。水樹はこの時、18歳だった。彼女が関係を持った相手は複数いたため、子どもの父親が誰か分からなかった。周が生まれて1年後、荘子の夫（水樹の父親）が死亡。その後、水樹は周を残して家を出てしまったため、荘子が孫を育てなければならなかった。
 
   　荘子と周の生活は貧しかったが、二人の間には愛情がありお互いを思いやって暮らした。近所に住む荘子の兄と兄嫁が、二人をいろいろな面で支えた。ある日、荘子は交通事故に遭い、死んでしまう。荘子の兄は、水樹の居場所を探すのに苦労したが、ナイトクラブで働き、恋人と同棲していることを知る。恋人の名前は明。水樹は、いやいや叔父の家から周を引き取る。水樹は子育ては面倒だと思ったが、荘子が500万円の生命保険をかけていたことを知ると態度を一変させる。水樹と明は大喜びし、保険金を遊びに使おうと考えた。
 
   　明と水樹は、子育てを放棄し、肉体的、精神的に周を虐待し、言葉の暴力も浴びせた。幼い周は、祖母の温かさを恋しがり、次第に体重は減り、衰弱していった。ある晩のこと、水樹は周が寝ている部屋を覗くと、周の近くにランプのようにおぼろげな幽霊を見た。その時、さっと何かが通り過ぎた。水樹は体が震え、床に崩れ落ちた。
 
   　保険金が底をつき始めると、周への虐待はエスカレートした。周は、日中ほとんどを寝床で過ごすようになり、ある日、ひとりでお風呂に入り、体の悪臭を洗い流すように言われる。周は浴槽の中で溺れそうになる。その時、近所の人が家の玄関の戸を叩き、危険を知らせ、溺死寸前だった周は一命をとりとめる。周は、救急車で病院に運ばれる。近くに住む人達はアパートの前に集まり、何事かと噂した。誰も男の子がアパートに住んでいたことを知らなかった。一人が「このあたりで見たことのないおばあさんが真っ青な顔をして玄関に飛び込んできて、私に頼んだんだよ。隣の家で男の子が死にそうだから様子を見てくれって」と言った。他の一人が聞き返した。「おばあさんが何を頼んだんですか？」。近所の人は恐ろしくなった。おばあさんは、死んだ荘子の幽霊だったのかもしれない。
 
   　病院の医者は、周のアザや傷はタバコの火でできたものだと気づく。しかし、周に聞いてみると、転んだせいだと言う。母親からの虐待を知られたくなかったからだが、医者はごまかされず、虐待の可能性ありとカルテに記入する。
 
   　看護師は、荘子の亡霊が周の病室を訪れ、謝っているところを目撃する。部屋から出ていくように看護師は言うが、亡霊はそれを拒む。祖母は孫を抱きしめ、周も一緒にいてくれるようにせがむ。祖母の亡霊はそばにいると約束する。
 
   　周は、母親のアパートでまた元の生活に戻る。水樹の外出中、周は水樹が買ってくれたただ一つの誕生日プレゼントのぬいぐるみをとろうとしてベランダから落ちてしまう。水樹の恋人の明は、その時、おばあさんを見たと言う。空を泳ぐ悪魔のような顔の老婆が落下する周を抱き上げたというのだ。悪魔は後ろを振り向き、明をじっと見つめた。その時の形相の恐ろしさに凍りついたと水樹に説明する。
 
   　水樹と明は東京から引っ越す。その後、水樹は、二度目の妊娠をする。水樹の胸は膨れ上がり、痛むので医者の診察を受けたかった。明にはそんな経済的余裕はなく、医者に行っては困ると言った。水樹は病院に行くことができなかった。
 
   　水樹の胸は大きく膨らみ、紫色になった。乳首の回りには黄色い膿が出始めた。明は水樹と別れる。苦しむ水樹は死んだ母親の荘子だと分かる幽霊を見た。荘子が言った。「その子を産む権利はお前にはない。周とおなかの子に謝れ」と。腫れ上がった乳房は周の恨みと荘子が与えた罰だった。水樹の胸からは乳が溢れ、乳房は裂けた。太ったウジ虫が、無数に胸から湧き出た。水樹は、ウジ虫の大群に食べられ息絶える。その後、明は水子供養の墓石の下敷きになり、圧死したとの記事が夕刊に載る。
 
   　わたなべまさこの「母切草」は、日本の怪談の型通りの物語である。この話には、仏教が教える人間の業と道に外れた行いに対する、幽霊による仇討といった現代の都市伝説の風合いがある。祖母が亡霊になって現れ、孫を助け、慰め、隣人に注意を促し、明を戦慄させ、最後に我が娘に死を与える。
 
   　悪を懲らしめる様子を描いた本作は、ホラー・ストーリーと言えるかもしれないが、実は荘子の孫に対する愛情が描かれているのだ。荘子の愛は、水樹と明が周を虐待する瞬間に発揮される。孫への愛情が土壇場の危機、お風呂で溺れそうになった周の命を救った。荘子は水樹に子どもを産む権利はないことを示した。読者は子どもの虐待の顛末を見届けた。勧善懲悪を諭したといえるだろう。水樹は最悪の母親である。読者は、我が身を振り返り自信が持てるかもしれない。人間として、母親として遥かに上だと思えるからだ。繰り返しになるが、カタルシスはホラー・ストーリーからも得られる。
 
    
 
    
    	出版社は「売れる」ものを追う
 
   
 
   　出版社にとって大事なのは結局は売上である。雑誌のセールスが低迷すると、非難の矛先は編集者に向けられ、リストラ、配属替えの可能性が浮上する。編集者は、読者の反応、支持、興味の変化に敏感でなければならない。そこでこうした理由からレディースコミック誌は巻末に読者アンケートを入れる（Interviews 1,2,5, and 8: 2007）。
 
   　サスペンス・コミックの漫画家、川端みどりは私に言った。作品の題材はほとんどテレビやインターネットから拾う。成人女性を満足するストーリーを考えるためにいつもテーマを研究している。「漫画の中で提供されている情報が正確じゃなかったり、間違っていると編集部に苦情が送られてくることがあります。そうすると、次の号で間違いを謝罪しなければならない。あまりにもクレームが多い漫画家は、どこの業界でも同じですが、歓迎されないんです」(Interview 3: 2005)。
 
   　漫画家と編集者は人気を維持するために読者のニーズに敏感でなくてはならない。野崎ふみえは、愛と家族をテーマに心温まる漫画を描いているが、こう言った。「一度、女の主人公が浮気をする話を描いたことがあって、一部の読者からそういう話は嫌いだと抗議の手紙が来たんです。『Judy』の読者は温和で健康で道徳的な人だってことなんでしょう。浮気などといった倫理に反することは受け入れられなかったんです」（Interview 6: 2007）。
 
   　少女漫画は、学校や大学を舞台にファンタジーとロマンスを大きな柱とするのに対し、レディースコミックは、一般に現実重視の内容である。レディースコミックには、法律、医学、家事、人間関係などについて、女性が日常的に頼りにできる非常に有益かつ実践的な情報やアドバイスが満載である（Ito 2003）。実際に今、世の中に出ていて、世情に明るい、成熟した女性が求める娯楽とはそういうものだと漫画家は認識している。漫画家は、読者と同世代、30代から50代である。他人の実体験は、レディースコミックの非常に大きな構成要素だと風間宏子は考える。成功物語であろうが失敗談であろうが、読者はレディースコミックから人生の教訓を得る（Interview 4: 2007）。更に野崎ふみえは言う。
 
   「長い間、子育てをテーマに漫画を描いていますが、私は自分が母親にな
 
   って分かったことやＰＴＡで知り合った友人から学んだことをヒントに
 
   しています。妊婦や新米のお母さんのことが分かるインターネットの投
 
   稿や雑誌も参考にします。いつも自分の回りで起こっていることに注意
 
   しているんです。電車に乗っているときも、人の話に耳を傾けて、女の
 
   子や奥さんの最近のファッションを観察します。主人と喧嘩するときだ
 
   って「たぶん、この言葉はセリフに使えるな」と思ったり。今は娘も成
 
   長し、両親は介護が必要な年齢になり、私の漫画のトピックも子育てか
 
   ら老親のことに移ってきました。必要なら、社会勉強になるので養護施
 
   設に見学に行き、取材をします。写真も撮って絵を描くときの参考にする
 
   んです。」
 
   野崎のご主人、娘さん、ご両親との実体験がストーリーの原案になる。レディースコミックは、普通の女性の日常を描いたものだと野崎は言う。心が温かくなり、人生にポジティブになれるような漫画を描きたいと取材で答えていた（Interview 6: 2007）。
 
    
 
    
    	ポルノ的な日本のレディースコミック　
 
   
 
   　レディースコミックに描かれている女性のセクシュアリティは、1980年代、多くの若い女性とメディアの関心を集めた。今日では、性的に露骨な作品を掲載するレディースコミック誌は少数になっているが、現代の日本人女性のセクシュアリティを研究する素材として充分価値がある。
 
   　ポルノのカテゴリーに属するレディースコミックは女性を性的で官能的な存在として描き、ストーリーの中にそうした素材を使用する社会的禁忌はない。猥褻な言葉、女性の体の部分を表す軽蔑的な名称や用語、性行為の最中のあえぎ声は、場面を表現するために頻繁に書きこまれる。文字がグラフィックの要素として大きく表示され、演出効果を上げる。話の中で女性は、最初のうちは性的行為や男性（一人または複数）と関係に入ることに躊躇する。絶えず、無自覚的に無意識にそのことが頭の中にあっても認めない。次第にオーラル、アナル、サドマゾを含め、究極の性の喜びにほだされる。近親相姦、乱交、自慰行為（道具の使用）、覗き見などはよく登場する。しかし、最近の倫理規制により出版社はあからさまな性と暴力の描写に配慮するようになった（Interviews 7 and 8: 2007; Ito 2002）。
 
   　汐見朝子は「感動」と「官能」の両方を楽しんで描いていると言う。「感動」ものとは肯定的で、ドラマチックな感情の盛り上がりがあり、人間の心の優しさや素晴らしい経験、または美しいシナリオで心が動かされる作品を指す。「官能」ものは、感覚に訴える。汐見は1970年に少女漫画家としてデビューしたが、現在はレディースコミックだけに描いている。彼女の作品には、どれも架空の非日常の生活で起きる特別な性的妄想の場面がある。汐見は言う。
 
   「日本の女性は本当はセクシュアリティにオープンではないんです。読者
 
   にはレディースコミックという安全な場所で自分のセクシュアリティを
 
   開拓してほしいと思います。漫画の世界では、性的な出会いがあっても
 
   責任をとる必要がありません。幻想の世界で、私は究極の女性の肉体的
 
   な喜びを描きたいんです。その時、男性は女性のニーズに奉仕します。
 
   男性は、女性に仕えるために存在意義があり、男性向けの漫画のように
 
   その逆ではありません。読者が私の漫画を読んで、愛撫されたみたいだ
 
   と言ってくれたら、最高の褒め言葉です。」（Interview 7: 2007）
 
   　今日の日本人女性はセクシュアリティの点で言えば、昔よりは解放されている。母親よりもっと早い年齢で初体験をしている人も多いだろう。この状況は最近のレディースコミックや少女漫画に描かれている通りである。しかし、少女漫画では、セックスだけが唯一の関心事ではなく、愛の要素が非常に重要視される。性的出会いと性行為は、真実の愛の結果なら正当化される。しかし、日本人女性は真面目で、慎み深く、人に従うことを良しとしなければならないとする伝統的な考えは簡単には消えず、妻としての務めと性を求める本当の自分との狭間で悩む。レディースコミックはこうした精神的圧力を払いのけ、セクシュアリティをエンジョイできるようにする。それがカタルシスにつながる。日本人女性のセクシュアリティについては次の章で更に考えてみたい。
 
    
 
    
    	分析
 
   
 
   　「男はつらいよ」は、山田洋次監督の映画シリーズで、日本では最も有名な人気映画の一つだ。1969年から1995年まで制作され、全48話からなり、ギネスブックに世界最長の映画のシリーズだと認定された。主人公は、フーテンの寅さんと呼ばれる日本全国の縁日や街頭に店を出す露天商である。面白おかしく客を笑わせ、安い品物や果物を売る。情にもろく、何からも束縛されず、滑稽かつ大胆だが、女性との関わりでは要領を得ず、臆病だ。寅さんは日本全国、津々浦々、神出鬼没でボヘミアンのように生きている。毎年、腹違いの妹に会いに東京の下町で団子屋を営む叔父の家に帰る。中年の独身で、結婚歴はなく、身を固めるつもりは全くない。東京の叔父さん宅に戻ったり、気ままに旅を続ける途中、高嶺の花に恋をするのが常だ。それが家族や隣人の心配の種である。皆が寅さんには幸せになって欲しいと思っている。
 
   　映画は大ヒットし、105か国で上映され、熱烈なファンを生んだ。最初の数本を除き、一本につき200万人以上が観たと言われる。30年以上続いたこの映画は日本国内の映画館だけで観客動員数は10億人以上。寅さんは現代日本で最も愛されたヒーローの一人だ。寅さんシリーズはどれも人気が高く、最近ではテレビ放送もされている。ビデオやDVDもリリースされているため、総視聴者数は増える一方である。
 
   　社会学者濱口恵俊は、本作は「日本人らしさ」の具現化だと言う。日本人の人間関係の縮図であり、特に家族や友人といった第一グループの人間関係とコミュニケーションのパターンが鮮やかに映し出されている。心を落ち着かせ、癒されるのは「古き良き時代」のノスタルジーを抱かさせるからだと言う。現代の気忙しい産業化社会に暖かい人間的な関係を切望する声に応えている（Hamaguchi et al. 2005）。
 
   　日本ではホワイトカラーの社会人は「サラリーマン」と言われる。彼らは職場と家庭を往復し、毎日の暮らしをなんとか良くしたいと思っている。同時に、言うに言われぬ将来の不安もある。会社と家族に責任を負うため、自分に任せられた役割が本当の自分を縛り、人生を楽しめない。みんなが寅さんの自由気ままな人生にあこがれる。生き詰まったとき、映画のタイトルのように、「男はつらいよ」と言ってみたい（Hamaguchi et al. 2005）。
 
   　寅さん、そして寅さん映画のファンは、日々の生活と文化のしがらみがあり、保守性と便宜性を重んじる伝統に縛られ、生きていくのがツライ。現代の西洋技術は、社会に浸透し、歓迎されているが、今までの古い伝統は息づいている。現代を生きる日本の女性も、生きていくのはしんどいのだ。
 
   　日本は、高ストレス社会である。特に女性は、社会から男性より下とみなされているために特にストレスが溜まる。日本は伝統的に男性主体のタテ社会で、社会構造は柔軟性に欠け、慣習は深く根を張り、性別で仕事の分担を決める旧態依然の考え方がある。米国の女性もそうだが、スーパーマンのような理想のお母さんを目指し、一生懸命に頑張るあまり、肉体、精神ともに疲労し、意識的、無意識的に力が入る。日常生活レベルで、ストレスが溜まる。男性は一般的に、率直に言って、あまり家事に熱心ではない。男性は会社と結婚し、仕事を優先させる。ほとんどすべての日本の家族は、言ってみれば、「片親の家庭」であり、家長は女性である。日本の男性は家庭であまり時間を過ごさない。通勤にかかる時間が最大2時間半は珍しくなく、同僚と仕事帰りに一杯、週末は取引先と接待ゴルフ。子どもたちは父親がいることを忘れて大きくなる。ある日、男の子が土日に家の中でゴロゴロしている男性を指さして「ママ、あの人、誰？」と聞く。すると母親が「まあ、お父さんよ」と答える。そんな光景はまんざらウソではない。
 
   　さらに拍車をかけ、多くの日本の男性は、妻に自分の母のイメージを重ねる。奥さんに自分を溺愛してくれたお母さんを求める。母親は、自分のニーズにすべて応え、かわいがり、慰めてくれた。夫が妻を「お母さん」と呼ぶことは一般的だ。名前や愛称ではなく、最初の子どもが生まれてすぐ、妻を「ママ」や「お母さん」と呼ぶ。同様に、妻も夫を「パパ」や「お父さん」と呼ぶ。子どもが巣立ってからも、親としての役割を意味するその呼び方を続ける。歓楽街では、綺麗なホステスや店のオーナーが慣例的に、または愛情をこめて、「ママ」と呼ばれる。日本のビジネスマンは、そういったママやママさんとお洒落な温かい人間関係を結ぶ。彼女たちは男性のグチを聞き、熱心に耳を傾け、共感し、誠実な態度で接してくれる。ホステス・バーは、疲れたビジネスマンの癒しの場である。夫を愛と献身で支える妻は理想だが、外で働く女性は子育てをしながら、老親の面倒も見るのだから、いつも超人的な理想の母親ではいられない。
 
   　新人類の日本の夫は、家事に才能がある。料理、掃除、家計、教育、介護に長けた男性が新世紀になってから出現した。とはいえ、ほとんどの男性は、特に古い世代は、ベビーブームのときに生まれた人を含め、家庭は女の領域だとし、家事に関わりたくないと思っている。この傾向は実際に年を重ねた男性が第二の人生を過ごすにあたり、妻依存症に陥り、女性は退職した夫のことを「濡れ落ち葉」と呼ぶ。秋の落ち葉のように地面に張り付き、はがすのが大変だという例えである。自虐的、嘲笑的に「粗大ごみ」などと言ったりもする。
 
   　日本の女性は、家事と仕事に忙殺される。子育て、家事、ＰＴＡ、近所づきあい、親戚づきあいがある。家庭に関すること一切合切を請け負い、会社で働いてから家に帰ると今度は別の二交代制勤務が始まる。女性たちは「自分のための時間」に浸るヒマがないとこぼす。肉体、精神ともに疲れ、しばしば腹立ちと欲求不満に陥る。彼女たちは容易にフラストレーションを吐き出さない。「良妻賢母」が伝統的に期待されているため、怒りや恨みといった否定的感情は出すべきではないからだ。人を悩ませる行動は慎み、静かに口を閉じ、心の内にとどめ、耐えなければならない。
 
   　愛他主義は、グループまたは地域社会の存続を確保する自己犠牲の行為だが、それが伝統的にグループ中心主義の日本の究極の美徳になっている。特に妻と母はそうである。一般的に、社会は生涯を独身で通す女性をわがままで、魅力に欠け、子どもっぽいと評する。1966年生まれの酒井順子は、2004年にエッセイを出版し、軽蔑的で自虐的な「負け犬」という造語でシングル、子どもなしの30代女性を表した。酒井自身も負け犬の定義に当てはまり、子どものいない30代であるが、彼女は実際には本書で、「負け犬」の肩を持つ。著書は評判になり、講談社エッセイ賞と婦人公論文芸賞を受賞した。日本社会に一大センセーションを巻き起こし、「負け犬」は2004年の流行語大賞のトップ10に入った（//ja.wikipedia.org）。
 
   　他の社会でもそうだが、日本の伝統的な性別による役割分担は、女性に、優しく、温かで、愛に溢れ、人に親切で、忍耐強くなければならないと諭す。母は強く賢く、しかし、女性はアグレッシブで押しが強くあってはならない。どんな感情を持ってもよいが、怒りの感情だけは別だとする。Scheffが分析するように、「怒りの放出は男の子より女の子の方がより多くの制裁が加えられる。その結果、女性は怒りの感じ方や表し方を忘れてしまう」(1979:118)。この観察は、中流階級の日本女性にまさにあてはまる。彼女たちは、両親に女の子らしくすべきだと言われて大きくなった。ちゃんとした礼儀作法があり、適切な振る舞いで世間を渡り、より高い社会階級の家族の一員になるために、良い印象を与えることがなにより重要だ。公の場では敬語、丁寧な言葉遣い、成功をめざして必死に頑張り、気持ちを抑える。特に人のいる場では怒りの感情は控える。言いたいことは言わず、唇を噛み、頬をひきつらせ微笑む。気がきいて、優しくて、心の温かいお母さんになるように教えられるが、子どもは必ずしも天使ではない。良妻賢母は、真っ当な子育ての方法を知っているべきだが、夫の助けがないと肉体的、精神的に負担になる。悪さをした我が子を怒鳴ったり、状況を収めようと虚勢を張るのが精いっぱいだったりする。現代の日本の女性は、都会の密集した生活環境では頼れる人が身近にほとんどいない。メイドを雇うことは選択肢にない。託児所は近所にない。子育ての悩みを打ち明けるプロの相談員はいない。精神分析医は、米国ほど広く利用されていない。押さえつけられた感情、「欲求不満が鬱積」し、「捌け口が閉鎖」され、積もり積もる（Scheff 1979:116）。これが日本の伝統的な社会規範であり、立腹、不満、その他の付随的感情が遮断され、女性はジェンダーにより、仕事が決められるのである。
 
   　ジェンダーによる役割分担と密接にからむのが、レディースコミックの主人公が悩む人間づきあいにおける義務感である。求められる義務の遂行は本当の自分の気持ちと矛盾する。社会的関係のユニークな義務を表す言葉が日本語にはいろいろある（Benedict 1986: 114‐143）。たとえば、日本の女性は、自分を生んで育ててくれた両親に「恩」がある。「恩」は返さなければならなくて、受け身で発生した義務であるが、返す期限はない。両親に「恩」を返すとは、結婚し、子どもを産み、贈り物をし、ともに時間を過ごすことだ。他に、女性は、親に対する、ひいては子どもに対する「義務」もある。「義務」は「義務教育」の義務と言うときのように、強制される責任を指す。親として女性は子どもの世話をし、愛情を注ぎ、社会の一員に育てあげなければならない。べネディクトが言うように、「人から受けた愛を子孫に引き継ぐという形で、自分が受けたものを返す」のだ（前出文献: 122）。「恩」を親に返すことを「孝」といい、それは子どもの義務であり、必要であり強制的なものとされる。
 
   　日本の女性は、義理の親に「義理」を負う。たとえば、「義理の父」とか「義理の母」という言い方がされる。「義理」を返すとは「すべての種類の人にすべての種類の義務を果たす」ことを意味し（前出文献: 140）、しばしば人は自分の意に反して「義理」を果たすように仕向けられる。相当の憤りが「義理」を行使する際に含まれる。ほとんどの場合、「義理」は人が望んで自発的におこなう種類の義務ではない。「義理」が「恩」より強制力があるのは、受けた好意とイコールになるように完全に返さなければならず、期限があるからだ（前出文献: 116）。
 
   　1946年、ルース・ベネディクトは次のように述べた。「最大の敵対関係は義理の母と義理の娘の間にあり」(前出文献: 123)、「多くの場合、義理の母は若い嫁が息子にとって出来の悪い人間だというはっきりとした態度をとる、または嫁にかなりの嫉妬心を抱く」(前出文献: 124)。ベネディクトが言う嫁姑のドロドロした関係の指摘は60年後の日本でも的を得ている。レディースコミックのストーリーの多くは、義理の親子の間の対立と解決を軸にする。
 
   　日本では、嫁姑はテレビ、映画、文学、そしてもちろん、レディースコミックの永遠のテーマである。井出智香恵の「羅刹の家」は、「週刊女性」誌に6年間連載された。「週刊女性」は漫画雑誌ではなく一般雑誌である。皇室、芸能ゴシップ、料理、掃除のコツ、読者の投稿などから主に成り立っている。広辞苑によれば、「羅刹」とは悪魔のことである。悪魔は超人的な脚力を持ち、魔力で人をまやかし、人を食べる（Shinmura 1991:2668）。この連載で井出は嫁姑の間の極限的な憎しみ、怒り、恨み、嫉妬、復讐を描き、舞台は世代の違う家族が同居する家庭であった。
 
   　「羅刹の家」の主人公、戸越杳子は普通のＯＬだった。小倉貴史というエリートサラリーマンにプロポーズされ、結婚する。彼女は人生の至福の時を迎えたと思ったが実は悪夢の始まりだった。実家の母親は注意する。「誰の心にも悪魔が住んでいる」。甘い新婚生活は長くは続かなかった。夫が海外支店に転勤になり、日本を発つことになったからだ。杳子は舅と姑と一緒に暮らし、姑がいつも彼女をいじめ、子どもの昴（すばる）を虐待した。そのことがますます彼女を苦しめた。ところが、舅はいつもやさしく、孫をかわいがってくれた。あるとき、姑は怒りとフラストレーションから舅の頭を殴り、病院送りにする。舅は、杳子に株券を相続してほしいと死の床で告げるが、彼女はそれを断る。舅は姑の暴力が原因で死亡し、その直後、姑自身が心臓発作に見舞われる。命はとりとめたものの、寝たきりになる。不幸が連続する中、それでも杳子は、夫の愛情を信じた。第二子の妊娠を知り、杳子は姑の面倒をみると心に決めていた。その姑は風邪をこじらせ、あっけなくこの世を去る。杳子は娘を出産し、夫と子どもたちに囲まれ、平和な暮らしを楽しもうと思った。息子がいずれ成長して結婚したら、いい姑になることを心に誓う。しかし、杳子は、嫁姑の間の諍いはいつ終わるのかと時として思う。杳子はこの「日本女性の命題」の答えを追及する。本作はドラマ化され、1998年4月から6月までテレビ朝日系列で放送された（Interview 12:2007）。
 
   　主人公は、家族の方向性に関わる義務と自分が配偶者と築く新しい家族への義務の板挟みになる。自分の気持ちで家族に尽くしたいが、社会的義務を優先させなければいけないときにどうすべきか悩む。思い通りに進まない場合、ジレンマに陥る。
 
   　レディースコミックでは、突然暴力に訴える場面が出てくる。たとえば、口答えする子どもを平手打ち、暴言、そして精神的に追い詰める。大抵の場合、母親は自制心が働かなかったことに後悔する。自分自身が虐待されてきたため、躾け方を知らないのだ。妻が夫をゆっくりと時間をかけて死に追いやるという話もある。自分より社会階級が低く、魅力もない女性との浮気が発覚して夫に殺意を抱く。主人公は殺人を犯し、気分が晴れ、正当化されたと感じる。年老いた両親が義理の娘から暴言を吐かれる話もある。
 
   　読者は、怒りと欲求不満を日々溜め込み、不公平感を募らせる。苦悩を効果的に発散する方法がわからないのかもしれない。レディースコミックのストーリーに入りこめば、主人公になり代わり、漫画に描かれている暴力や復讐に共感できる。但し、距離をおく。そこには現実生活では達成も想像もできないことが描かれている。こんな諺がある。「他人の不幸は蜜の味」。読者は主人公がかかえる不幸には関わっていないことに安堵するのだろう(Interview 11:2007)。
 
   　Scheffによれば、「ほとんどの漫画では暴力が適切な距離をおいて描かれるため、カタルシスの効果がもたらされるのではないか。ドラマの中でもっと実際に近い暴力が距離をおかずに表現されたら、カタルシスは得られないだろう」(1979:25)。暴力が現実的すぎたり逆に非現実的すぎると同じ効果は出ないかもしれない。距離感は、ちょうどでなくてはならない。距離がありすぎると読者の心を動かせない（Scheff 1979:120）。主人公の経験が実感できることで腹立ちや欲求不満は封じ込められる。読者の秘めた攻撃的行為が現実生活の中で実行されないのは、鬱積した否定的感情が解放されるからである。
 
   　レディースコミックでは暴力が頻繁に描かれる。「家庭サスペンス」誌はその名の通り、サスペンスのカテゴリーに入る話が満載である。ミステリー、殺人、暴力、対立が描かれ、「人間の脅しあいをテーマとし」、「読者に強い恐怖心や不安などの反応」を引き起こす（Scheff 1979:125）。「家庭サスペンス」と同じ出版社から発行された特集号「ご近所の仰天おばさん」では、主人公が隣人、義理の親、上司と巻き起こすハプニングが描かれており、自然災害、火事など、サメとの遭遇よりずっと恐ろしい内容である。犠牲者の気持ちが分かるため、読者は他人事ではないと感じる。教訓のようにも読みとれ、参考になる。もしそのような問題が勃発した時の対策マニュアルとして利用できる。
 
   　人はホラー映画を観たり、お涙もののロマンス小説を読むと、ジェットコースターのような感情の起伏を味わうが、それは「解放、つまり、始まったばかりの未完の痛みを伴う経験が完結する」からだ（Scheff 1979:13）。レディースコミックは、カタルシス、覗き見趣味、ジェットコースター並みのスリルを提供するのである。
 
   　読んでいると意識下にあったトラウマの経験がよみがえる。記憶が解放され、感情が噴出する。これを心理学では「除反応」という。読者が高揚感を覚えるのは、過去の経験が「感情を押し出し」、治癒的に作用するからである（American Psychololgical Association 2000: 5‐6）。
 
   　こうした感情の放出は、レディースコミックを読んでいる時には、劇的な形で起きるもののようだ。読者が主人公に感情移入するのは、観察者であると同時に参加者になるからで、カタルシスのニーズは自覚されている。主人公の抑圧された感情とその放出を疑似体験することで、読者は自分自身の人生を楽に感じる。主人公が体験している最悪のシナリオより、マシだと思う。
 
   　Scheffによれば、感情というのはカール・マルクス、エミール・デュルケーム、マックス・ウェーバーなどの社会学者による理論では残余分野として無視され、未説明のカテゴリーに入る。しかし、感情は「社会に相容れないものではなく、本質的で必要な部分」である（1979: 5）。感情とは理性的、非理性的両方の社会的行為の不可欠な要素である。
 
   　伝統的に、日本の文化は人前や、あらたまった関係において嫌悪感や極端な感情を表すことは控えるべきだとする。怒り、欲求不満、悲しみ、恨みなどを過剰に表現してはならない。武士道では自制心は美徳であり、表出されない感情はあってあたり前である。男だけでなく女もそうあるべきだとする。沈黙は日本では絶対的に金である。レディースコミックを読むことで、日本の女性はストレスを発散させる方法が与えられ、非常に安全かつ効果的に、感情を吐き出す術を知ったのである。
 
   　ストレスは、日本社会の本質からきているとも考えられる。「甘え」というコンセプトによって特徴づけられる日本人の心、行動、社会構造に起因するかもしれない。土居健郎は有名な日本の精神科医で米国で数々の専門職に就き、「甘え」がほとんどの基本的な日本人の人間関係にあると論じた。「甘え」の動詞は「甘える」で、「寛大な愛情に包まれる」ことを意味し、ちょうど子どもが親に抱かれている時の状態だと言う（1986:8）。つまり、「日本人には依存したい精神状態に向かうことが肯定される」という意味である（前出文献: 16）。この「甘え」、受け身的に愛されたい、他人に頼りたいと思う気持ちは子どもに限った話ではない。年齢に関係なく、日本人は「甘え」たい。土居氏は「甘え」とは「日本の社会と文化の本質を示すもの」であり（前出文献: 21）、日本人が依存性をポジティブで中立的なものだとすることから分かるように、「甘え」は社会的条件付けの結果だと言う。他の社会においては依存性はネガティブなものとされているかもしれないが、日本人にとっては必ずしもネガティブではない。感情的依存は肯定的（または少なくとも、中立的）な要素と見なされている「甘え」は、人をまとめるという理由から奨励される。独立心と自己充足は、個人主義が深く浸透している国では成功への足がかりになるが、孤独と疎外感の原因になるかもしれない。
 
   　レディースコミックのストーリーでは、脇役はヒロインと甘えの関係に入りたい。ヒロインが会社員、妻、母親であろうと、脇役はヒロインに「甘え」たい。ヒロインは人に必要とされるニーズに満たされる。しかし、脇役がヒロインに依存しすぎるとヒロインは自分を見失う。夫、子ども、両親、親戚、上司、同僚が、ヒロインの時間、関心、エネルギーを奪う。脇役はヒロインの行為に感謝の気持ちを表すことをしないので、ヒロインは欲求不満が溜まり、怒りが鬱積する。自分には妻、母、娘、嫁、同僚以外のアイデンティはないことに気がつき、悲しくなる。自己認識の危機だと思っても不思議ではない。
 
   　ひわときこの「幸せのとまる枝」は、日本の家族愛を描いた作品である。本作は、2007年11月に海王社の「最高の主婦たち」誌に掲載された。表紙の文章が目を引く。「家族のために必死で働いてきた私。そろそろ自分の幸せを探してもいいですか・・・？」
 
   　38ページに及ぶこのラブストーリーは、27歳のバーのホステス多喜枝が主人公だ。多喜枝は、普通の会社員より給料が多いキャバレーやナイトクラブで働いていた。酒場で客をもてなす費用は、会社の「接待費」で処理されるというシステムが日本の会社にはある。法外な額が飲食代として請求されても、快楽的で知的な情報価値、機智に富んだ会話、日々新聞を読み世間に明るく、賢く、美しくセクシーなホステスとの会話には代えられない。バーに行くと、男性はリラックスでき、仕事の活力になるとされる。
 
   　多喜枝の物語は仕事、家族、愛をめぐって進行する。家族には、年老いた祖父と寝たきりの祖母がいた。祖母は多喜枝の母の悪口を言い、苛めるのが趣味だった。父親は人生の落伍者でほとんど家の中で過ごし、母親は精神不安定でアルコール中毒の一歩手前と深刻だ。多喜枝の妹は引き籠り気味で、ある日のこと、妊娠が発覚する。家族の誰ひとりとして働かず、生計は多喜枝の収入に依存している。
 
   　多喜枝の家ではありとあらゆる問題が噴出し、家族それぞれが何か欠けている。以前、父親が事業に失敗し、多額の借金を抱えたとき、多喜枝は生活費は自分が稼ぐと家族に告げる。大学を中退し、借金返済のためにホステスになると決意する。そう口走ったときは本気ではなかったが、家族は言葉通りに受け取った。多喜枝は、家族のために身を粉にして働き、今となっては自分に幸せは訪れるのか不安だった。
 
   　ある日、バーに常連客が職場の同僚を連れてきた。多喜枝は高橋という男性を紹介された。写真家のその人にとても好感が持てた。高橋は多喜枝と同じ中学の出身だったことを偶然思い出し、当時、多喜枝が気になり、学校でスナップ写真をとったことがあると告白する。高橋は多喜枝をドライブに誘い、二人は恋に落ちる。
 
   　デートを重ねるたびに多喜枝は、家族の惨状がバレて愛想をつかれるのではないかと恐れた。彼女は楽しく時間を過ごすことだけを考え、先のことは心配しないようにした。彼の方は彼女より真剣に結婚を考えていた。この時、多喜枝は自問しなければならなかった。「自分だけの幸せを求めてもいいのだろうか？」
 
   　多喜枝の自己本位の家族は救いようがなく、全員が彼女に頼っていた。皆が「甘え」ていた。つまり、人からの愛に安心し、お互いに寄りかかっていた。しかし、漫画自体はむしろ肯定的に「甘え」を描いた。登場人物は、それぞれ愛すべき人間で、言うこと、することは明るかった。彼らは多喜枝の関心、愛情、献身に価し、多喜枝の必要とされたいと思うニーズに応えていた。
 
   　日本人の「甘え」を描いた多喜枝の漫画は、彼女が人の面倒を見ることから始まり、怒りとフラストレーションが爆発し、自分のための人生は存在せず、人のために生きてきたというセリフに凝縮される。多喜枝は一家の大黒柱であり、できることはすべてやってきた。しかし、一人の人間として、自分の幸せを追い求めてもいいのではないか、家族への献身と責任感は揺らぐ。とはいえ、彼女は、家族を支え続けなければならなかった。彼女がいなければ一家は崩壊する。
 
   　高橋からプロポーズされたとき、多喜枝はジレンマに陥った。「誰の幸せが大事なのか。自分か家族か」。結婚すれば自分は幸せになれる。しかし、家族は、彼女の稼ぎがないと生きていけない。土居によると、日本人の義理の感覚は「自分の行動が所属するグループを裏切ることになると思うときに最も顕著に表れる」(前出文献: 49)。
 
   　日本において結婚とは、厳密な意味で二人の間だけで決まるものではない。二つの別の家族が関わる非常に重要な問題である。結婚を決める時、本当に自分のための賢明な選択なのか考えなければならない。両親や兄弟はどうするか。結婚とは、他の家族に「甘える」ことができるときに、一方の家族の元を去り、配偶者と新しい人生を始めることを意味する。それがために義理の親や親戚と関係が生じるが、そうした義務は女性が好むと好まざるとに関わらず果たされなければならない。男性を選ぶ際のこうした問題はジレンマを招く。それが、レディースコミックのテーマなのだが、ほとんどの場合、主人公とその家族にとってのハッピーエンドで話は終わる。少女漫画を引き継ぐ形でレディースコミックが世に登場してから、幸せな結末はお約束だ。
 
   　多岐絵の問題と葛藤は部分的には日本人のコミュニケーションのスタイルから派生する。つまり、曖昧さは必ずしも悪いこと、望ましくないこととは見なされない。日本人は、人の気を悪くしないために自分の意見や気持ちを自由に表現することを避ける傾向がある。大抵は、明確に「イエス」と「ノー」を言って不必要な摩擦を起こしたくないと思う。先の節で論じたように、日本は高度なコンテクスト文化の国である。つまり、顔の表情、沈黙の長さとタイミング、声の調子、目配り、息遣い等を含めたコミュニケーションの中に、本当に伝えたいことが隠されている（Hall 1977）。分かりやすい例を挙げよう。あなたのご近所に教会関係者が住んでいるとしよう。玄関の戸をノックして、慈善募金のお願いに来たとする。あなたはちょうど新しい調理家電を買ったばかりで、募金に協力する余裕がない。即、この女性に「ノー」と言えるか、どうだろう。腕を組んで、「考えておくわ」と言うだろうか。米国では、「考えておく」とはポジティブな返事だと解釈される。日本では、長い沈黙があったり、声が低くなったり、目をそらしたら、「お断り」を意味する。Christopherは次のように観察する。
 
   ...日本人の大多数は明確、簡潔、論理的に話をしたくないと思っている。
 
   日本人は明瞭で注意深く組み立てられたしゃべり方を律儀に避ける。重
 
   要なのは、間接的で曖昧で、基本的に意見を伝えるより、人の気分や態
 
   度を感じとることなのだ（1983:43）。
 
   含みを持たせたコンテクストに依存する型のコミュニケーションは「腹芸」と呼ばれる。「腹の中に抑えた言葉」とか「直感的に感じる言葉」という意味だ（前出文献）。行間の意味を読み、非言語の合図をつかむ能力のことで、明瞭な言葉を使わない意思疎通である。日本人は、含蓄のある曖昧な言葉と状況に潜んだカギを察しながら話の真意をつかむ。
 
   　漫画は、視覚的な文章であり、非言語のカギが随所に隠れている。たとえば、顔つき、ボディ・ランゲージ、目配り、場面の雰囲気を読み取り、状況の中で意味を理解する。会話のセリフだけでなく、言葉で表されていない部分も分からなくてはならない。漫画家の宮崎明子は言った。「絵と文字から成る記号を使うため、理解するには、記号全体を解釈しなければならない（Interview 11: 2007）。」コマの構成自体が記号であり、読者は主人公の気持ちになって、記号の意味を理解する。Millerは次のように言う。
 
   認知、自覚、普遍的実在が読み手の眼前に立ち上がる。それは存在し、
 
   実感できるが、読む人が自分の視点から入り、書き手が記号に意図した
 
   反応と同じ反応を読み手に引き起こして初めて意味を成す（1980:84）。
 
   「本音」と「建前」の二律背反は、コミュニケーションを複雑にする。Wolfrenによれば、「本音」とは「本当の動機、観察された現実、自覚されるか感知される真実」である。「建前」は「ものごとが表される方法で、表向きの動機、公式の真実、うわべ、見せかけ、あるべき姿」である（1989:235）。日本人は普通、矛盾する意見を同じ真実の補完的局面だととらえ、この二律背反性が否定的だとは本質的に思わない。毎日の生活の中でこうした二重性を経験することは人間的だとされる。
 
   　たとえば、本当の動機と真実がありながら、裏腹の行動をとる二律背反性は、レディースコミックではよく見られる。ヒロインは葛藤する。言いたいこと、感じたいこと、したいこととは反することを言い、感じ、行動するのが現実だ。「面目を保ちたい」のだ。「幸せのとまる枝」の多喜枝の場合、家族には恋人と結婚すると言いたいのが本音だが、躊躇するのは、家族に自分を頼りにしてくれと言った手前があるからだ。今結婚すれば、家庭は経済的に破綻し、心理的にも露頭に迷わせる。
 
   　「本音」と「建前」の例を一つ出してみよう。たとえば、女性が結婚し、実家とも夫の家族とも離れて暮らす場合、この生活の仕方は新処居住という。女性はいったん結婚すれば、夫の家族の一員となり、あらゆる種類の「義理」という名の義務に拘束される。日本では、ほとんどすべての女性が苗字を夫の苗字に変える。夫が妻の姓になることもあるが、それは女性が一人娘または女の姉妹だけの場合、家族の性を継ぐためだ。これは「婿養子」と言われ、直訳すると、「成人した息子を養子にする」という意味だ。つまり、花婿が妻の夫になるだけでなく、妻の両親が婿の両親にもなる。夫は妻の家族の一員になる。制度としては、「婿養子」は1947年に廃止され、今日では夫は妻と結婚し、妻の親が夫の義理の親になる。
 
   　女性が結婚し、姓を夫の姓に変えても旧姓をニックネームとしたり、職場などの呼び名として使うことはある。女性が法的に旧姓を守り、愛するパートナーと共に暮らす道を選択することも可能だ。多くの場合、女性がパートナーと結婚していなくても、パートナーの勤務先の福利厚生を受ける資格はある。
 
   　結婚し、夫の新しい家族の一員になった女性の優先順位は、配偶者と築く家族である。例を挙げよう。パートで働く主婦で子どもが二人いるとしよう。ある日、実家の父親が発作で倒れ入院する。夫と職場の上司に話をして予定を調整し、急行電車に乗り、父親の容態を見にいくことになる。家を出ようとしたその時、80代半ばの義理の父が、義理の母親の診察の予約時間が変更になったので今、病院に連れていってほしいと言う。舅は、彼女に姑を車で病院まで送り、診察が終わるまでつきあってほしいと頼むのだ。彼女の「本音」は実家の父親に今、会いに行くことだ。本当は、姑を病院に連れていきたくない。「タクシーを呼ぶか、他の方法はないの？」と彼女は思う。しかし、義理の父には答えた。「できるだけ早くお迎えに伺います」。義理の父は彼女の状況がわからない。「本当に大丈夫なのか」と彼女に聞く。彼女は答える。「もちろん、喜んで」と。これは彼女の「建前」であり、本心とは違う。
 
   　土居によれば、日本人は「本音・建前」の二律背反を社会における関係により使い分け、「人間関係の摩擦を最小限に」減らそうとする（1986:43）。この二律背反は、日本人が大人に成長していく社会化のプロセスで学習されていくものだと言う。土居は「本音・建前」構造の大きな特徴の一つは「精神のバランスを維持する上で効果的」な平衡感覚であり(前出文献: 61)、「本音と建前」の関係はそれぞれが構成要素になっていると言う（前出文献: 87）。
 
   　レディースコミックの世界で、主人公は文化的規範を破壊し、怒りやフラストレーションを爆発させ、騒動を起こし、「本音」を口にする。言い換えれば、心の内をさらけだす。読者は、同じような状況なら自分が言いたいことは、まさにそれだと思うが、面目を保つために口にはできない。本当の感情や気持ちは、潜在的または意識的に抑えられている。いい人の仮面をつけ、人間関係を守る必要があるからだ。主人公は、読者が公衆の面前で言えないことをあえて言葉にする。読者は自分自身の「本音」、(すなわち、人に本当に言いたいこと）を自覚するが、「建前」があるために言えない。読者の抑圧された感情、怒りや欲求不満は、物語の中で代理経験するときに解き放たれ、カタルシスにつながる。
 
   　「建前」と「本音」の二律背反と密接に関連する観念が「表」と「裏」である。土居によれば、「相反する概念の一対」である（1986: 23）。「表通り」とは、交通の通りが激しいメインストリートを指し、「裏通り」とは「人のいない裏の路地」である。「表」と「裏」は「外側」と「内側」という日本人の人間関係の意識に通じる。「外側」または「内側」が何かは人により異なり、この概念は「物事の二面性」を表す（前出文献: 28）。土居によれば、「表」はポジティブだと判断されるもので、「裏」とは人が恐れることとか他人から否定的に思われることである（前出文献: 29）。面白いことに、「日本人は普段、この2つの間に論理的一貫性がないという事実を問題にしない」（前出文献）。
 
   　多くのレディースコミックの物語は、「表」と「裏」の間で揺らぐ主人公を描く。「表」（前面）だけを見ている人はしばしばその後ろにあるものが見えない。「表」は物事の構造体の表面であり、「裏」は表面下の深層である。漫画には、隣人や同僚には一見幸せそうに見える家族だが、主人公には暗い秘密があることが隠されている話が多い。主人公は外見を保つニーズがあり、「完璧な」うわべを守るべく最大限の努力をする。ストーリーが進むにつれ、人々は主人公がいわゆる「キッチンドリンカー」（隠れたアルコール中毒）、パチンコ依存症、子どもを虐待する親だとわかってくる。または、結婚生活は数年間セックスレスだったり、妻の方が不倫をしていたり、重病に侵されていたり、夫殺しを企んでいたりする。典型的なストーリーは、主人公がいかに正面（「表」）をつくろい、「裏」を隠すかが中心になっている。良質の探偵小説が読者を最後までひきつけるように、予測不能の「裏」が暴露され結末に至る。
 
   　日本人の心は、「本音」と「建前」、「裏」と「表」という二重性によって特徴づけられるようだ。西洋人の目には明らかに相反するものが日本人には二重性と考えられているのかもしれない。一般的に物事の本質は、日本人にとっては、一枚のコインの裏表なのだ。Wolfrenは観察する。「日本人は明白な矛盾を同じ事実の補完的局面だととらえる。一貫性を押し通すことは滅多にない」（1989：235）。
 
   　この二重の構造は人が社会化していくにつれ、自己と社会が内在化されていくという観点から理解できるかもしれない。人は、社会化の過程で、社会に効果的に参加するために必要となる考え方、感じ方、行動の仕方を習得していく。社会心理学の形成の発展に影響を及ぼしたチャールズ・ホートン・クーリー（1864~1929）は、シンボリック相互作用論という考え方の中で、「自我は社会と共存する中で育まれる」と言った（Cooley 1962: 5）。自己は他人との意思疎通を通じて相克の中から形成され、常に変化する。社会化は一生涯続き、その過程で社会の言語、知識、規範、行動パターンなどは個人の中に内面化される。簡単に言えば、社会化とは文化を習得する過程である。レディースコミックの主人公は、自分自身をどう思っているかだけでなく、社会からどう思われているか気になるのである。
 
   　個人の心に内在化された社会の一面が物語の主人公に大きな影響を及ぼす。適切な社会でのイメージを守るためには「本音」と「建前」、「裏」と「表」を区別しなければならない。エミール・デュルケームによれば、社会は個人の上に存在し、明文化されない共通の同意事項である規則で人を拘束する。社会は道徳に基づくものであり、規範させる力を持ち、人間の行動に制限を加える。人の道徳上の信念や行動は社会の連帯と統合の基礎を構成する。デュルケームは、「社会の平均的な成員に共通する信念と感情の総和が客観的に確認できる象徴をつくり、それは『集合表象または共通意識』と呼んでよかろう」と言った（1933/1964:79）。
 
   　共通意識、共通信念、道徳が人を結びつけ、社会の退廃を防ぐ(Coser 1977)。個人はある種の欲求と渇望を犠牲にし、社会秩序を守らなければならず、社会はこの行為を肯定し奨励する。しかし、「そのような犠牲は個人と社会に恩恵をもたらす。なぜなら、無制限の欲求は幸福と充足をもたらすのではなく、フラストレーションと不幸につながるからである（Coser 1977: 136）。
 
   　レディースコミックの物語はしばしば、いかに社会が人の行動を規制し、自由を制限するかを描き出す。主人公は、自分の願いと社会からの期待の間で揺れる。作品は状況によっては気がつかないかもしれない様々な視点を読者に披露する。井出智香恵はレディースコミック誌はカウンセリング機能があると分析する。「読者は自分の立場をわきまえていて、状況によって何をすべきか分かっています。ただもっと確信が欲しいんです。レディースコミックのストーリーは、それを示しています。女性も自分の考えを聞いて欲しいと思っているんですよ」（Interview 12: 2007）と。井出は読者が日常生活でまだ知らないこと、感じていないこと、経験していないことに気づき、他の角度から物事を見て、考え、結論や決定にたどり着いてほしいと言う。レディースコミックは、往々にして読者に道徳的秩序に反した場合の結末を見せる。
 
   　私たちは皆、自分に忠実でありたいと思うが、社会規範を無視することなく行動する。レディースコミックのヒロインは、私たちが普段できないことを代わりにしてくれる。ヒロインは「本音」や「裏」、本当の気持ち、真の動機や秘かな欲求を露わにするため、読者は主人公に共感する。
 
    結婚し、親になり、配偶者や親戚と良好な関係を維持するのは気力が要る。結婚したばかりの時は、愛、ロマンス、セックスを大切にするが、現実に遅かれ早かれ直面する。性的興奮と熱情は、最初の子どもが誕生し、その後、眠れない夜が続くうちに薄れる。子どもの成長とともに、日本人の場合、夫婦は互いを名前や愛称ではなく、パパ、ママ、お父さん、お母さんと、子どものために呼び合うようになる。夫婦というよりは、親になり、子どもがまわりにいなくなっても変えない。多くの日本の男性は妻はワイフというより、母親や家政婦的存在であってほしいと思う。伝統的に、妻の大きな役割は家系のために子孫を残すことである。男性が興奮を求めたければ、結婚生活の外で性的刺激や疑似恋愛に浸ればいい。
 
   　今日、男性のロマンチックでセクシュアルなニーズを満たす場所は巷に多々ある。いわゆる、「ソープランド」はお客と「ソープレディ」が一緒にお風呂に入るところである。「泡踊り」とは「体と体でマッサージすること」で、性交でサービスが終わる。ストリップ劇場、ホステス・バー、キャバレーなどもある（Bornoff 1991）。ＳＭクラブや「デリヘル」というサービスもある。お客の滞在するホテルや会社やその他の場所に売春婦が訪れる。女性には、性のはけ口となるオプションは男性ほど多くない。
 
   　「良妻賢母」は、長い間日本人女性の理想とされた。いったん結婚し子どもができれば、多くの女性は結婚生活での役割が主な仕事になり、多忙なスケジュールや責任がのしかかり、セックスアピールや性的欲求を失う。夫は、妻を性的に魅力ある対象とは見なくなる。長い間生活をともにするうちに、お互い当たり前の存在になる。一方、夫は体重が増え、頭が薄くなり、メタボの諸症状が出始めると、妻の方も同じことを夫に感じるようになる。
 
   　そもそも性的魅力で夫を誘惑することは、料理、洗濯、掃除、子育て、年がら年中の親戚づきあいの期待がかかる主婦には無理な話である。良い妻、良い母であるために家の中を整理整頓し、掃除し、すべての時間を家族の幸せのために奉仕する。肉体は疲労し、性的魅力は失せる。「愛、ロマンスと興奮はどこに行ってしまったの？」と思う。たまには特別な男性には、特別だと思われたいのに。
 
   　愛とロマンスは一般的に年齢、既婚か未婚、社会経済的地位とは無関係に人生をエキサイティングにするものだと言われる。日本の女性も例外ではない。中年の日本人女性が韓国ドラマ「冬のソナタ」の主演男優ペ・ヨンジュンに熱狂した。ドラマは2002年に韓国のKBSで放送された。涙を誘い、魂が癒されるこのメロドラマは、NHKの衛星放送で2003年4月に放送され、地上波でも数回再放送された。息を呑むほど美しい冬の風景、美男美女俳優の演技、すばらしいサウンドトラック音楽、愛と情感あふれる心に響くセリフに視聴者は酔いしれた。忘我の境地の愛とロマンスから始まり、自己肯定、自制心、罪悪感、後悔、所有欲、喪失、怒り、フラストレーション、恥じらい、恨み、嫉妬、悔い改めの感覚だけでなく、人を愛し、慈しみ、回りの人にも深く心遣いしなければならないとする人生の教訓も盛り込まれている（Ito 2006）。
 
   　「冬のソナタ」は、「韓流」ブームを起こすきっかけとなった。韓国のポップカルチャー、映画、Kポップミュージックなどが好意をもって受け入れられるようになった。ブームはアジア全域に広がり、世界的現象になった。アジアの他の国の女性もそうだが、日本の女性たちの間に、1998年の映画「タイタニック」で主役を演じたレオナルド・ディカプリオが好きになったアメリカの十代の女の子のような現象が起きた。女性たちは、ドラマのDVD、ビデオテープ、CDだけでなく、テレビの衛星放送の受信アンテナを買い、視聴契約をした。NHK「冬のソナタ」の公式ウェブサイトをコンピューターでチェックし、ファンのブログやチャットルームにログインした。それだけではない。ペ・ヨンジュンのポスター、カレンダー、ノート、写真集などをデパートやインターネットで買った。ファンは、韓国に旅行に行き、ロケ現場を訪れた。韓国語が語学学校の超人気講座になり、NHKの韓国語レッスンのテキストがベストセラーになった。「韓流」は日韓に膨大な経済効果をもたらした。
 
   　ロマンチックな「冬のソナタ」は多くの中年の日本人女性の心をとらえた。女性たちは夫とは愛、ロマンス、愛情、心の通ったコミュニケーションには欠けるが、家庭を築き守るために奮闘している。それなのに、家族の誰からも感謝されない。胸に迫るストーリー、愛とロマンス、涙を誘うお話は韓国のメロドラマの常道だが、日本人のややもすると満たされない生活を潤す「麻薬」のように作用した。
 
   　ペ・ヨンジュンは、甘い声の美男の俳優で、女性に愛とロマンスのエッセンスを提供した。女性はロマンチックなファンタジーに心を奪われた。彼の顔が画面にアップに映り、その目に涙がたまり、心から「愛してる」と言うセリフを聞くたびに胸がいっぱいになった。熱狂的なファンにとって、この瞬間はほとんど催眠状態、陶酔状態であった。ペ・ヨンジュンが愛の言葉をささやく時は至福の瞬間。多くの女性は、ほとんどスピリチュアルか宗教的と言っていい紆余曲折のストーリーにハマってしまった（Ito 2006）。
 
   　興味深いことに、こうした中年日本人女性は、少女漫画の人気が高まり、娯楽としての地位が固まっていったときに子どもから大人へと成長していった人たちである。「冬のソナタ」は視聴者の心にロマンチックな少女漫画と同じように受け止められた。恋愛、一触即発の三角関係、人生を一変させる交通事故と死、祈りの大切さ、家族の愛情、人間的感情が心に滲みた。「冬のソナタ」のセリフは少女漫画を読んだことがない人にとっては、少々気恥ずかしく非現実的な言葉だが、漫画に親しんでいる人にとっては普通で、郷愁をかき立てるものだった。
 
   　愛とロマンスだけでなく、法的に許されない愛の世界がレディースコミックではよく描かれる。良妻賢母には当然、人生を謳歌する権利がある。特に、浮気夫、暴力亭主、自分を大切にしてくれない夫ならなおさらだ。普通、ヒロインは夫より若く、美男で肉体美溢れる男性と出会い、好意を持たれる筋書になっている。男性は女性の願いを叶え、欲望や幻想を満たしてくれる。汐見朝子が言うように、レディースコミックは、女性のセクシュアリティを実験する安全な場所なのだ。
 
   　比較的窮屈な日本の住まいが結婚生活で興奮を損なう別の原因になっていることもある。日本人の家は「うさぎ小屋」と1980年代に欧州の政治家は言ったが、今も変わらない。ラブホテルはデートをするカップルだけでなく、家にスペースとプライバシーがない夫婦が利用する場所でもある。
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　レディースコミックは、読者の感情とセクシュアリティに訴える娯楽である。普通の女性の日常を題材に、ストーリーの幅は広い。ファンタジー、ロマンス、セックスだけでなく、社会、心理、法律、医学の実用的なアドバイスもあるというすばらしい世界だ。しかし、レディースコミックの大きな要素は、愛する人とどうつながっているかである。女性の社会生活は愛、家族、仕事を軸に回る人間関係の中身によって決まる。
 
   　レディースコミックのヒロインと登場人物は、圧倒的に主婦、その家族（夫、子ども、義理の母など）または、未婚の若い女性だが、稀にキャリアウーマンがいる。主人公は大抵、かなり控え目で普通のどこにでもいる女性である。キャットウーマン、ワンダーウーマンはアメリカのコミックでは当たり前だが、スーパーヒーローはレディースコミックには滅多に登場しない。
 
   　レディースコミックは、読むと気分が爽快になり、人生が明るく思えてくる。これはレディースコミックが喚起するカタルシス効果のせいである。問題の解決策が、ストーリーの中で示され、娯楽と教訓が一度に得られる。井出智香恵は読者に身の回りのことや世間をもっと知ってほしいと言う。井出の描く漫画は、ハッピーエンドだ。私の取材に、「ハッピーエンドじゃない場合は、状況が好転し主人公の抱えている問題が解決するか結論が出るようにしています。平凡な暮らしの中で何が大事か悟ってほしいんです。自分のことを理解し、どういう人間か認識し、愛と思いやりで人生を過ごしてほしい」と答えた。井出は漫画だけでなく、コラムの執筆もしていると聞いて私は大いに納得した（Interview 12: 2007）。
 
   　現在、レディースコミックは、インターネットや携帯電話でも読めるようになった。簡単に安価でダウンロードできるため、紙の媒体に頼っている編集者には心配な状況である。他の出版物同様、レディースコミック誌の売上も下降気味で、編集者と漫画家を悩ませている。出版社は読者のニーズに敏感で愛読者からの反応、コメント、サポートを得ることに必死だ。売上を伸ばすことが最大の目標である。
 
   　井出智香恵は、レディースコミックで一番売れるのは「愛、感動、セックス、お金、スキャンダル」とコメントした。このすべてが11世紀に紫式部が書いた「源氏物語」の中にある（Interview 12: 2007）。井出は「源氏物語」を基に二冊漫画を描いているが、もっと描きたいと言う。大和和紀は「源氏物語」の漫画版「あさきゆめみし」を月刊漫画雑誌「mimi」に1979年から1983年まで、隔週発行の「Fortnightly mimi」1983年から1986年まで、1986年以降は「mimi Excellent」に連載した。作品はコミック文庫13巻にまとめられ、一冊約210ページである（Hirota 1997:47）。大和は、平安時代の源氏の優雅で洗練された世界を漫画化した。ドラマチックな絵で、源氏の愛、ロマンス、性的な出会いを時間を超越してよみがえらせた。「あさきゆめみし」には源氏が女性と愛を交わす美しくも官能的なシーンが満載である。
 
   　牧美也子は、わたなべまさこや水野英子と同世代の少女漫画家のパイオニアの一人である。「ビッグコミック フォア レディ」に「源氏物語」の漫画版を1986年から1990年まで、「ビッグゴールド」に1993年から1994年まで、2003年には「週刊ビジュアル源氏物語」に掲載した。牧は平安時代の宮廷文化を感動的に描き、1989年、小学館漫画賞を受賞した（Takeuchi et al. 2006a）。
 
    熾烈な市場競争に勝ち抜くため、出版社は作品のテーマやトピックを重点的に探っている。愛、ロマンス、セックスはまだテーマやトピックの中心だが、ホラー、サスペンス、ミステリーなども多い。現在、レディースコミックは多様化し、雑誌の種類も増えているが、一冊の雑誌の中でも色々なタイプのヒロインが登場する。出版社の多くは、読者からの投稿を募り、採用になった場合はいろいろなプレゼントを贈る。
 
   　人生には予想外のことが起きる。だが、往々にして同じことが繰りかえされ、単調で退屈だと思うこともある。日本の女性は、社会的な疎外感を家庭でも職場でも抱き、心理的なストレスやフラストレーションが溜まり、問題には答えや解決がないのではないかと悩む。日本では精神分析は米国ほど一般的でなく、ほとんど利用されない。落ち込んで悩む人は増加しているが、日本人は心の健康に積極的にお金をかけない。体面を気にするからである。
 
   　レディースコミックは、女性が安く容易に親しめる大衆娯楽であり、物語を読むことで感情が解き放たれる。心理的な爽快感、カタルシスが提供される。カタルシスは治療やセラピーを受ける人だけが得られるものではない。レディースコミックの最新号を手にとり、物語世界に入り、今起きている社会現象と女性の体験を垣間見れば、一人で誰でも得られるものなのである。
 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 
   ＊第二章と第三章の一部はJapan Studies ReviewとJournal of Popular Cultureに掲載。
 
   ＊ここにおける夫婦とは核家族の夫婦とした。
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
   第三章
 
   レディースコミックに見られる日本女性のセクシュアリティ
 
    
 
   1.はじめに
 
   　レディースコミックは、青年向け漫画と同じように、以下のカテゴリーに分かれる。（1）ドラマ、（2）ロマンス・ファンタジー、（3）ポルノまたは露骨な性的表現がある成人向けの内容（Ito 1994）。レディースコミック誌の編集者によれば、ドラマとロマンス・ファンタジーが市場の80%を占めるとのことだ。このカテゴリー専門の雑誌は、ほとんどが大手か社会的に認知度の高い出版社から発行されている。雑誌には、性的シーンが皆無のものもあるが、ベッドシーンやセックスシーンはかなり多い。それは読者の年齢が想定されているからである。大抵、現在のレディースコミック誌は既婚女性、結婚適齢期の未婚女性が読者層だ。結婚とは通過儀礼であり、日本では大人になるための重要なプロセスとされる。
 
   　ポルノに分類できるのは、全体のわずか20％である。エロチックな内容を載せる漫画雑誌は非常に小さな出版社から発行されている。販売競争に勝つために露骨な描写を売りにし、一部の読者の特別な興味に応じるという戦略である。こうした雑誌には一般社会からは猥褻の烙印が押されていると言っていいだろう。1986年に「VAL」誌や「FEEL」誌が創刊されてから、レディースコミックの漫画雑誌は女性のポルノではないかという誤ったレッテルを貼られる傾向があった。実際は、現代のレディースコミック誌は遥かに多彩なテーマと内容である（Ito 2000; 2002）。
 
    
 
   2.ロマンスのカテゴリー
 
   　若い独身の女性のために描かれたレディースコミックでは、女性の究極の夢は白馬に乗った王子様を見つけ、結婚し、使用人に囲まれ、豪邸で優雅な暮らしを送るというストーリーが定番のようである（Erino 1993）。大いなる目的、つまり、幸福の追及は、男性を通じて人生を一変する関係を獲得することで達成される。このロマンチックな幻想は、大手出版社が発行する若い女性、十代の少女、中学生、ヤングアダルト向けの漫画雑誌に見られる。雑誌自体に工夫がされていて、誰でも読めるように漢字にルビがふられているのが一例だ。（子どもによっては4歳か5歳でも日本語のひらがな、カタカナ、漢字を読めるが、書き言葉の日本語の漢字が難なく理解できるようになるには年月がかかる。）
 
   　若い女性のために描かれたロマンスのカテゴリーに入る物語のほとんどは、シンデレラ・ストーリーのようなハッピーエンドで終わる。ロマンスと愛の至上主義で、時々、愛の表現としてのセックスが描かれる。成功した女性は、究極の王子様と結ばれるが、その王子様は若く、背が高く、信じがたい美貌、頭脳明晰、優しく、セクシーで繊細で思いやりに溢れ、見事な肉体の持ち主と決まっている。
 
   　結婚は、人生の究極のゴールではなく、女性たちが求めるのは見返りのある関係だ。ストーリーのパターンは似通っている。ヒロインは恋に落ち、悩み、人間関係の壁にぶつかるが解決策が現れ、ハッピーエンドで終わる。率直に言って、物語の多くは誌面に広がるメロドラマそのものである。
 
   　男性と出会い恋愛する。これは日本女性の幸福の絶対必要条件である。修学旅行で旅行会社のガイドに恋し、他大学の学生との合同コンパで理想の人に出会う。年齢が上のヒロインの場合は、ホストクラブのイケメン、レストランのコック、美術の先生。出会いの場所は情緒溢れる異国、時間を遡った過去、又は、大学のキャンパスや職場といった普通の場所。登場人物はプリンス、プリンセス、幽霊、性転換者。テーマは、生まれ変わり、同性愛、予知能力、女装趣味など様々である（Ito 2000: 2002）。
 
   　1990年設立の東京の宙（おおぞら）出版が、「ハーレクイン」をレディースコミック誌「Aya」の特別号で発行した。有名なハーレクインのロマンス小説は、カナダのトロントのハーレクイン・エンタープライズ社が26か国語で全世界109の市場に毎月120作を送りだしている（httep://en.wikipedia.org)。
 
   　漫画版は1998年7月に宙出版によって発行された。ヒロインの人種、民族グループの容姿は多かれ少なかれ話に見合ったものになっているが、背景となる外国の風景のいくつかは事実に即していない。小説の設定は、ロマンチックそのもので、ハンサムでお金持ちの王子様の登場がお約束である。真実の愛は、あらゆる障害を乗り越え、究極の幸福はロマンス、最終的に結婚によって幸せがもたらされるとする。ハーレクインではヒロインは必ず玉の輿にのる。社会経済的に上のランクの男性と結ばれるのだ。レディースコミックのテーマは、ロマンス小説に通じるものがある（Ito 2002）。
 
   　レディースコミックのヒロインの主婦は、愛のない結婚に不満を持ち、夢に現れるような素敵な男性と突然出会い、人生の喜びを得る。ヒロインの年齢は関係なく、理想の人を見つけるまでは自尊心が低く、葛藤を抱えている。女としての魅力に欠け、将来に不安がある。しかし、出会いをきっかけに気力が充実し、自尊心が高まる。愛に年齢の壁はない。高齢の未亡人が家族の反対を押し切り、同じく高齢の紳士に恋をするというストーリーもある（Ito 2002）。
 
    レディースコミックを読むと過ぎ去った時間、少女時代、若かりし頃の感傷が蘇える。高校時代に逆戻りはできないが、漫画は遠足、学校の教室、ファーストキス、初体験など（良きにつけ、悪しきにつけ）いろいろな思い出を蘇えらせてくれる。
 
   　比較的若い年齢での初体験は、今日の日本では多くの十代の女の子にとっては、一つの通過儀礼である。中学生のセックスを題材とする漫画もある。中高生の「援助交際」の客は成熟した女性には怖気づく欲情的な精神不安定な中年男性である。1990年代の終わりにこの風潮は病的な水準に達し、世間を騒がす社会問題になった。
 
   　漫画の世界では、処女喪失とは愛する人への贈りものである。自分にあまり魅力がないと卑下する18歳が、処女をささげれば彼の愛が自分のものになるのではないかと葛藤する物語もある。美しい蝶に変われば、彼の気が惹けるのではないだろうか。
 
   ヒロインは自らの意思で、二人の間の愛を信じ、愛を交わす。セックスは愛情表現、だから許される。男性の性欲、暴行、暴力、抑圧があるからではない。その行為は孤独な女性によってしばしば理想化される。抱きしめられ、天にも昇る気持ちになり、愛を確認したい。既婚女性の場合は、お互いの愛が深いからこそ性行為が許されるのである。
 
   　一方、処女を奪うことは、男性の勲章だという風に漫画では描かれる。都心から離れたマンションに男性の大学教授に閉じ込められた女子学生の話がある。彼女は性の奴隷となり、教えを受ける。教授の若い助手にレイプされる。その時、教授は言い放つ。「初めての男の味はどうだ？」　彼女はマンションで毎晩、助手から「トレーニング」を受ける。教授は、週末ごとに新しい大人のおもちゃを持っては訪れる。次第に彼女は快楽に溺れる。
 
   　結婚して数年たつと生活に飽きてくる。型にはまった生活、セックスレス。この問題はマスコミが1990年代後半、「新しい社会現象」として注目した。女性が教室で相手（普通は教師）を探す話や、電話で男性と「デート」をする娼婦のような仕事をする女性を描いた話もあった。妻は夫から無視され、愛されていないと思っている。ある日のこと、いつもより早く家に帰ったら、夫は男性の部下と二人、居間で裸でいるではないか。夫はゲイだったが秘密にしていたのだった。驚愕の事実が曝されるという話もある（Ito 2002）。
 
    
 
   3. 官能系
 
   3.1はじめに
 
   　ここではエロチックのカテゴリーの作品を紹介したい。現代の日本の女性の性行動がどのように描かれ、実態、幻想、生活様式が現れているのか。前章で説明したように、レディースコミック誌は、読者の実体験と創作の投稿が元になることが多いため、セクシュアリティの理解には大いに参考になる。
 
   　日本では、女性と男性が束縛されずに性行為におよぶのは何も新しいことではない。この国は、セックスは基本的かつ本質的に罪深いとするキリスト教の国ではない。西洋と比較して、日本人の方がベッドでは楽しんでいるようなのである（Sensual Touch 1996; Perper & Conrog 2003)。徳川時代、「春画」の人気は高かった。浮世絵と同じく、享楽の世界を現わす。「春画」は木版画であり、題材は性的でエロチック。男女の性器などは異常に誇張されている。お互いが快楽に浸っているのはインドの「カーマ・スートラ」の世界と共通する（Chopra 2006）。「春画」は、結婚前の教育マニュアルでもあった。
 
   　大衆の娯楽だった「春画」はきわめて露骨、刺激的、非抑制的である。行為そのものに最大かつ唯一の焦点を置いた純粋な楽しみである。男と女（または女同士、または男一人と二人の女等）の快楽の様子が描かれている。たとえば、三人プレイ、覗き見、自慰、レズビアン（当時は完全に自然な性交だと見なされていた）、男性の同性愛、獣欲などありとあらゆる形があると言っていい。
 
   　面白いことに、「春画」の中の男女のほとんどは裸体ではない。卑猥にルーズに着物をまとっている。行為が今にも始まることをほのめかし、まどわし、興奮を高めるためである。究極の肉体の快楽と性交の喜びを視覚化することが狙いだ。お互いに喜びが共有できる交わりは両性の不平等を引き起こさない。こうした場面では女性の性の開拓、虐待、男性優位の承認は表現されていない（Sensual Touch 1996; Shirakura 2002）。チョプラが性の平等に関してカーマ・スートラを評したことは春画にもあてはまる。「セックスはパラドックス。男女の間に差は必要だが、快楽は男女には違いがないことに気づかせてくれるものであり、世界で最も平等を推進させるもの」（Chopra 2006：108）という言葉に集約される。
 
   　「春画」に宗教的、哲学的根拠はなく、「木版画の対象テーマは完全に制約から離れ、何にも束縛されない日本的な性へのアプローチ」（Sensual Touch 1996：64）なのである。興味深い点だが、日本古来の自然崇拝である「神道」は、男根像も奉る対象の一つである。肉体の喜びと性欲は「すべてを堪能すべき神聖な贈り物」（Sensual Touch 1996：68）なのである。同様に、レディースコミックに臆することなく描かれる世界は罪、恥、嫌悪感で彩られていない（Ito 2002）。「春画」とレディースコミックの二つが目指すものは共に性的刺激の提供と抑圧からの解放である。
 
   　日本の文学と芸術の伝統もまた「色」の概念との関連でよく引き合いに出される。「色」とは文字通り、「カラー」だが、その他、思いやり、愛、ロマンス、渇望、恋人、愛人も意味する（Shinmura 1991：188）。「色」は一般的に、肉体的快楽を追及することに罪の意識を持たない官能だと理解されている。
 
   　レディースコミック誌のページを飾る広告は、金貸し、デートクラブ、ダイエット・ピル、若くて美男の「コンパニオン」が見つかる場所、テレフォンセックス会社の求人、大人のおもちゃやバイブレーターを販売するインターネットサイトの紹介などである。日本人は、昔からポルノショップには馴染みがある。徳川時代には街にアダルトショップがあり、「張形」という男根をかたどった性具などが扱われていた。「春画」には、女性が「『張形』を脚にかけ、後ろ向きに座ったり寝たりしてマスターベーションに耽る姿が頻繁に見られる」（Sensual Touch 1996：64）。当時の人は、着物を着て正座をした。女性は「足に紐を巻き、紐の端を首の後ろで縛ると」、上体を動かすたびに張型が動き、エクスタシーで頭がふらつくのだった（Bornoff1991:157）。現代では小さい卵形の電子式バイブレーター、別名、ローターと呼ばれるものや、実物そっくりの感触と硬さで突起付きの張形まである。レディースコミックの作品で女性が張形やバイブレーターを使い刺激する様子を描くものもある。
 
   　「肥後ずいき」は、現在の熊本県の南、肥後の地域で栽培されている「はすいも」（多年生のタロイモの種類）の茎を乾燥させたものである。「肥後ずいき」はお湯に浸すとやわらかくなり、表面がなめらかになる。男性は、「それをサラミソーセージのように紐状にして使った。水分を含むと『肥後ずいき』は大きく膨張する。巻きつけるなどして使うと、ペニスを大きくし勃起時間を伸ばすという二重の利点があった」。他の補助玩具としては、「独身男性用の皮のさやがあったが、これは女性器に見立てた」もので、中国から輸入された、りんの玉は女性器の中で振動し、心地よい音がするものだった（Bornoff 1991:157: Shinmura 1991）。
 
   　四目屋（よつめや）は江戸の両国にあった店である。媚薬や性玩具を専門とする店であった（Shinmura 1991：2650）。幅広い性の補助具を販売していた。「ありとあらゆる形と大きさの張形、高価なべっ甲製のもの」、大奥の女性のための大きめの張形、「表面にくぼみがあるもの（おそらく春画の基準から見て少々不十分だと思う人のために考案された）」、「性交中、摩擦を強める小さな突出部がついたリング」、人工の女性器などがあった。四目屋は媚薬と催淫薬の他に不能の治療薬も販売していた（Sensual Touch 1996：64－65）。
 
   　第五代将軍綱吉は17世紀中ごろから18世紀の最初まで国を治めた。当時の政府は安定し、経済は繁栄、商人が力を持った時代であった。現実主義から派生した合理主義と実証主義を特徴とする学問のルネッサンスが起こった。この時代に新しく出現した風潮は、元禄文化と呼ばれる（Yasuda 1989）。
 
   　商人は徳川文化の推進者となり、娯楽街は都会文化の中心となり、「芸術と文化が開花した」のであった（Reischauer 1990：85）。商人は疲れると、また、武士は「つましい」とされたが、歓楽街を訪れ、「家に縛りつけておくものとする社会規範が否定されている女性と自由な社会的接触を求めた」（前出文献）のである。作家で詩人の井原西鶴（1642~1693）は、性欲、物欲、享楽といった人間の本性を題材に赤裸々な小説を書いた。武士、商人、女性、欲望、渇望、ドラマなどを世に出した。作品は「町人に大人気」だった（Reischauer 1990：86）。性の興奮、経験、体験は、男女双方にとり徳川文化の一部であり、他に中国の儒学者王陽明 (1472~1528）の陽明学、論語、数学、日本史、天文学、農業、西洋科学などが追究された。快楽的であり同時に学究的な元禄文化が栄えたのだった（Yasuda 1989）。
 
   　今日のレディースコミックでは、東京の歓楽街で働く女性を描くものがある。東京は渇望と欲求が渦巻く街である。お金を出してサービスを買う女性もいる。あるストーリーでは、主婦のグループが毎月お茶会を喫茶店で開くというクラブを組織する。たまに若くて美男の男娼と乱交パーティーを開く。物語の中では、あまり広く知られていない日本人の生活の私的な情報が暴露されている。バーのホストやホステス、コールガール、男娼、男性のセクシュアリティが垣間見られる。
 
   　「ジュリエットの夜」は桜井美音子の連載漫画である。セブン新社の「微熱」と「微熱スーパーデラックス」に載った。2009年2月の「微熱スーパーデラックス」の第18話では、主人公の真樹は怒りと悲しみの中にいる。どうしようもない恋人との不健全な関係に嫌気がさし、彼女はホストクラブで働くホスト、晴明のサービスを求める。
 
   　晴明は20歳、ダナエというクラブの一番人気のホストで、18歳以上の女性客をもてなす男性従業員である。彼らは一緒に飲み、話の相手をして客を喜ばす。別名「レディースクラブ」ともいう。「ホストクラブ」とは、２つの英単語からできている。楽しませる男性という意味の「ホスト」と「ナイトクラブ」の「クラブ」である。ホストクラブは「社交飲食店」のカテゴリーに入り、法律では性的サービスの営業は認められていない（http://wikipedia.org)。
 
   　1990年代の初期まで、ホストクラブはセックスと好奇心に飢えた欲求不満の中年女性のための低俗なバーだと世間では思われていた。しかし、最近では若い女性が男性に楽しませてもらうレストラン・バーとして認識されている。元「ホスト」だった男性がタレントになり、テレビに出演している。最近ではホストクラブで働く男性を主人公にした漫画が多くなった。
 
   　晴明は、エリート高校生で大学進学を目指していたが、両親の会社が破産して人生が急転。「試験地獄」の毎日で、勉強しか眼中になく、両親のレストラン経営の悪化に気がつかなかった。彼は両親がヤクザから借りたお金の肩代わりにホストクラブで働かなければならなくなる。
 
   主人公の真樹は、ナイトクラブのホステスをしていた。美しく頭がいい女性はお水の道で稼ぎ、富を築き、社会的地位を得る人もいる。
 
   真樹には劇団の団長をしている恋人がいた。8年前、高校の文化祭で劇を見てからずっと憧れていた。彼女の演技はそれほどではなかったが劇団には入れた。舞台での見栄えの良さから人気は出た。真樹の恋人は、経済的に困窮すると彼女に援助を求めた。彼女がナイトクラブでホステスの仕事をしているのは知っていた。この回の話では、彼は劇団の活動費に困っていると彼女にお金を無心する。彼女は納得し、彼が真剣に自分のことを思うようになればと思った。その後、彼は新しい脚本家を雇い、真樹に役を回した。
 
   　彼女はホテルでお金を彼に渡し、二人は愛を交わす。驚いたことに、その最中、彼はお金の勘定をする。彼は彼女に自分のために演じてくれと言う。真樹は彼の頭の中には劇団と仕事しかないことがわかり、怒りと失望を感じる。
 
   　真樹は憂さ晴らしに、晴明が働くホストクラブに向かい、お酒を注文する。晴明は真樹に気づき、近寄る。値の張るお酒を注文しているお客を通り過ぎ、彼女の隣に坐る晴明。得意客を後回しにする彼に驚き、大丈夫かと真樹は気遣う。彼は真樹の話の相手になり、楽しませるのだった。
 
   　真樹と晴明がクラブを出ようとしたその時、真樹の恋人が上杉という名前の男と現れる。上杉は新しく雇われた脚本家の中年男性だった。真樹のボーイフレンドは上杉を紹介し、無理やり真樹を車に乗せる。上杉も同乗させる。晴明はよからぬ事態を心配し、真樹に車から出るように言う。真樹の恋人は、晴明に食ってかかる。
 
   　しばらくしてその後、車の後部座席で上杉は真樹を襲う。服を脱がせ、胸をつかみ、下着に手を入れようとする。上杉は今度の新作の彼女の役どころは娼婦だと言う。恋人に利用される女の役。真樹にうってつけだと言う。真樹は、愛というものを勘違いし恋人を愛する惨めな女だった。愛されたことがないため愛され方を知らない、かわいそうな女だった。偽りの愛で納得しようとしているが、本当の愛は絶対わからないと上杉は言ってのける。襲いかかろうとする上杉を押しのけ、ほとんど全裸で車から飛び出す。通りすがりの人は驚く。一人が暴行事件、警察を呼べと叫ぶ。晴明が真樹のところに駆けつける。真樹を抱える。そんな彼に真樹は感謝する。
 
   　真樹は上杉が言うように娼婦のようだったと振り返る。愛を知らず、ボーイフレンドはヒモみたいに自分を利用した。彼を信じ、支えようとナイトクラブのホステスになった。愚かだった。
 
   　真樹と晴明は、ホテルで落ち着く。真樹は晴明に一晩の値段を聞く。晴明はまだ駆け出しのホストだが、真樹を慰めるためならできるだけのことはすると言う。愛を感じてくれたら嬉しいと晴明は思った。自分は受験勉強に明け暮れていたときは親の愛情に気づかなかった。両親は事業の不振を隠し、勉強だけに集中してほしいと思っていたのだ。息子に余分な心配をかけたくなかったのだ。晴明は真樹に言う。「愛に囲まれているときは、愛し、愛されることが当たり前だと思っている」と。真樹と晴明は体を合わせ、真樹は愛され、大切にされていると感じる。晴明は真樹の気持ちに寄り添い、気遣い、恋人のように慰め、話の相手をする。晴明は誠心誠意尽くし、真実の愛の如く、真樹の心と体を感じた。真樹は彼の腕の中で癒され、心を落ち着かせた。真樹はまだ眠っている晴明に別れのキスをし、ホテルを去る。部屋の鏡に口紅で「愛してる、さようなら」と残した。真樹は生きる力を取り戻し、職探しを始めるのだった。
 
   　日本の法律では、ホストクラブが公然と女性客にセックスの相手を手配することは認めていないが、お客とホストが別のバー、レストラン、ラブホテルなどに行くことは考えられる。「日本には酔っぱらいに道徳的制裁がない」ため、アルコールを摂取して男女ともに緊張をほぐし、リラックスする。飲酒も「誘惑の策略であり、愛の媚薬」とされる（Bornoff 1991：226）。ホストは店のリピーターになってほしいため、女性の願いに応じることがある。いわゆる「枕営業」をする。ホストの間では「まくら」で通じる。店の売上を伸ばす一つの策として、客と性的関係に入るのである。「色恋営業」、または短く、「色営」。ホストが顧客を特別扱いし、本気だと思わせる。当然、こういうつきあいから常連になる人はいる（http://ja.wikipedia.org）。しかし、晴明と真樹の関係は本物の友情と愛情に近く、「ビジネス」本位ではなかった。
 
   　女性が男娼のサービスを買うことは、日本では新しい現象ではない。Bornoff によれば、「江戸時代に先例は溢れるほどあった。おしとやかな大奥の女性や富裕階級の女性は歓楽街に出入りし、歌舞伎役者に手を出したり、彼らの奉仕にお金を払うことがあった」（Bornoff　1991：445－446）。
 
   　「春画」の主題は性行為であり、行為に従事している人間ではない。「春画」と違い、あからさまな性描写があるレディースコミックでは、ヒロイン本人、男性関係、ヒロインの心理が話の中心である。読者を興奮させる意図がある部分は、普通の女性が特別な性的出会いをし、どんな体験をするかである。Vergueiroがブラジルのポルノ漫画家Carlos Zefiroの作品を見て、主人公は「スーパーマンではなく、肉体的特徴でも特に目を引く人物ではない」が、「非常に普通で平凡な人が普通ではない状況を経験する」と分析した（2001：74）。Zefiroによれば、主人公は、性的な交わりを持つまでにいくつも障害を乗り越えなければならないという点も挙げている（前出文献）。ヒロインは、どんな読者でも同感できるほど平凡な人物に設定されているが、性に関わる出会いと経験は普通からは程遠く、滅多に起こらない類のものである。
 
   　エロチックなレディースコミックには、必ず細かく愛の交わりが描かれる。しかし、ヒロインは、性の奴隷に落ちたことは容易に認めない。究極のセックスに達する前に、心理的、感情的、社会的障害が用意されている。たとえば、ヒロインは、非常に低い自己評価をしていたり、幼少からのトラウマで苦しんでいたり（たとえば、レイプ、近親相姦、家庭内暴力）、妻や母として失格だと思っていたりする。このことが本当の自分を認めにくくし、結果として性機能障害を引き起こす。暗い過去、臆病な性格、当惑、抑圧などがいったん取り除かれると、ヒロインは性の対象に向かって積極的、暴力的になる場合がある。復讐の鬼と化し、虐待した父親や暴行犯に迫り、侮辱する。男性、女性による暴力場面が繰り広げられる。服は破かれ、オーラルセックスは強要され、レイプ、集団強姦、肛門に巨大浣腸。虐待を受けた女性は復讐を企て、往々にして同じ性行為で恨みを晴らそうとする。
 
   　中には女性が男性を誘惑し、レイプする話がある。Paul（2005）が分析しているように、アメリカのポルノには最近のレディースコミックのポルノのジャンルと同じ現象が起きている。「10年前と比べ、女性の幻想の中に暴力、乱暴なセックス、見知らぬ人とのセックス、男性の特徴が詳細に入っている」（Paul 2005:113）。男を惑わせ、男に体で挑む女は知的で、自信家で、賢い。男を誘惑するのは、過去の虐待の復讐か、または仕事の取引を有利にする思惑があるからだ。しかし、レディースコミックに見られる暴力のレベルは、男性週刊漫画雑誌と比較すれば程度は軽い。男性誌には露骨な暴力がセックスとからませて描かれ、誘拐、リンチ、殺人、レイプ、集団暴行などが出てくる（Ito 1994; 1995; 2002）。
 
   　テーマは愛だが、性的に露骨な表現がなされるレディースコミック誌は、情欲と快楽に主眼点がある。女性の体の器官を指す軽蔑的な言葉や、行為の最中の擬声語、体液の描写が目につく。顔、胸、腹を流れる玉のような汗、放出される精液、流れ出す「愛液」、座薬で放出される尿や糞便などがある。
 
   ポルノのジャンルに属するレディースコミックの漫画には、家庭医学事典などに載っている興奮やオーガズムの人体のプロセスが詳しく描かれる。たとえば、医学書の一冊によれば、性的「興奮は呼吸、心拍数、血液の上昇をもたらし」、特に、「女性の陰唇と陰核は膨張し、陰部は伸長し湿潤し、胸は膨らむ」とある（Goldmann & Horowitz 2003：762）。レディースコミックは、これと同じ描写レベルで大手出版社なら認められないような表現に挑む。強制的放尿、「ゴールデンシャワー」もＳＭの話の中に出てくるが、レディースコミックでは男性を興奮させるものとして描かれる。
 
   　性的場面は頻繁に登場するものの、生殖器は必ず検閲上の理由からぼかされている。大塚弘樹は日本のエロチック漫画の作家であるが、ある取材で次のように答えた。「漫画のセックスシーンには、編集スタッフが性器、局部と結合部のぎりぎりのところに黒線を引くんです。そこが見えないかのように『ぼかし』を入れるんです」（Holmberg 2008: 202）。「ぼかし」とは法律を遵守するために描画を隠し、ブロックする技術である。
 
   　レディースコミックの「ぼかし」は、性器の状態、局部、その他、口でおこなう行為を隠すために使われる。生殖器は楕円や長方形で白塗りするか、日本のポルノ映画のデジタルの画素処理のような描き方がなされる。Holmberg は言う。「ぼかし」は実際「隠していることになっているまさにその箇所に注意を引く役割をする」（2008：206）。レディースコミックの漫画家汐見朝子は、私の取材に、編集者が性器を描くことを禁止する規定を守るため、最終的には白い四角や楕円で隠されるが、彼女はいつもこと細かく描いている、と言っていた（Interview 7：2007）。
 
   　女性のセクシュアリティに関して、Shigematsuによれば、ポルノのジャンルのレディースコミックの文化的意義は「『女性の抑圧された性的欲求の反映』と軽く解されるべきではない」。漫画が提供しているのは「『女性の娯楽』としてのセックスのバラエティであり、性の可能性の寄せ集めによる性の消費的見世物のプロデュースである」（1999：140）。次に続く節では、レディースコミックに描かれている性行為の種類を紹介し、雑誌の内容の幅広さとその役割について考えてみる。
 
    
 
   3.2夫婦間
 
   　夫婦のセックスはレディースコミックで描かれる行為としては最も普通のものの一つである。合法であり、認められている。EshlemanとBulcroftは次のように言う。「性に関する社会規範により、夫と妻の性交は世界のどの社会においても完全に承認されている異性間の行為である」（2006：376）。
 
   　「羅刹の家」で、井出智香恵は、結婚生活の性を非常にポジティブに描く。主人公の洋子と夫の間の行為は愛、信用、情、思いやり、絆、コミュニケーションの結果と確認の場である。洋子は愛と幸福を実感する。姑や嫉妬心の強い義理の妹との同居を続ける力を与えてくれる。この漫画の中で、セックスは夫婦がお互いを配偶者、愛する人として確認し、家庭の内外で困難にぶつかったときの慰めと感謝の方法である（Ide 2003）。
 
   　レディースコミックの物語には、性の問題に悩む夫婦が登場する。夫のＥＤ(機能不全)、妻の不感症。主人公がＥＤの原因は過労からくるストレスだと納得したり、交渉がなかったのは夫の愛人のせいではなかったと納得した段階でハッピーエンドになる。夫婦間の性交は、結婚生活に大きな意味がある。意思疎通、レクリエーション、愛の確認、共有する時間、絆、喜びがもたらされるからである。
 
    
 
   3.3ＳＭシーン
 
   　ＳＭの場面にはありとあらゆる大道具、小道具が登場する。共通の小物としてはムチ、目隠し、ろうそく、鎖、手錠、ビール瓶、バイブレーター、座薬、浣腸などである。主人公は、セクシーな下着やネグリジェを着て女らしさを演出したり、男ぶって皮紐やブーツで支配者然としたイメージで描かれる。興味深いのは、こうした小道具の使用により、人格が豹変していくことだ。冒険が進むにつれ、性的能力が開花されていくらしい。積極的になり、行為に没頭し、屈折し、壊れていく。
 
   　純真で普通の日本の女性がＳＭの世界にハマっていく過程は、話によって様々だが、ボーイフレンド、恋人、教師、赤の他人など、誘うのはいつも男性である。ある物語では、ある日のこと、ボーイフレンドがヒロインをアダルトショップに連れていく。そこで女性店員がＳＭの楽しみ方を教える。店員は、試着室の中で三人プレイに積極的に参加する。
 
   　こうした話に出てくる女性は大抵の場合、最初は恥ずかしがり、消極的で、無邪気だが、次第に性の奴隷になり、積極性を増し、飽くなき性欲を持つようになる。この類に属する話は、読者の投稿を元にしているものが大半である。実話か作り話かは問わず、プライベートな話を人に聞かせたい人が世の中にはいるようだ。
 
   　ＳＭのストーリーでは、男性が場面を支配するご主人様であり、教官でもある。女性は大抵、喜んでいいなりになり、訓練される。最初、女性は殴られ、蹴られ、噛まれ、ムチ打たれ、縛られ、男性の性欲を満足させるのだが、最後は女性自身がＳＭを楽しみ、支配されることに喜びを覚える。男性が囲っている女性にこう言う。「今からお前はＭ（マゾ）になることだけを考えろ。主人の命令に従う奴隷になれ」。彼女は縄で縛られ、ムチ打たれ、座薬を入れられる。快感を倍増させ、究極の快楽が得られるからだと言う。洗脳された女性が男性を「訓練する側」になっていく話も多い。
 
   　読者は、消費者となり、ＳＭプレイに参加するよう促される。ポルノのカテゴリーに属する漫画雑誌には大人のおもちゃ、バイブレーター、張形、アナルセックス用の電子ビーズ、乳首をつねる小道具、マッサージオイル、ローション、媚薬などの宣伝広告がページの間に挟まれている。それが意味することは、女性は自分の体を開拓し快楽を追及すべきであり、製品を使って官能の喜びを得ることは許されるということだろう。広告収入でレディースコミックの発行は支えられている。
 
    
 
   3.4レイプ・プレイ・ファンタジー
 
   　ポルノ系の話の多くでは、性行為としてのレイプは快楽だという描かれ方をされる。レイプは断然、性行為ではない。暴力であり、基本的人権を踏みにじる絶対に許されない犯罪である。しかし、漫画の中で女性は、特に愛人や夫に相手にされない女性はレイプ願望があり、一人どころか、複数の男性に強姦されて喜びを感じるとされている。読者が漫画でそうした場面を見るときの心理を考えてみると、幻想と現実は違うという意識が非常に重要である。レイプ・プレイの幻想シーンで女の主人公は最初、恐怖におびえ羞恥心に震えるが、相手のテクニックや道具で最後は興奮させられる。非凡で非日常的状況で求められ必要とされた。この思いが読者を興奮させるのかもしれない。
 
   　「レイプ・ファンタジー」という分類をするよりは、「レイプ・プレイ・ファンタジー」と言った方が適切かもしれない。というのは、こうしたファンタジー、つまり、幻想は「特定の構造と特徴を備えている」からである（Shigematsu 1999：142）。女性のレイプ・プレイ・ファンタジーにおいては、行為に従事する男性の特徴は、たいてい若く、容貌がすぐれ、好感度が高い。彼らは、性行為に時間をかける。女性の感覚は、経験する男性の人数に応じて増す。強制的に行為を迫られる設定は、快楽に溺れるための都合のいい弁解である。レイプ・プレイ・ファンタジーは、ビデオゲームのロールプレイと同様、読者は漫画を読みたくなければ雑誌を閉じて終了させる。ゆっくりと自分の部屋で、現実の脅威が存在しない場所で回想すればいい。意のままに、お気に入りの場面から幻想を紡ぐ。つまり、ファンタジーとは、制御不能の欲求が投影されたものであり、暴力の犠牲の図ではない。
 
   　ＳＭの話と同様に、いつもレイプ・プレイ・ファンタジーの最初には、心理的葛藤が描かれる。初め、女性は一人の人間からもたらされた怒りと裏切りに憤るが、その後、体は快楽の記憶や非日常でエキサイティングな事件を思いだす。淫らな感覚がよみがえる。一つストーリーを紹介しよう。元エリートサラリーマンだったが今はホームレスで、公園に寝ている男性が、元同僚だったＯＬにお昼に偶然出会う。「お前のような一流企業で働くＯＬも服を脱がせればメスブタだ」と言う。彼は彼女の首に犬の首輪をつけ、ヒモでつないで裸で連れまわす。そんな彼女の姿を見て興味を持う男たちに、彼女は相手になってくれとせがみ、集団で襲わせる。公の場でホームレスや通行人、たくさんの男にいいようにされ官能の世界に入る。主人公の彼女は性の探究者となり、社会経済階級の下の男性から快楽を得ることに積極的になる（Ito 2002）。侮辱され、肉体は粗末にされ、言葉の暴力の雨あられ。しかし、今まで考えられなかった新しい性的自己を見出す。従属性という隠れていた欲求に目覚める。ストーリーは男性遍歴そのもののようだが、一つ言えることは、マゾの傾向がある女性は従属と屈辱を官能に結びつけるかもしれないという点だろう。
 
   　南原薫の「至悦の宿」は「愛の体験デラックス」2006年1月に掲載された。読者の投稿を元にした漫画である。ストーリーの中で、宮内雅美は和也という婚約者と別れたばかりだ。会社では同僚である和也には出世の野望があり、それを理由に雅美と別れ、別の女性と結婚した。
 
   　雅美は和也がハネムーンでグアムに行くと知り、悲しく、寂しく、腹立たしく、恨めしかった。彼のことを忘れるために1週間の休みをとり、スキーシーズンが始まる前にリゾートに行くことにした。小さな民宿は高倉直樹と雄二という2人が経営していた。宿に着くと、兄弟は雅美に夕食の前にお風呂を勧めた。ゆったりとした岩の露天風呂に浸かり温まり、和也との思い出に耽り、自分を慰めた。「ああ、和也…」。そこに突然、4人の全裸の若い男性が現れた。そのうちの2人は直樹と雄二であった。1人が言った。「和也って誰？君の恋人なの？」
 
   　雅美は不意を突かれた。1人が言った。「彼と喧嘩したからここにきて、自分を慰めてるの？」雅美は雄二に言った。「ここにいる人たちは誰なの？」あとの2人は大学時代の友人でスキーのシーズン中、民宿を手伝っていると言う。すると一人が雅美に「癒し」の仕上げをしてあげると言う。男たちは皆、彼女の体をもてあそび、胸を触わり、刺激する。雅美はやめてと懇願する。屈辱的だった。男たちは、アバズレ、色情狂などと罵倒し、「慰め」のために奉仕し、恋人を忘れさせるなどと言う。男たちは交互に雅美に襲いかかる。
 
   　タオルで臀部を打たれ、前からはオーラルセックスを強要される。彼女は「どうにでもして！」と叫ぶと、エスカレートし、抑制がきかなくなった。官能の海で、4人の男からの淫らな快感に我を忘れた。両手は縄で縛られ、体の後ろから攻められた。
 
   　雅美は官能に溺れ、１週間を民宿で過ごし、絶え間なくその世界に引きずられた。数日後、彼女は出勤し、新婚旅行から帰ったばかりの和也夫婦に出くわす。雅美は二人を見ても気分は悪くなかった。あの民宿に行けば性的ニーズが満たされるからだった。
 
   　この話で描かれたレイプは「男の大いなる支配力」を象徴し、「男性器が作りあげるルールの現実を示唆」する（Giddens 1992：121）。人里離れたリゾートでの尋常ならざる出会いは雅美に喜びと自信を与えた。4人の男に必要とされたという思いが残った。雅美の自尊心はその経験によって強まり、生きる力になった。
 
   　レイプ・プレイ・ファンタジーではなく、実話のレイプを描いた漫画もある。西森夕希子の「鈍色の涙」はぶんか社の「本当にあった主婦の体験」2005年10月号に掲載された。主人公は義理の母に強姦される。七奈は越智雅巳というマザコン男と結婚した。夫と姑との生活が始まるのだが、束縛、支配、裏切り、絶望、姑との監禁状態に陥っていく。姑は七奈の脚を縛り、式の日、彼女を犯す。新生活は悪夢の始まりだった。義理の母は、性格異常で、支配欲が強く、彼女をメイドのようにこき使った。夫の裏切りもあった。耐え切れず二人から逃げ出した彼女は駆け込み寺に走る。七奈にとっての結婚は、屈辱そのものであった。レイプの点で言えば、このストーリーは男性ではなく義理の母が加害者であるため例外的である。性がからんだカテゴリーではなく、ホラーの類に入れるべきストーリーかもしれない。
 
    
 
   3.5マスターベーション
 
   　マスターベーションは他の行為同様、よく登場する。雑誌には大人のおもちゃ、媚薬、ジェル、ローション、ビデオテープ、若くて美貌の男性エスコートサービスの宣伝にページが割かれている。レディースコミック誌の中には、張形やバイブレーターの広告が漫画の中で紹介されたり、景品を受け取った読者から使用後の感想や体験談の寄稿を募る。
 
   　ポルノに属するレディースコミックの漫画のヒロインは、ひとりで、または人と一緒にフィンガーセックス、バイブレーターや、張形で日頃、家の内外で満たされない体を慰め、欲求不満の解消に努める。夫は仕事に忙しく、妻を顧みる余裕がない。
 
   　1980年代は、若い女性の性の自由が拡大したが、現代もまだ男女に関する二重の基準は残る。男性は結婚生活の外に多くの自由と機会に恵まれるのに対し、女性は娼婦、芸者、売春婦、エンターテイナー、情婦に関わらず、男性に抑圧され、政府によっても抑えられていた。「公娼」という公認売春は鎌倉時代まで遡る。この時期、日本の社会は欧州の封建主義に似た社会だった。ただし、日本には道徳的な風潮があり、封建主義の関係は父と息子、大名と家臣との間に見られた。武士の価値観は鎌倉時代に広がり、徳川時代になると、娯楽街が都会の商人や武士で賑わったが、一方で、妻は「家」に縛られた。唯一の生きがいは次の世代のための子育てだった（Reischauer 1990；Shinmura 1991）。大正時代（1912~1926）には新しい都会の生活様式と洗練された市民文化が誕生した。西洋文化の影響でハリウッドの映画、ジャズ、ミュージカルなどの人気をもたらした。新しく出現したカフェではアメリカ音楽が流れ、「解放された若者たちは、モラルの疑わしい、若くてかわいいウェイトレスと愉快に時を過ごした」（Reischauer 1990：145）。
 
   　日本は無条件降伏し、1945年8月、終戦を迎える。マッカーサー元帥が率いる進駐軍によるアメリカの占領は7年間続いた。降伏後、11日目に余暇・娯楽協会（ＲＡＡ）という遠回しな名前がつけられた会が1945年8月26日に東京に設立された。ＲＡＡで働く日本人女性は「サービスを提供するレディ」、または「組織化された娼婦」と呼ばれた。基本的に、日本政府は全国的な売春組織を認可したのだった。アメリカ兵の性のニーズを満たし、性病の広がりを防ぎ、日本の女性を守るためだった。基本的に、国が米兵の行動をコントロールした。進駐軍は、日本に公の売春があるという事実を好まず、日本政府に1946年1月21日、施設の閉鎖を求める覚え書きを提出した。1946年2月20日、公の売春は廃止されたが、売春自体が禁止されたという意味ではなかった（Iwanaga 2009：18－24）。
 
   　このように公認売春は政府の管轄から外れたが、10日もたたないうちに、多くの「スペシャル」カフェが営業を開始し、女たちは「メイド」になった。彼女たちは、プライベートの娼婦となり、人数は増えていった。それに伴い、性病が広がった。国は歓楽街を閉鎖する決定を下し、新しい特別なカフェなどが営業している地域を地図の上に赤いインクで印をつけた。それ以降、歓楽街は「赤線」と呼ばれるようになった。または赤い灯がついている一画として知られるようになった（Iwanaga 2009：48－54）。
 
   　現代では、男性のロマンスと性的ニーズに応じる場所は数種類ある。ストリップ劇場、ホステス・バー、キャバレーなどである。「ソープランド」は以前、「トルコ風呂」と呼ばれていたが、トルコ政府から呼び名を変えるようにとの要請があり、変更された。「泡踊り」とは、「体と体を接触して行うマッサージ」で、最後は若い「ソープレディ」と体を重ねて終了する。他に「デリヘル」サービスというものもある。客の滞在するホテルの一室、オフィス等で同様のサービスが提供される（Bornoff 1991：Iwanaga 2009）。
 
   　女性は、男性とは違う基準が適用されることと経済力の低さから、男性ほど性を発散させる方法がない。レディースコミックの話の中では、既婚女性が単調な生活に飽き、性生活も満たされない場合、経済力があれば、どこかで男性との出会いを求める。しかし、男娼は滅多に見つからない。不満が溜まっていてもサービスを買う余裕がなく、果敢に快楽を追求しない場合は、安全に自分で自分を慰める。インターネットを通じ、異性と「出会う」機会は多いが、ネットを利用して相手を探し、最近ではストーカー、レイプ、殺人などの事件になることがある。一般的に言って、女性がネット社会で愛を求めた結果、犠牲になる危険は大きい。
 
    
 
   3.6覗き見趣味
 
   　覗き見趣味とは、他人が楽しんでいるのを見て快楽を得ることを言い、「春画」とレディースコミックの人気テーマである。たとえば、金持ち一家のわがまま娘が露出狂になり、男性が行きかう公園のベンチで自分を慰めるというストーリーがある（Ito 2002）。
 
   　乱交やマルチプレイも、覗き見の範疇に入る。行為に浸っているところを見られることで興奮する女性が描かれたり、傍観者になることが楽しいという女性が登場する。主婦がグループを作り、毎月喫茶店でお茶をするのだが、たまに若い男娼とホテルで乱交もする話がある。覗き見趣味の他の例としては、露出狂のヒロインが屈辱的な目にあったり、レイプの罰を受けるものがある。
 
   　他人の性生活に興味を持ち、覗きたいという気持ちは自然の欲求のようである。現在、日本、アメリカなどで発行されているゴシップ雑誌や芸能新聞はセレブのプライベートや一般人の私生活をとりあげた記事で成り立っている。
 
    
 
   3.7レズビアン
 
   　アメリカや日本の成人向け映画と同じく、レズビアンはレディースコミックのエロチック漫画に頻繁に描かれる。女同士がフレンチキス、オーラルセックス、張形、バイブレーターを使用する。読者は、このような世界を好むレズビアンの女性なのだろうか。異性愛派の読者も好奇心がかき立てられ、覗き見の欲求が満足させられるかもしれない。
 
   　李祐紀の「男禁劇場 紅組」は竹書房の「愛の体験スペシャルデラックス」2006年1月号に掲載された。22歳の主人公ナオミは元ＯＬでシングルマザー。レズビアンの客向けのストリップ劇場で踊り子をしていた。劇団のリーダー的存在でもあった。月日がたち、一人娘が18歳になり、自分も母親のような踊り子になりたいと言う。ナオミは娘をトレーニングし、娘はダンサーとしてデビューする。この漫画では、レズビアンのストリップショーが主だが、時にはＳＭもあった。観客はリピーターばかりで、お気に入りのダンサーに花束を贈るなどして親しい関係にあった。この作品では、女性は主体的に性行為に従事する。踊り子はレズビアンショーの女性客にとっては商品である。男女間の覗きは普通で刺激的とされるが、本作では女性が女性を見る。客はショーの女体に興奮する。読者の性的指向性は関係ない。女性が女性の行為を見ることは異性間のそれと同じくらい刺激的なのだろうか。日本のレディースコミックは、ありとあらゆる性行為の描写で読者を刺激する。
 
    
 
   3.8不倫
 
   　女性の不倫や浮気は、レディースコミックの人気テーマである。主人公は、女として無視されている既婚女性や恋人のいる未婚女性で、性別による仕事の割り振りは旧態依然で続いている。男性は妻に家事を丸投げし、自分は会社の仕事に没頭する。働く女性も超人的な母親業が期待される。メイドのように家族、舅、姑のために尽くし、女性としてのアイデンティティと自信をなくしていく。
 
   　結婚生活に満足している人でも、夫には性のニーズに利用されているという不満がある。おざなりにされることがおもしろくない。前技もなければ、終わってからの癒しもない。物語の中で、女性は行為の後、夫が眠り、いびきをかき、自分の欲求と気持ちが無視されてむなしくなる。求めているのは、肉体の行為ではなく親密さである。セックスとは愛といたわりのコミュニケーションの結果であり、己の価値の確認をするもののはず。セックスには、女性を幸せにするいくつかの感情的要素があるが、夫は気づいていないようだ。
 
   　不満の理由はいくつかある。一つはセックスレスの結婚。夫はそちらのニーズは愛人ですませていたり、服用している薬が不能の原因になっていることもある。女性の性の誘惑にはいろいろな形がある。物語の中で最も一般的に不倫関係に入っていく相手は、職場の同僚、戸別販売のセールスマン、インターネットや旅行で知り合った人である。ネットや携帯を利用するのが最近の方法だ。漫画では話をおもしろくするために、若くて、ハンサム、魅力的なお金持ちで、魔法のようなテクニックを持った男性が登場する。レイプ・プレイ・ファンタジーの場面と同じく、ヒロインは、そして、ひいては読者は、不倫などの匿名性の行為に安全な環境の中で関わる。
 
   　米国の独身女性と既婚男性の関係と同じように、漫画のヒロインの不倫主婦は社会的慣習の拘束がないところで「自分の性的自己の新しい定義を確認し実践」する。なぜなら、性的交わりはしきたりの縛りがないところで起きるから（Richardson 1985: 43）。ヒロインは上司、同僚、配達人、または初対面の人に衝動を感じ、最初は躊躇するのだが、すぐに降参する。
 
   　多くの場合、セックスシーンは結婚生活から離れたところに設定され、男女の局部への愛撫などが描かれる。主人公は口を使った刺激で興奮する。夫からは（そしておそらく漫画の読者も）しばらくなされていないのだろう。ヒロインは愛人から超絶の技巧を使われ求められ、クライマックスにもっていかれる。本当の女になったように感じる。新鮮な男の感触、匂い、趣味がスリリングで、アドレナリンがほとばしる。忘我の境地、夫からは得たことのない感覚に溺れる。漫画のヒロインによっては、一人では満足せず二人と戯れる。汐見朝子は言う。「官能の欲求と快楽は両方向でないといけないんです。女性は男性を楽しませるだけでなく、独立した意思を持った主体となり、女の方も楽しむべきなんです」。
 
    
 
   3.9近親相姦
 
   　近親相姦は、レディースコミックではしばしば扱われるテーマだ。結婚後1年で年の離れた夫に先立たれた女性が性欲を抑えられず、義理の息子に迫る。彼は拒まない。多少の罪の意識はあったが、それも最初のうち。亡くなった夫の写真を見て彼女は言う。「あなたを亡くして、体の芯があなたを求めている。あなたの息子に体をささげてもいいかしら？」息子は言う。「大切な人を失ったという事実で僕たちは結ばれている。義母さんの夫、僕の父だった人はもういない」。未亡人の継母と義理の息子の密通が話の中心である。
 
   　他には、24歳のＯＬが義理の父にレイプされるという話もある。病気の実の母は力になってくれず、入院費はかさんでいく。義理の父は彼女に迫り、妻の体に触れられないことの埋め合わせだと言う。更に、主人公は義理の父の友人にも身を売ることになる。他のストーリーの例を挙げると、兄と妹、母親と息子（これが日本の社会では主流だが、アメリカでは父と娘が多い）の話もある。レディースコミックに描かれる近親相姦の最もよくあるパターンは、パートナーのいない若い叔母と美形の甥の話である。叔母と甥の関係は、レイプ・プレイ・ファンタジーを想起させるが、甥は友人にも叔母との行為をそそのかす。他の組み合わせとしては、連れ子と養父、母と娘、嫁姑、祖父と孫娘などがある（Ito 2002）。こうしたストーリーでは、近親相姦は「エロチックなテーマ」として示され、「エロチックな価値を道徳律に反するタブーの形で提供」される（Holmberg 2008 : 204）。近親相姦はほとんどの社会から家系のために好ましからざるものとされ、オープンには語られない。レディースコミックでは、バリエーションの1つとして扱われ、物語の焦点は禁断の秘められた快楽にある。
 
    
 
   3.10レディースコミックに見られる風俗業の実態
 
   　現代日本の性産業のいろいろな新しい形がレディースコミックのポルノのジャンルの漫画に見られる。「ハプニングバー」は河野舞花の作品に取り上げられている。この種のバーは、カフェの進化形で、男女が出会い、飲み、食べ、話し、もし望めば、別室に行き乱交することができる。ハプニングバーは最先端の東京の繁華街、六本木や赤坂などで2000年頃にできた。店内は流行のインテリアでまとめられている。スタッフや客の夫婦がショーを見せる「フロア」が備わっており、自分たちだけというよりその場にいる客の楽しみになる。バーによっては、お客がＳＭプレイ、3人プレイや4人プレイに興じるところもある（Iwanaga 2009: 246‐247）。
 
   　「誘われてＨバー」は河野舞花が「愛の体験Best」という、「愛の体験スペシャルデラックス」、2009年1月特別号に掲載された漫画である。ヒロインのアカネは、夫と一緒に親友のシズエとご主人のためにお別れパーティーを計画する。4人は大学時代からの友人で、同じ会社に勤めていた。シズエの夫に海外転勤の辞令が出て、ふたりはすぐ日本を発たなければならなかった。
 
   　パーティーが終わってから、2組の夫婦はバーをハシゴした。シズエはもう一軒バーに誘った。裏道にある店だった。狭かったが、お客は愛想がよさそうだった。アカネは雰囲気が少し変だが、お酒のせいだろうと思った。少し飲んでから、回りを見るとキスを交わしている夫婦が目に入った。女性客の何人かは暑いからと服を脱ぎ始め、女同士で体を合わせ始める。バーのオーナーは特別なスポットライトを浴びせる。アカネは状況が飲みこめない。シズエはこれがＨバーだと言う。
 
   　Ｈバーはお酒を提供し、他の客の見守る中、行為に及ぶ店である。当惑するアカネだったが、シズエは服を脱ぎ、シズエの夫がスポットライトを浴び、シズエに覆いかぶさる。アカネは親友夫婦のそんなところは見たことがなかった。シズエの体は火照り、興奮し、ふたりの淫らな姿態が眼前に繰り広げられる。見ているうちにアカネも体が熱くなっていったが、気づかれないようにする。アカネの夫はシズエと同じくらい楽しめるんだとアカネにささやく。
 
   　シズエはその後、全裸になり、レズではないと言いながら、アカネに口づけする。服を脱がせ、アカネの体の各部に触れる。バーの男たちは女ふたりが興奮していくところを凝視する。アカネは恥ずかしかったが、シズエは違った。シズエはアカネにオーラルセックスを施す。シズエは刺激の仕方を知っていた。アカネは理性を失い、何度も絶頂に達する。
 
   　その後、男たちが参戦。「これは誰のモノ」ゲームが始まった。アカネとシズエは目隠しされ、口に挿入された夫のモノを当てるお遊びだった。アカネは予想外の、ありえない事態に戸惑ったが楽しいと感じた。
 
   　他のストーリーでは、主人公に短期間に返済しなければならない借金があるために風俗で働いたり、家庭生活が退屈という設定である。ヒロインが「主婦代行業」、つまり、「代理妻」という話もある。米国の多機能の便利サービス業「ミスター・ハンディマン」の業務にセックスが入るようなものだ。
 
   　物語の流れはこうだ。お客が家事代行業に電話をかける。客は独身男性、単身赴任中の既婚男性等である。「主婦レディ」は客のアパートに派遣され、食べ物や飲み物を持って訪れる。女性は料理、掃除、洗濯など家事全般をこなし、更にベッドの相手もする。料金は3万円ほどだ。日中5時間、夜は3時間ほどの仕事らしい。「恋人代行」、「愛人代行」といったビジネスも1985年ごろ東京にできている（Iwanaga 2009: 202－203）。
 
   愛人として雇われるストーリーもある。1980年代の東京に「夕ぐれ族」という会社があった。愛人バンクである。男性は20万円、女性は5万円で会員になる。男性の年齢層は22歳から75歳、平均年収は700万円以上。女性の65%は20歳前後の大学生、35%が22、23歳のＯＬだった。男性は性的な出会いにお金を払ったのだから、明らかな売春であった。しかし、女性がつきあう相手は一人だけだったため、彼女たちに「本当の」売春の認識はなかった。この「バンク」は1982年1月にオープンし、社長の筒見待子が1983年12月に逮捕されて営業は停止した。「愛人バンク」は短い期間で50億円から60億円の収益をあげたと言われている。その時までに、日本には約300の愛人バンクがあったが、1990年代の初めまでに「男女交際クラブ」に変わっていった（Iwanaga 2009：204－206）。
 
    
 
   4.分析
 
   4.1セクシュアリティと現代性
 
   　レディースコミックは、1980年代の中ごろ現代文化の一つとして初めて出てきた。このジャンルの漫画は、人類の歴史始まって以来変わることのない人間の本性を描く。社会学者は、いつもその時代に興味を持ち何が社会を特徴づけているかを探ってきた。今日の現代社会は「アノミー」（既存の社会的規範や価値観の崩壊）、疎外感、政府による監視が強化された「鉄の檻」、幻想からの覚醒、合理化、混乱、社会変化とともに現れた自己の方向性の喪失を特徴とする。社会が現代化する過程にはしばしば混乱と精神の緊張が起きる（Coser 1977 ; Durkheim 1966；Ollman 1977；Ritzer1999）。フランスの哲学者ミシェル・フーコーは次のように言う。現代社会は規律で統治され、「監獄と収容所の特徴」を示し、文明が求める秩序の中には「内なる衝動を抑え、効果的に衝動が内在するようコントロールする」力が働いている（Giddens 1992：18）。デュルケーム（1953）は、当然すべき義務と、それを望むことが道徳的事実の２つの特性であり、個人が欲求を犠牲にすることは社会と道徳の秩序を保つには必要不可欠であると説いた。
 
   　ポルノ系のレディースコミックには、愛とロマンスだけでなく、極端で異常な「アブノーマル」な性も描かれる。禁断で違法の関係、屈辱、幻想、不名誉、フェティシズム（性的倒錯、又は呪物による拝物愛）など大抵の人が不快に感じるものもある。しかし、これらはレディースコミックの成功にとっては非常に重要である。現実生活では、人は禁じられた行動は控える。社会は個人の欲求を超越した遥か上に存在しているからである。社会の規範が破られると処罰される（Durkheim 1953）。社会規範、規則、法律の遵守は、人間が自然に持つある種の欲求、欲望、ニーズの犠牲の上に成り立つ。不適切な欲求は抑制されなければならないが、その中に社会から嫌悪される性的欲求がある。Richardsonが言うように、「禁じられていることが私たちを性的に興奮させる。だからこそ禁止されなければならないのだろう。タブーとされる出会いは性的に刺激的なものと感知されるのだ」（1985：45）。
 
   　妄想の世界の主人公は社会から何も制約を受けず、自由だ。更に、生殖については全くストーリーで触れられず、避妊に言及されることはない。主人公は、社会から課せられる制裁、悪評、性病の危険など、行為の延長線上にある結果を心配する必要がない。幻想の世界の話だから、主人公はそんなことに頭を悩まさない。
 
   　レディースコミックのストーリーは、多種多様な性的行為や性的関係を描く。その中にはＳＭ、不倫、近親相姦、自慰などがある。こうしたあらゆる経験のバリエーションは現代という時代の特徴を端的に表す。「…複数のものが入れ替わっていく初期段階は、現代性の拡散に必要な広い範囲の変化の一部」なのである（Giddens 1992：34）。
 
   　レディースコミックの中の女性はいろいろな方法で官能を求める。この意味で主人公は、現代の女性である。彼女たちにとって、古い結婚の形式、性別による伝統的な仕事の割り振り、典型的な主従関係は「古いとしか言いようがなく、苦痛を伴い、抑圧的でさえある」（Richardson 1985：9）。日本人女性の性の解放は、バブル経済の真っ盛り、1986年に男女雇用機会均等法が施行されてから始まった。多くの若い女性にとって、教育とキャリアの確立が夫を見つけて落ち着くことより重要になった。自立した女性という新しい世代が現れた。結婚は遅らせたが、性に関しては積極的になった。西洋と同じく、1980年代の日本の女性たちは、もはや「結婚における財産交換の担保ではなく、女の価値は『純潔』によって決まる」ことはなくなった（Fisher1992：33）。女性は付き添いを必要としなくなり、性衝動が否定されることもなくなった。
 
   　ハードコアのポルノのレディースコミックでは、ポルノの否定的な面が描かれている。「暴力、支配、征服」などが女性、または男性主人公によって展開される（Paul 2005：121）。女性が誘惑する場合は、「とりわけ、性的征服と力の行使に重きが置かれる」（Giddens 1992：83）。主人公は、男を誘惑し、女を武器に出世の階段を昇り、仕事を守り、性的満足を得ようとする。セックスが社会的地位を上げる手段として使われることもある。
 
   　しかし、ポルノ系のレディースコミックは、一般的な意味でのポルノではない。明確な構想があり、その中でヒロインは人と出会い、心乱れ、感じ、最後はある種の解決に到達する。レディースコミックの作品は、女性漫画家によって創りだされ作品化されているポルノの一般的定義にはあてはまらない。Funabashiは言う。「ポルノとは、男性が女性を誤ってとらえて創り上げた不正なイメージだと定義できるのではないか」（1995：255）。漫画の女性主人公は、男性が求める単なる性の対象ではない。女たちは、自分のセクシュアリティを自覚する人間であり、対象ではなく主体として快楽に身を投じる。肉体と内なる自己は離れていない。だから、セックスによって彼女たちの主体的な自己の認識は高められるのだ。
 
   　このとらえ方は「ロリータ・エロス」と呼ばれる男性漫画とは正反対である。男性向けのこの新ジャンルは、1980年代の中ごろ、レディースコミックが登場したのとほぼ同時期に出現した。ロリータという呼び方から想像できるように、物語に描かれるセックスは、成人男性と年若い少女の間でなされる。Funabashiによれば、「ロリータ・エロス」とは「セックス行為そのもので、いろいろなポジションや姿勢の少女を視覚的にレイプすることが意図されている」（1995：257）。この手の漫画には、物語はほとんどなく、集団暴行、暴力、サディズム、覗き見、マゾ、虐待が描かれている。Paulによれば、「ポルノのセクシュアリティはしばしば反感と嫌悪を伴うが、それは一瞬で湧き起り、一瞬で忘れ去られるものである」（2005：248）。この定義によれば、「ロリータ・エロス」はポルノだが、すべてのレディースコミックがポルノとは言えない。
 
   　レディースコミックのヒロインはほとんどの場合、セックスレスの結婚、無神経な夫、愛する人とのコミュニケーションや愛情の欠如に不満を感じている。外で仕事を持つことが幸せをもたらさず、更なる失望が持ち込まれる。上司には我慢ならず、同僚は無能で、職場には刺激と興奮がない。漫画の女性読者は主人公と同じ状況にいるのかもしれない。日本の女性は、レディースコミックの主人公のように現実からファンタジーの世界に入り、自己のセクシュアリティを安全に見出したいと思っている。一瞬の間、没頭し、その行動の結果には苦しみたくない。警察、制裁、屈辱、汚名、性病などとは無縁でいたい（Interview 7: 2007）。
 
   　それほど極端なストーリーでなくても、ヒロインは、セールスマン、配達人、隣りのご主人、インターネットで知り合った男性、旧友、カルチャーセンターの講師などを相手にするものがある。働く主婦は会社の役員、病院の患者、仕事仲間などに思いを寄せる。米国の現代女性に見られる現象と同じく、ヒロインは自分のセクシュアリティを「『不適切な』男性と交わり、『禁断の果実』を味わうことで」開拓する（Richardson 1985：45）。倫理的に許されない倒錯した関係が「性的抑圧を押しのける」方向に進む（前出文献: 43）。
 
   　レイプなどの暴力の犠牲になった女性は、男に失望する。男性と人間全般に対する感情は、事件を契機に激変する。復讐心が燃え上がり、恨みをはらさずにはいられない。ポルノに属するレディースコミックの主人公は、もはや伝統的社会通念やセクシュアリティの規範に従わない。臆病だったセクシュアリティと可能性をとことん開拓しようとする。体は快楽を求め、男性の対象物ではなく、意志、好み、制御の感覚を持った主体となる。この定義をあてはめると、ポルノ系のレディースコミックは、まったくポルノではなく、むしろエロチカである。エロチカとは、性行為が美しく、ロマンチックで、お互いに楽しむものだ。ポルノに描かれている形とは異なる。エロチカにおいては、女体は対象物ではなく、搾取されるものでもない（Paul 2005：121）。だから、女性読者は安全なファンタジーの世界を楽しめるのである。
 
    
 
   4.2官能と自己
 
   　ポルノ系のレディースコミックはセックスを描くが、それは男女双方の同意によるものであり、また、レイプか集団暴行であれ、ほとんどの場合、ヒロインは性に目覚め、本当の自分を受け入れる。自覚していなかった欲求や欲望に気づく。主人公によるナレーションは、出会いの前後で違ってくる。セックスは女性に「自分のもっとも重要な一面に触れる」心地よさをもたらす（Giddens 1992：78）。主人公は本当の自分のセクシュアリティと欲求を知ることとなり、それは「一人の人間の資質や属性」となる（前出文献: 14）。その結果、積極的にセックスに挑み、活力を得て、セクシュアリティを自分に取り込む。女性は精力的に性を探究し、真の自己に触れる資格があると知る。
 
   　汐見朝子は、アダルト漫画とはポルノとは違い、彼女の作品はいつも物語の形にし、展開の中で気持の揺れ、男女の繊細な心情を描く、と言った。ロマンチックで、親しげで、官能的で、セクシーで、心地よい言葉、それだけでなく、感覚に訴える刺激的な露骨かつ卑猥な表現もふんだんに盛り込まれる。汐見の漫画は読者のセクシュアリティだけでなく心に響く。行動、つまり、性行為そのものに表れる心の変化を絵で表現する。ヒロインが性の主体的存在であると自覚する瞬間の快楽を描く。ヒロインは時として自分がマゾだったり、実は精力旺盛の年下好みだったことに気づく。ヒロインは男性の心も奪いたい。カタルシスが得られることから、覚醒したような感覚が生まれ、今まで抑えていたものが解放される。一瞬の間、解き放たれる（Ito 2009）。汐見は漫画作品の中にセクシュアリティに含まれている感情面を強調して描く。セクシュアリティが人間の自己認識の一部だと信じるからである。彼女の漫画のヒロインは、自分が何者かを知り、それを受け入れる。新たな自己によって性的抑圧が押しのけられるのだろう。
 
   　ポルノ系のレディースコミックにもロマンスの要素はある。予期せぬ出会いと燃えるような愛に、セックスのオマケをつける。愛を交わすシーンの主題とその行為はどれも似たりよったりだ。たとえば、主人公が男性との行為に入るときや刺激が期待される場面には固くなった乳首が描かれる。血流の増加が「乳首の海面状の勃起性組織を固くする。心臓の鼓動と脈拍は増え、呼吸は粗くなる（Nuland 1997：177）。漫画のコマの中には検閲上の理由から、白い楕円や四角で隠されている部分があるが、局部に変化が起きている様子がわかるようになっている。白塗りがかえって読者の想像力をかき立てる。主人公は心ならずも律動的な筋肉の痙攣や収縮をその部位に起こしているようである。
 
   　レディースコミックでは、主人公のオーガズムのありとあらゆる様が描かれる。「女性は男性と比べ、オーガズムの点で遥かに強弱の幅が広く、種類も多い可能性がある」（Nuland1997:177）。この点については異論があるが、意外にも感覚のバリエーションには差があるようだ。
 
   　実際、人により感覚に違いはあるが、漫画では快楽は性器に描かれることが多い。日本語では女性器の隠語が多い。その部位に口で、手で、道具で一人だけではなく複数の男性から刺激を受ける。レズビアンの場合は、女性が女性を愛撫する。Nulandが言うには、「効果的で確実な局部への刺激は、手を使うか、その他の方法かに関係なく、直接なされなければならない」（1997：176）。これに対し、男性向け漫画では、女性の局部への刺激というシーンは滅多にない。結合の場面は男性中心の視点で、男性の性器を真ん中にする構図である。射精で終わる男性の性的興奮と快楽は、女性を喜ばせることよりはるかに重要なのである。
 
   　漫画のストーリーの中の夫は、帰宅した時点で疲労困憊である。仕事と長い通勤時間のせいで、妻を満足させる余力はない。対照的に、主人公は退屈で、一日中、めくるめく喜びを夢想している。ヘアスタイル、化粧、下着、ネグリジェで夫の注意を引こうと頑張る。ろうそくを灯し、ポプリを使い、ロマンチックなムードを醸し出し、好きな料理をふるまう。しかし、夫は仕事の後に一杯、帰宅してからは、風呂、飯、寝る。妻のおしゃれや部屋の模様替えには気がつかない。運がよければ、前技なくおざなりに相手をするかもしれないが、即就寝。主人公は一日中（または一週間か数か月）待っていたのだからそれでも嬉しいと思うべきかもしれないが、拒絶感はむしろ大きい。Nulandの分析によれば、「現実生活におけるオーガズムの期待は満たされるというよりは不満の元になる方が多い」(1997：175)。セックスレスの多くの主婦は失望し、幻滅する。
 
   　新婚の夫は、贈り物で妻を喜ばせ、電話をかけ、愛を確かめることもするが、時が過ぎ、子どもが生まれると現実がのしかかる。女性が結婚生活に不満を感じるのは、夫とのコミュニケーションのあり方である。結婚して数年すると、愛の言葉は夫の口から出ない。妻が家族に対して愛情を持ち、献身するのは当然のことになる。更に、日本には意思の伝達は言葉だけに頼るのでははなく、ハイコンテクスト・カルチャー、つまり、顔の表情、声の調子、沈黙、不満、身振り、姿勢といった言葉以外のものに頼る文化がある（Hall 1977）。武士道の伝統が日本の男性をして言葉の愛情表現は不十分でよしとする。特に愛やロマンスに関する気持ちの吐出が少ない。女性は男性の繊細な言外の本心を察知するのが難しい。レディースコミックの主人公は、ロマンスとセックスの欠如に不満を抱く。童話の王子様と結婚したと思っていたら、夫は時間がたつにつれ単なる怠け者のカエルだったことに気づく。
 
   　ヒロインは毎日が退屈で欲求不満だ。そんなとき、上司や同僚から迫られたら後ずさりはできない。Richardsonが言うように、女性は「男性と一緒の勤務環境で自分の色気のインパクトを一般的に過少評価している」（1985：26）。主婦は荷物の配達人や戸別訪問のセールスマンを刺激することがあるかもしれない。彼はお世辞を雨あられと浴びせ、服を脱ぐ女の美しさとセクシーさを褒める。最初に男の注意を引いたのは彼女の方からだったかもしれないが、今や男の欲望の対象と化し、少々恥ずかしくもあり、照れくさい。その時、「奥さん、きれいだね！　ふっくらした胸が素敵だ！」などと称賛の言葉がささやかれる。彼女の体は、台所、居間、オフィスの倉庫、山の中、ホテルの一室、観覧車で抱きしめられる。「今すぐに欲しい」と情熱的なキス。女は次第に嬉しくなり、男の言葉を信じ、「まあ、あなたがそう言うなら、私もまだ魅力的なのかもしれないわ」と思う。予期せぬ出会いによって忘却のかなたに追いやられていた官能の扉が開かれる。男の甘い言葉が耳に心地よい刺激となりますます興奮する。女性は「単に称賛されるだけでなく、感謝されていると言葉で言われる」必要があり、女性は、「男の欲望の反映の中に自分を見出す」(Giddens 1992：128)。丸ごと求められているという感覚と、男性に愛されているという自信が女性の感情的、心理的平安に非常に重要なのである。
 
   　現代社会では、女性は「性的快楽を与えるだけでなく、快楽を得たいと思っている。多くの人が満足のある性生活が結婚の必要要件と見なすようになった」（Giddens1992：12）。最近の日本の離婚率と再婚率の上昇を見ると、女性は結婚自体に幻滅しているのではなく、夫に失望していることがわかる。再婚するのは満足のいく家庭生活を手にいれたいと思うからだ。色々な結婚斡旋所が今ではネット上でも営業し、離婚者の新しいパートナー探しに手を貸している。
 
   　レディースコミックは女性に言葉の表現の自由を与え、色々な俗語で体の各部やセックスを気軽に口に出すことを可能にしている。美辞麗句、禁忌の俗語、軽蔑的で冒涜的な言葉が遠慮なく使われる。いったん最初のロマンチックな会話が終わり、行為が始まると、発せられる言葉はそれ以外の社会的状況なら不適切極まりないものになる。その最中の男女の発する言葉は良識には束縛されない。慎み深く、礼儀正しい日本女性が現実の生活でつぶやくには、相当の心理的わだかまりがある言葉が飛び交う。
 
   　主人公はオーガズムに達して絶叫する。通常の日本の住宅事情では、部屋は狭く、壁や戸は薄く、近所や家族に聞こえるので絶対にありえないが、レディースコミックでは、主人公は卑猥な言葉さえも叫ぶ。Burumaの分析によれば、「映画やテレビの画面、舞台、漫画の中では、通常の行為の反対のことが起きる」（1985：224）。主人公に感情移入し、性的な場面に入り込み、ファンタジーの中で衝動的な行動をすることで気持ちが浄化される。そうした行為は現実では抑えつけられ、社会的、心理的に意識してコントロールされている。
 
   　レディースコミックのセックスシーンには、女性器だけでなく男性器への刺激の描写もある。オーガズムはほとんど必ず話のクライマックスに用意されている。Giddensが言うように、現代社会では「オーガズムの高みは勝利の瞬間であると同時に肉体と精神の解放の一瞬でもある。多くの場合、昇りつめるまで興奮は引き伸ばされ、異常なほど鋭い感覚と幸福感と言ってもいい瞬間を味わおうとする」（1992：79)。ポルノ系のレディースコミックは普通、ロマンチックでセクシーな場面でヒロインに語らせ、興奮を高める。これに対して男性向け漫画では、こうした語りは滅多にない。
 
   　オーガズムのエクスタシーの瞬間は、肉体、精神、感情が解き放たれる。これはフランス語では「小さな死」を意味する、la petit mortと言われる。主人公は自己を手放し、アイデンティティを捨てる。男性と宇宙と一つになり、この瞬間においては自己やエゴの観念はもはや存在しない。女はすべてを放りだし、完全に宇宙に身をまかせ、ほんの束の間、社会規範や禁じられた性のタブーから自由になる。何にも縛られない。官能の喜びはすべてを忘れさせ、一緒になることに集中する。体と心は相手と一つになる。高みでの輝きの中で勝利の感覚に包まれ、満ち足りた気分に浸る。オーガズムの到達経験は、特に新しい人を相手にするときは、「普通の、日常の平凡から離れたところ」で起きるように設定されているため（Giddens 1992：73）、興奮と刺激がもたらされるのである。日常からの脱却が最もカギとなる要素である。主人公は普通の女性、ＯＬ、主婦などだが、彼女たちが出会う男性は、全くの他人、知人、普通ではない人、不道徳な人、許されない人、実在しないような人である。行為が行われるところは、映画館、男性公衆トイレ、公園、観覧車、街路など、いつもはその使用には禁断の場所。毎日目にしているがその目的には使わないところが舞台となることで読者の妄想は膨らむ。
 
   　日本は、まだ政治と経済の世界では男性優位社会である。多くの女性は、結婚と家庭生活につなぎとめられている。1986年の男女雇用機会均等法以来、女性の社会進出は進んではいる。マスコミ産業では、男性が日本で番組の99%を制作している（Funabashi 1995：255）。レディースコミックの出版産業においては、制作者はほとんど女性であり、作品の主人公は美人で、セクシーで、賢く、繊細で、自信家で、パワーがある。女性は男性に愛される資格があり、官能の喜びを得るべきだとするメッセージが込められている（Ito 2002；2003）。誌面では、男性（夫以外）はセクシーで、美形で、6つに割れた腹筋とパワーに溢れた肉体を誇る。並外れたスタミナの持ち主でもある。磨かれた体は輝きを放ち、宣伝広告やポルノに出てくる女性のように鑑賞の対象になる。こうした男性は、女性の欲望の標的、女を喜ばせる道具になる。男性の肉体は女性に究極の官能を体験させるものになる。読者は女性主人公になりきり、想像の世界で出会いを経験し、「高揚感、上昇感、スリル、興奮、妄想」の境地に入る（Paul 2005：218）。
 
   　Giddensが現代のロマンス小説について述べていることは、日本のレディースコミックにもあてはまる。女性はファンタジーの中に普通の生活で否定されていることを求める。漫画は抑圧を押しのけ、興奮と幸福感を代理経験させることで、「現実の社会生活で不満を感じている自己のアイデンティティと折り合う」手助けもする（Giddens 1992：44）。この経験は、「現実世界の慣習と妥協の克服」なのかもしれない（前出文献: 45）。主人公は自尊心が低く、快楽を受ける側であったが、与える側でもあったことを証明し自信を持つ。この意味で、レディースコミックは元気促進作用がある。
 
   　エロチックな内容のレディースコミックの多くは、体と心の二分性から葛藤が生まれる様を描く。人間は二重性のある存在だ。ルネ・デカルトが言ったように、「我思う、ゆえに我あり」。考える自分と別の存在する自分がいる。倫理的に許されないセックスやレイプ・プレイ・ファンタジーに入りこむ主人公の場合、相手が既婚者、上司、部下、隣人の夫、弟、甥などという事実に心は乱れる。その男はまさに不適切。関係を持つことは社会規範に反し、法に背くかもしれない。女の心の声は規則に従い、誠実さと道徳を守りたいと叫ぶ。しかし、ずっとないがしろにされていた肉体は衝動に突き動かされ、男のテクニックに抵抗しがたく、降参する。行為に入れば感情は高ぶる。ところが、ここでジレンマに陥る。社会からは禁じられている、しかし、体は止まらない。女は今、自分の正体を認めざるをえない。性的存在。快楽を喜ぶ存在。愛する人との行為であれ、禁じられた関係であれ、新たな自己に気づく。社会規範を侵害し、それを楽しむ自分。私は今「悪い女」になっている。
 
   　主人公が行為の最中に猥褻で不道徳だという事実を受け入れることで、精神的抑圧から一瞬とはいえ解放される。他のことを考える余裕はなく、この瞬間の純粋な喜びだけに支配され、それだけが自分の存在の中心になる。この時、体と心が一つになる。少なくともクライマックスのとき、生身の肉体と社会化された精神の間に乖離はない。あるのは官能だけ。チョプラによれば、「オーガズムは自己の重荷が消えて漂う瞬間」である（Chopra 2006：113）。エクスタシーは人間の根源的状態だ（前出文献: 156）。チョプラが言うには、「性的な親密さは本当の自由や経験につながる道である。なぜなら、それは私たちが完全に抑圧から放たれ自由になれる人生の一つの領域だから」(2006：146)。
 
   　人は体という鎧に閉じ込められ、特にセクシュアリティに関しては社会規範が心と行動を縛る。たとえば、近親相姦のタブーは「文化を問わず普遍」であり、タブーの内容は文化によって異なるが、すべての現実社会で禁じられている。社会化により、人は社会の有意義な一員になる。逸脱した存在や革新的存在になった人には制裁が与えられ、その人の可能性が阻止されることもある。一つの社会で許されることが別の社会では禁じられ、制裁の内容は文化によって異なる。
 
   　社会的、文化的規範は体のある特定の部位が「絶対的禁断の部分」で触れてはならない所と呼ばれたり、ある特定の体の機能が汚いと言われるという意味で、抑圧的だと言えるかもしれない。インドの「カーマ・スートラ」は「性欲は聖なるもの、純粋なものである」とする（Chopra 2006：146）。オーガズムに達すると人は自己感覚を失い、相手と、更には大いなる宇宙と一体化する。宇宙との合体はオーガズムのクライマックスでも起きる。チョプラは言う。「エクスタシーにおいて、個の自我は宇宙の自我と合体し、無意識的認識がなされる」（Chopra 2006：156）。人の「小さな自己または自我」が解放される経験は「瞑想経験」に通じる（前出文献: 147）。このようにセックスは自我の自由をもたらし、「魂の本質」と調和する（前出文献: 125）。このとき、セックスはタブーとは別物になり、チョプラの理論によれば、スピリチュアルな悟りが開ける。
 
   　セクシュアリティは、「自己の素直な姿、つまり、肉体、アイデンティティ、社会規範を結びつける大きな接点」として機能する（Giddens 1992：15）。尋常ならざる快楽を味わった肉体は、セクシュアリティの支配領域となり、ヒロインの自己認識の一部になる。レディースコミックの主人公は、「本来の自己」である新たな認識を覚醒させる。本当の自分を受け入れ、禁じられていた驚愕の性的遭遇によって気づかされ、手にいれた「本当の私」だ。発見した自分とは、心理的、社会的抑圧から解放された結果であり、女性には更なるパワー、エネルギー、自信が与えられる。
 
    
 
   5.まとめ
 
   　ポルノ系レディースコミックの漫画は、現代日本女性の性的行動を社会的、文化的、生物学的に詳細に表している。主人公は羞恥心、心理的抑制、恐怖を克服しセクシュアリティを謳歌する。性的出会いがあり、新しい自己を認識し、感情的、心理的問題は消えてなくなる。多くのストーリーに見られるのは、非常に刺激的なセックスシーン、肉体の感覚、両性の平等を前提とするクライマックスシーンなどである。女性は男性の欲望の対象であると同時に指導権をとる主体的存在でもある。レズビアン、3人プレイ、自己愛、レイプ・プレイ・ファンタジーであっても同じだ。セックスは、隷属や従属の姿ではない。男性の要求に耐えなければならないものではなく、むしろ、男女双方の至福とエクスタシーという極限状態をもたらすものである。官能は言葉で表現できず、説明不可能だ。女性主人公が普通の愛情関係で経験できない種類の喜びである。レディースコミックは快楽がどういったものかを刺激的な語りとともに目に訴える。そのセクシュアリティは、罪悪感、羞恥心、悪感情だけで占められていない。すべての女性に祝福されるべきものだ。この意味で、レディースコミックは読者の気持ちを軽くしてくれる。
 
   　伝統的に、女性は2つのタイプに分けられるようだ。ひとつは、純粋で貞節があり、妻と母になるのに適した結婚対象になる女性。もうひとつは、男性の妄想と欲望に売春婦として奉仕するよう運命づけられた女性である。後者は娼婦、ふしだらな女、内縁の妻などであろう（Giddens 1992）。性の二重基準はまだ現代の日本で使い分けられ、「良妻賢母」が理想だとされる（Orenstein 2001）。欲望に貞節という足かせをかける古い伝統から完全に解放されているわけではない。たとえば、昔は不倫は「女性の悪徳だとされた」(Fisher 1992：79)が、現在は多くの女性が関与している。しかし、Funabashiは言う。「愛とセックスの極致が結婚だとする伝統的な考え方は薄れているが、結婚が理想的な生き方とする認識は強く残っている」（Funabashi 1995：258）。
 
   　レディースコミックの世界では、どんな女性も良妻賢母でありながら、心温まるドラマを読めば感動し、ポルノ系を読めば、官能を求めるふしだらな女の楽しみを味わう。読者は、自己のいろいろな側面をそれぞれエンジョイし、異常かつ刺激的な自己像に一時的に浸ることで、健康的、長期的な自己認識を守る。性的自己像は時により、場面により、主人公といかに一体化し、疑似経験できるかで決まる。ポルノもそうだが、レディースコミックも「結婚生活のセックスとは、次元が違うほどの強い刺激を提供する」（Paul2005：228）ことで、読者は興味がかき立てられ、自身のセクシュアリティを深く知る。人生は短い。人間存在の一部として、セクシュアリティは認められ、祝福されるべきだ。多くの女性を楽しませ、力を与えているレディースコミックは、エロチカと見なされてよいだろう。
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
    
 
   第四章
 
   おわりに
 
    
 
   私の漫画研究は、1990年代の初めからスタートした。当時、休暇で実家に帰るとき、成田空港に着いてから名古屋までは新幹線に乗った。ある時、新幹線「ひかり」の車内で、男性週刊漫画雑誌が座席の前の網ポケットに残っていた。到着までの2時間、私はその雑誌を読むことにした。漫画の女性キャラクターの描かれ方に驚いた。ほとんどが、話の脇役か伝統的な女性の役割で、職業は昔ながらという設定だった。セックスシーンにいたっては、気分が悪くなった。女性は卑しい性の対象だったり、男性の快楽のおもちゃ、または、ずるがしこく、攻撃的、敵対心をむきだしにするなどという描かれ方であった（Ito 1994；1995）。私は、こういったイメージが男性の女性に対する見方や付き合い方に、ネガティブな影響を与えるのではないかと心配になった。この経験があってから、ほぼ20年間、私は、男性向け漫画や女性向け漫画の研究を続けている。
 
   　「漫画」は戯画、風刺漫画、グラフィックノベル、イラストなどを指す。新聞、雑誌、教科書、マニュアル、政治のマニフェスト、宣伝などに使われる表現形式でもある。漫画の歴史は長い。日本人は、いつの時も語り付きのビジュアルアートを好み、ユーモア、風刺、叙事詩、ドラマ、ロマンスに興味を持ってきた。現代では、全国津々浦々、全ての人を夢中にしているが、これは世界的に稀と言っていいだろう。漫画は暮らしの一部になっている。大衆文化、経済、教育、政治に非常に大きな影響力があり、日本の文化、歴史、社会になくてはならないものになった。
 
   　現在、漫画という言葉は、普通、ストーリー性のある漫画を主に指す。グラフィックの絵がついた小説のように読める。「コミック」や「コミックス」とは最初に週刊か月刊で発行された連作漫画が一冊にまとめられた単行本を指す。ジャンルはかなり幅が広い。中心となる登場人物は、スポーツマンとスポーツウーマン、学生と教師、医師と看護師、侍と芸者、ハードボイルドの世界からは、ギャング、スパイ、暗殺者。実業界を描くものでは、大会社の重役、ビジネスマン、会社員、シェフ、政治家、ギャンブラー、ダンサーなどである。ストーリー漫画には、実にいろいろな職業、歴史上の事件、人物、英雄が描かれ、ホラー、ファンタジー、ＳＦ、政治、ロマンス、趣味、アクション、サスペンス、ポルノなどジャンルも広い。漫画は今、雑誌、インターネット、携帯で読める。簡単に手に入れることができ、誰でもいつでもどこでも楽しめる娯楽だ。
 
   　インテリ、ＰＴＡ、教師や批評家からは、漫画は低俗なもの、または子どもが読むものだと思われているかもしれないが、漫画は、学校や職場で教育手段として効果的に利用されている。「学習漫画」は、学校の科目にもあるような難しい内容を学ばせるためにあり、「教養漫画」は、大人が難解で実用的なことを理解する手助けになっている。それらの漫画は、情報や知識を提供するだけでなく、解決のコツや免許取得や試験準備に使われる。漫画のイラストは、パンフレット、ガイドブック、掲示板、マニュアル、広告、社内報、テキストに使われ、国や地方自治体、病院、クリニック、店舗、レストラン、銀行、保険やセキュリティ会社、メーカーが作る取扱い説明書、更には、パスポート発行機関のパンフレットにも載っている。情報、事実、論理は、イメージをつけて説明する方が記憶に残る。右脳と左脳の両方が同時に使われるからである。漫画は、教師のように人を導き、人間を社会化する働きがある。
 
   　日本人は、老若男女、5歳の幼稚園児から首相まで漫画を楽しんでいる。家庭、学校、電車、喫茶店、レストラン、人によっては職場でも読む。ベビーブーム世代の私には、今までずっと漫画が身近にあった。漫画を読んで育ったと言っても過言ではない（Ito 2004）。Maynardは言う。「...日本では意思伝達の形としての漫画が社会の上から下まで浸透し、子どもから大人まで読んでいる」（2002：255）。
 
   　現代の日本の漫画産業は巨大で、大衆に広く行き渡り、儲かる業種である。毎年、何十億ドルも売り上げ、漫画家は富を築き、名を上げ、崇められている。少年や若者だけでなく、少女や若い女性も、漫画の作品を創造し、漫画家として成功を願う人は多い。しかし、それには相当の才能が必要である。複数のことが同時にできなければならない。小説家、アーティスト、脚本家、ディレクター、民俗学者、哲学者の要素が必要だ。漫画家デビューは、比較的簡単かもしれないが長い間人気を保ち、キャリアを続けるのは至難の業だ。自分の作品で成功できなかった人は、他の漫画家のアシスタントになるか、他の分野で仕事を探さなくてはならない。
 
   　最近、漫画は日本では正統なアカデミックな学問として認められるようになった。「マンガ研究」誌の第一刊が2002年5月に日本マンガ学会によって発行された。2008年春には、一部の大学と大学院は、漫画とアニメーションの講座を開講した。漫画とアニメ産業は、現代日本の文化と社会を理解するのに不可欠な巨大産業である。多くの大学や専門学校では現在、漫画やアニメ理論、産業の歴史、描画技術、メディア文化学を教えている。東京工芸大学、京都精華大学、大阪芸術大学、宝塚大学、別府大学、学習院大学、大阪電気通信大学、名古屋造形大学などである。これらの教育機関は、有名で権威のある漫画家、小池一夫、松本零士、浦沢直樹、竹宮惠子などを教授として迎え入れている。大学は、日本人だけではなく、中国や韓国からの留学生も歓迎する（Asahi Shimbun 11/18/10)。漫画、アニメーション、コンピューター・グラフィック（ＣＧ）、ビデオゲーム、メディア技術などの理論とテクニックを教える専門学校としては、日本漫画塾、東京コミュニケーションアート専門学校、日本デザイン学院、デジタルアーツ東京、アミューズメントメディア総合学院などがある。大学院、大学、専門学校によって次世代の漫画家が育てられている。
 
   　漫画は、大衆娯楽の重要な部分を占める。今や、世界に向けた日本の先端文化輸出品の一つである。米国では、少年少女向けに多くの漫画が翻訳され、書店やインターネットで販売されている。アニメはケーブルテレビでも視聴でき、映画館でも上映される。グローバリゼーションが加速し、現代科学技術は進歩し、配達サービスは迅速になり、世界はますます小さくなっている。子どもを含め、人々は異文化経験を受け入れるようになった。特に漫画やアニメという大衆文化は、現在、かつてないほど大きな影響力を持つ。漫画の翻訳は、正規版と海賊版の両方が大量に出回っている。アニメ番組は、ヨーロッパ、アジア、ラテンアメリカ、米国などで大人気だ。Donovanは分析する。「21世紀に全世界で漫画の人気が急速に高まっていったのは、情報と文化が今日の『グローバル情報社会』の国境を超えて拡散したからだ」(2009：62）。つまり、漫画によって日本の文化、社会、日本人は、より良く理解されるのだ。漫画によって、日本はエコノミックパワーであるだけでなく、何百万人という世界中の子ども、若者、ヤングアダルトに影響を与える文化大国になったのだ。
 
   　本書では、視覚社会学のアプローチを使い、視覚に訴えるイメージと情報を通じて、現代社会と文化を分析した。レディースコミックをデータと素材の情報源にすることで、日本の女性がおかれている状況、立場を読み取り、彼女たちの世界観を探った。視覚社会学は、社会の側面を概念化し解釈を示す一つの新しい社会学の方法である。
 
   　レディースコミックと少女漫画は、効果的な語り口を使い、絵と文字で表現された世界である。レディースコミックも日本の伝統、社会、歴史、文化に深く根付く。実にこの物語世界は、日本人女性の生活、経験、セクシュアリティの複雑な現実と幻想を映し出す。
 
   　人を惹きつける視覚的文体と語りを特徴とするレディースコミックは、従来の典型的な女性像だけではなく、斬新で挑発的な側面も大胆に描く。西洋人にとっては、蝶々夫人、芸者、可愛い系のキューティーハニー、セーラームーンなどが文学、演劇、映画、アニメを通じてなじみのある日本人のイメージである。漫画は比較文化研究、文化人類学、視覚社会学の対象になる極めて重要な分野でもある。
 
   　「はじめに」の章では、なぜ漫画が人を惹きつけ、皆を夢中にするのか、その理由を考察した。社会の隅々まで浸透し、読む場所を選ばず愛され、年齢の壁も超える。その様子は、外国人旅行者や日本文化に興味がある人を驚かせる。日本政府、出版社、博物館などは、漫画の功労者を国籍を問わず評価する賞を創設した。米国のピューリッツァー賞、アカデミー賞、グラミー賞に匹敵するほどの権威ある賞が毎年贈られることになった。漫画は文学、映画、音楽と同じくらい正統なものとなった。
 
   　漫画には、大きな魅力があるだけでなく、重要な社会的、文化的機能がある。見方を変えると、宗教に近いと言えるかもしれない。読者は、漫画のアイコンと記号を読み取り、主人公や登場人物の信念、思考、行動、生活様式に共鳴する。自分とキャラクターを連動させて疑似経験をする。読者は、一生の宝物になる思い出をつくる。「はじめに」の章では、1960年代、1970年代に、学生運動家が団結し、メディアや世論に影響を及ぼした作品の例をいくつか挙げた。最近では、日本と近隣諸国との緊張を高め、国内外で議論を起こした漫画もある。
 
   　レディースコミックの置かれている歴史、社会的背景を理解するために、第一章は、平安時代の日本女性の文学界の歴史を考察した。平安時代には、日本語の二つの「かな」が開発され、宮中の女性たちは自由に言葉を使い始めた。日本語による散文は10世紀後半から11世紀初期に発達した。女性たちは小説、随筆、旅行記、詩、回想記を華麗な文体で著したが、漢字も使用した。貴族の男女の日々の暮らし、経験、喜び、祝いごと、儀式、寂しさ、愛、ロマンスを綴った。自分自身のことを題材にすることもあった。秘めた心と経験を客観的に書き記した。愛、ロマンス、セックスの他に苦悩、嫉妬、葛藤、内省、自己形成を文章にした。平安の女性たちの作品は、世界の文壇では他に類を見ないものとして評価されている。興味深いことに、同じテーマが今は、レディースコミックのストーリーの中に見られる。
 
   　明治時代に、大衆向けの雑誌が発行されるようになった。少女雑誌は、1903年から1909年の間に創刊された。1901年から1907年までは婦人雑誌が次々と世に出た。少女雑誌は大正時代（1912~1926）に大きく発展した。この時に、基本的な生活様式の変化が都市化の影響により起こった。教育程度の高いホワイトカラーの労働者が増え、政治の力が急速に拡大し、解放の気運が高まった。
 
   　新しい文芸誌「青鞜」は、1911年に、いわゆる「新しい女たち」と言われるグループから創刊された。執筆、編集、制作まですべて女性が行った。20人以上の女流作家は、才能あるプロの物書きを夫に持つ女性たちだった。
　「青鞜」は、未だ封建的で伝統的な社会と文化が支配的な時代に女性の自己概念の啓発を試みた。自由闊達に結婚と家族、教育、労働、貧困、自由について議論し、女性が直面する問題を取り上げた。創作と告白を文学のスタイルで発表し、情事、離婚、男性関係などといった私生活も題材にした。女性が直面する問題は、現代では多くのレディースコミックのテーマにもなり、ほとんどが第一人称の告白調で進行する。
 
   　少年少女向け漫画が英語、フランス語、スペイン語、中国語などに翻訳され世界で広く愛読されているのに対し、レディースコミック誌の漫画は世界でほとんど知られていない。レディースコミックは、1980年代になってから登場し、現代の日本の漫画に加わったのはまだ最近である（Ito 2002）。一部の研究者の間でしか、知られていない。第二章、第三章では、成人女性向けのこの漫画の世界を紹介するため、いくつか作品を取り上げた。
 
   　第二章では、レディースコミックの新しい傾向を解説した。レディースコミックを掲載する雑誌も作品自体もともに非常に多様化し、しのぎを削り、シェアを確保しようと必死である。主人公は、ごく普通で平凡な女性である。読者が、違和感なく共感できる人物に設定されている。ワンダーウーマン、キャットウーマン、ホークウーマンといった特別な能力をもつアメリカン・コミックの女主人公はほとんど出てこない。一般的に描かれるのは日常生活の現実、普通の人の暮らしやＯＬ、大学生などの実態である。愛とロマンス、女同士の友情、生活様式、夫婦や親子の間の人間的感情、不倫、自己啓発などが中心主題である。一部のレディースコミック誌には、特別号が発行されることが多く、テーマを絞った漫画が特集される。女性の医学、嫁姑関係、女性が犯した犯罪、やっかいな隣人、どうしようもない夫、中毒、不倫などの話である。現代の社会問題も紹介される。家庭内暴力、離婚、性差別、不平等、近親相姦、中絶、売春、女性に対する犯罪、虐待など、社会学者の研究対象になる興味深い内容だ。
 
   　レディースコミックの作品は、現代日本女性の生活と実体験を映す。読者の実体験や家庭事情、社会状況を書いた投稿を元にするからである。個人の直接体験や実話が参考にされる。当然、内容は地に足がついた現実になる。赤裸々な投稿は歓迎され、採用されると現金や金券がお礼として送り届けられる。編集者と漫画家は、投稿からストーリーを練り、編集者がネームの許可を出すと漫画家は執筆を始める。彼らは、テレビ、ラジオ、インターネット、新聞にいつもアンテナを張る。話がリアルで現実的であればあるほど、現代を映し出す話題作になるかもしれない。この点がレディースコミックと少女漫画の大きな違いである。少女漫画は、ファンタジーと非現実的な夢に重点が置かれる。
 
   　レディースコミックの漫画の内容は、雑誌によって違いがある。読者アンケートには、漫画家の人気コンテストのような質問が並ぶ。典型的なアンケートには読者の年齢、既婚か未婚か、子どもの数、気に入った作品のベスト3、その理由、気に入らなかった漫画３作とその理由、他に興味があることは何かなどを答えることになっている。
 
   　第二章では、レディースコミックには心の浄化作用（カタルシス）があり、「心療クリニック」的な読後感があることを紹介した。女性読者は、自宅の居間、台所、職場で漫画の世界を堪能する。そして、家事雑事、子どもの世話、日常生活の現実に戻る。雑誌は、手軽に手ごろな値段で現実社会からの絶対的、合法的逃避を可能にする。そこに浸ればリラックスして、楽しく時間が過ぎ、ストレス、心配、退屈から解放される。心の健康が保てる。話の内容でカタルシスがもたらされ、異なる社会的、心理的状況と視点を知り、カウンセリングを受けたような効果がある。カウンセリングや精神分析は、日本ではアメリカほど一般的でもないし人気もない。ごく最近になってあまり恥ずかしさを感じずに、心の問題を相談したり、医者にかかる人が出てきた。
 
   　感動作は読者にカタルシスをもたらす。涙を誘う、シリアスな人間ドラマの中心主題は、人生、家族、仕事、自立、依存、共依存、アイデンティティの危機、恵まれない人への愛などである。人は漫画を読むと、夫や家族への愛、幸福感を思い出す。実際、様々な愛の形が示され、すばらしいエンディングに癒される。ハッピーエンドか悲劇的結末かに関係なく、最終回は決まって感動的である。胸は詰まり、感情移入が締めくくられる。ヒューマニズムと人類愛に包まれ、人生に希望と生きがいを感じさせる。
 
   　ホラーと恐怖もカタルシス効果がある。レディースコミックのストーリーは嫁姑問題、復讐の鬼と化した幽霊、夫の暴力、離婚、整形手術の失敗などのホラーや恐怖を描くものが多い。そうした恐ろしくも悲しい話を読んで、自分は平和で平凡な生活を送っていることに安堵するが、怒り、恨み、恐怖の生々しさは強く心に残る。主人公は苦しみもがきながら生き続ける。読者は同情心からカタルシスが得られるのである。
 
   　第三章では、レディースコミックと女性のセクシュアリティを重点的に取り上げた。日本人は、娯楽街、ポルノショップ、「春画」というインドの「カーマ・スートラ」に匹敵するエロチックアートを生み出してきた長い歴史を誇る。「春画」も「カーマ・スートラ」も、男女両性がともに官能に浸る様子を描く。今まで、日本人のロマンスとセックスは日本人以外の人にとっては謎だった。今日のレディースコミックは、ロマンチックなソフトポルノからハードコアのＳＭ、その他の性行為に至るまで描いている。暴力が大半のものさえある。純粋無垢な主人公がレイプされたり、集団で暴行される話もある。アナルセックスやＳＭの世界に、いやいやながら、または自ら喜んで入り込むといった展開になるものもある。ヒロインは、裏切られた憎しみに悶え、葛藤するが、遅かれ早かれ、体は純粋な官能の喜びに反応し、まだ味わったことのない熱くて淫らなセックスにはまる。これがレイプ・プレイ・ファンタジーと呼ばれる世界だ。ロールプレイのビデオゲームと同じで、ゲーム感覚で遊ぶ世界である。レイプ・ファンタジーとは違う。
 
   ヒロインは複数の男性から求愛されたり、若く、超ハンサムな男性と普通ではないところで出会い、関係を持つ。魅力、誘惑、享楽がゲームの重要要素である。見目麗しい男がセックスに時間をかけ、胸や性器に特別な愛撫をする。ヒロインは最初に感じたショックと恐怖はどこへやら、官能の喜びにはまる。ＳＭの話の場合は、女は男に隷属し支配されるのが好きなことに気づく。関係が続くうちに、自分のセクシュアリティ、自尊心、意思、決断力を持った新しい女に変貌する。彼女は男性の欲望の対象になるだけでなく、女のセクシュアリティと性行為の主体的存在になる。眠っていたセクシュアリティが目覚め、今、飽くなき欲望を持ったのかもしれない。その出会いが新たな自己の認識をもたらし、自信と力を得る。新しいセクシュアリティを試そうとする彼女にとって、麗しの男性は今や単なる性の「道具」になり、彼女の欲望を満たす存在となる。彼女は魅惑的で積極的な性の究極の喜びを探究する。もう一度、もう一度と興奮を求める。主人公の他のパターンとしては、復讐を計画し、襲った男性を殺すというのがある。このような女性は、男性向け漫画に登場する男にとって都合よく性の対象になる女性や、男から情けを掛けられる奴隷のような女性とは対極的である。レディースコミックは確かに女性読者を精神面、そして性の面での解放に一役かっている。今まで意識していなかったかもしれない抑圧が取り除かれるからである。
 
   　日本の国土は、モンタナ州と同じくらいの面積だが、3分の2以上は山地である。人口密度は非常に高く、都市部は過密している。地位と秩序を守り、敬い、人間関係にも配慮して行動しなければならない縦社会である。規則は当然従うべきものであり、儀式は数多く、自由は制限される。特に女性はそうである。集団が個より重んじられ、グループのために個人の欲求が犠牲になることは美徳とされる（Benedict 1946/1986；De Mente 1988; Nakano 1972; Rowland 1985）。日本は、非常にストレスが大きい社会であり、我慢を強いる。Bornoffによれば、我慢とは「苦痛や失望を笑ってこらえる術」であり、武士道の教えの一つである。「日本人の生活のすべてに浸透している。教育においても、会社への献身から不幸な見合い結婚までも」としている（1991: 371）。
 
   　日本は、まだ男性天国であり、メディア産業も例外ではない。男性がマスメディアの番組の99%を制作している（Funabashi 1995：255）。1986年の雇用機会均等法の制定後、ここ数十年で女性の社会進出は進んでいるのは事実だが、普通の女性は、結婚と家庭の範疇に活動が限定されている。日常生活の多くの領域で、男性漫画の作品にあるように女性はむしろ傍観し応援する側であり、中心的な役に就いていない。しかし、レディースコミックの主人公は、日々の暮らしの中で、感情の起伏に富んだメロドラマやホラー、尋常ではない性の妄想の世界を生きる。ヒロインである彼女たちは、妻、母、娘といった役割から離れた別の時間を過ごす。そうした漫画を読むと、読者は、愛、ロマンス、心躍る出会いでいっぱいの興奮を、そして、特別のすばらしい夢の世界を堪能できる。漫画を読むことで、前向きな心理的効果がもたらされる。楽しい時間、現実生活からの一瞬の逃避、心の癒し、希望の光、夢、エネルギー、気づき、問題の解決、ストレスの緩和などがあるのだ。
 
   　漫画の作品世界を疑似経験することで、読者は公私ともに感じる単調さとストレスから解き放たれる。人は、普通ではないことに憧れる気持ちがある。1980年代に、初めてレディースコミックという雑誌が世に登場したときは、玉の輿に乗り、高収入、前途有望、眉目秀麗、頼れて、優しく、気がきいた愛すべき男性の話が人気を博した。彼は完全無欠。お金、名声、社会的地位がある。いったん結婚してしまえば彼に付随したすべてが自分のものになる。新居は豪邸。運がよければ、使用人に囲まれた生活。彼女はいつも身なりをきれいにして彼に尽くす。それがこの世に生を受けた理由なのだ。ただ一つ求められるのは、夫と子どもを愛することである（Erino 1993）。
 
   　ロマンチック・ストーリーを読むと、読者は自由を感じ、何ものにも縛られず、主人公に成り代わり、白馬の王子様との愛とロマンスに浸れる。ヒロインに感情移入し、幻想の世界の住人になる。レディースコミックは、青春時代を思い出させ、新鮮な、独身に戻ったような気持ちにしてくれる。ストーリーは、必ずと言っていいほどハッピーエンドである。実に、多くの作品がシンデレラの童話に似ている。究極のロマンスとその相手を探すハーレクイン・ロマンスの小説とは違い、レディースコミックのヒロインは、日本人女性がすぐに自分と同じだと思える平凡な女性である。現実味があり、作り話っぽくない。だから、ヒロインのほとんどは主婦、母親、会社でお茶くみやコピーとりをするＯＬだ。
 
   　漫画に登場するＯＬは現状に不満足だ。毎日が同じことの繰り返しで退屈きわまりない。しかし、本当に達成したいことが何かわからず、女性として社会で認められる力も地位もない。刺激のない生活なのである（Erino 1993）。多くの日本の主婦と同じだ。1986年に雇用機会均等法の施行はされたが、日本はまだ男性が支配する社会である。
 
   　子どもがいる既婚女性の多くは妻、母親、娘、嫁、という伝統的に決められた役割の中に自分のアイデンティティを見出し、毎日の時間の中で自己認識と自己実現を失いがちである。自立した実在としての自分の「死」は、家族のためという自己犠牲の形で重くのしかかる。彼女たちのアイデンティティのベースは、人とのつながりの中だけにある。Hamaguchi（1996；1998）は言う。日本人は完全に独立した個人としてではなく、「コンテクスト的」と言われる人間のつながりとして関わる傾向がある。日本人は、自分を対象化するプロセスの中に、他の人の行動、考え、感情、話を取り込む。日本人の自己は程度の差はあれ、他人の存在と他人との関係によって影響される状況的自己なのである。レディースコミックのストーリーの中にはこの概念がある。
 
   　家族社会学では、よく知られていることだが、家族のライフサイクルと結婚満足度はＵ字型の曲線を成す。新婚の時は、大きな愛情と満足があり、手に手をとり人生を歩むが、最初の子どもが生まれた時点で急降下する。子どもの存在が家族のライフサイクルの中心になり、子どもの成長が親としての優先事項になり、夫婦間の幸福度は下がる。子育ての苦労は子どもが十代になると特に大きくなる。その後、満足度は子どもが成長し自立するにつれ上昇し、一番下の子どもが家を出る頃、夫は退職する（Duvall & Miller 1985；Vaillant &Vaillant 1993）。
 
   　このように生活の満足の度合が変化していくことが、15歳から44歳までの女性にレディースコミックが圧倒的に愛されている背景なのかもしれない。この時期は子育てに忙しく、女性の結婚生活の満足度が下降する。レディースコミックに描かれている問題とその解決のされ方、愛とロマンス（不倫を含め）の幻想、胸ときめく出会いは、現実の女性が結婚に不満を持ち、幸福が満ち足りていない状態を表しているのだろう。作品の中で、普通の生活に降って湧いた問題に実践的な対処法が示されることがある。漫画のもうひとつの効能は、ヒロインの魅惑の生活に感情移入すると、ストレスが少々吹き飛ぶことだろう。
 
   　現代の日本は性別による役割分担に二重性があって分かりにくい。ポストモダン社会は政治、労働力、教育、宗教、マスメディアの分野で有能な女性を輩出したが、まだ人数は少ない。大半は、専業主婦か働く主婦である。彼女たちは、二交代勤務で外の仕事と午後5時からの家事の２つをこなす。基本的に家庭では大蔵大臣的存在だ。家に必要なものを買うとき、食費、教育費などの出費について決定権を持つ。日本の女性は家庭では絶大な力がある。これは基本的に、日本の文化のあり方からくる。つまり、男性は女性に家事一切をまかせ、仕事に精を出す。男性は家を留守がちにし、子どもの教育や家事雑用を女性におしつける。長引く不況と若い男性の意識の変化により、新しい男性が出現している。彼らは家庭生活に関心があり、職場での時間を減らし家で過ごす時間を増やし、いろいろな家事をこなす。アメリカのコメディ映画「ミスター・マム」のような「主夫」はもはや日本でも珍しくない。多くのレディースコミックのストーリーは、日本の女性の実態を浮かび上がらせる。女性は社会ではマイノリティかもしれないが、家庭では権力者である。
 
   　性別による分業の意識は変化している。最近、女性は社会的、経済的、心理的にますます自立した。女たちは積極的で、まっすぐで、強い意志を持つことが許され、夢を夢みる機会が多くなった。30代や40代になるまで結婚を延ばす人もいるが、いつか子どもを持ち、賢い母になり次の世代を育ててくれるようにという期待が友人や家族からかけられている。
 
   　女性であれば、死ぬまで魅力的でありたいと願っているはずだ。ロマンスはいつの世も人間の感情と行動の最も重要な要素の一つである。小説、映画、漫画に求めるのはそれだ。日本では女性のセクシュアリティは、墓場まで続くと言われる。女性は年を重ねてもセクシュアリティを失わない。たとえ自分の容貌と心が一致せず悩んだとしても、特に愛と官能に関して、女性はセクシュアリティを無くさない。小説家円地文子(1905~1986）は60代の女性のセクシュアリティを描いた。若い男性(一般的には、娘の夫)への性的欲求、死の恐怖、抑圧された自己をテーマにした。抑圧された自己とは、社会的に非難され束縛されてできた自己である。Hulveyは言う。「死の先入観が主人公をしてファンタジーに舞い上がらせる。彼女たちは、死の恐怖に直面しているが、それは生きることと性的快楽の細々とした欲望によって和らいでいる」(2010：3）。「円地が言う心理的欲求の下には、広く行き渡っている日本の古典の影響がある。愛を求め、生に執着する年を重ねた女性の興味をかき立てる、効果的な生き生きとした語りの古典の存在がある」(前出文献: 19）。Hulveyが日本の古典として引き合いに出しているのが「源氏物語」だ。漫画家の井出智香恵は、今のレディースコミックのすべての要素が「源氏物語」の中にあると私の取材で答えた。私に源氏の再読を勧めた。
 
   　取材した漫画家は全員、命ある限り、漫画を描き続けたいと言った。少女漫画の読者が成熟した女性に成長し、レディースコミックが世の中に現れたように、そのうちシニアの女性のためのレディースコミックが出てくるのではないだろうか。それはまだわからないが、ベビーブーム世代の私が漫画を読んで大人になったのだから、この先もレディースコミックを読んで過ごしたいのは確かだ。
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